




































































セブンキャストのひきこもり魔術王
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富士見ファンタジア文庫









本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　ひきこもり魔ま術じゆつ師し









　──古来より、魔術師とは常にひきこもるものである。




　かの若き魔術師ブランドン・ブラックバーンにとっても、家の外はいつも「気が向いたら足を向ける場所」だ。

　どんな用事があろうと、外出したくない日は決して靴くつも靴下も履はかない。

　普ふ通つうの人間なら、きょうはズル休みしようなどという、怠たい惰だで甘美な誘ゆう惑わくには屈くつさない。本心から屈したいと思っていても、なかなか屈せない。義務感だの後ろめたさだのに足を取られ、しぶしぶ布ふ団とんから身を起こすものだ。

「起きたくねえ」

　だが、ブランは常に気き兼がねなく二に度ど寝ねする。それは、彼が高等部に籍せきを置く魔術学園の登校日だろうと変わらない。

　そのため入学以来ずっと不登校が続いている。

　が、不思議と出席簿ぼの皆かい勤きん記録も続いている。

　記録上はブランが登校しなかった日は一度としてなく、しかし、事実上はブランが登校した日は一度としてないのだ。

　美少女フィギュアがいくつも飾かざられた棚たなの時計を見てみると、時刻はすでに午前八時。急がなければ遅ち刻こく確定という時間帯で、にもかかわらず彼は堂々と布団にもぐり直す。

「我が身の代わりに登校せよ、我が分身」

　布団の中から漏もれたのは寝ね言ごとではない。

　呪じゆ文もん詠えい唱しようだ。

　次の瞬しゆん間かんには、室内に待機していたブランそっくりの分身が目を覚まし、メガネをかけ、主あるじの代わりに通学鞄かばんを手に取る。寝間着の主と違ちがい、分身の服装は最初から学生服だ。

　瓜うり二ふたつの、もうひとりのブランドン・ブラックバーンがそこにいた。

　──誰だれにだって、登校や出社が面めん倒どうくさいと感じる瞬間はあるだろう。

　自分がもうひとりいれば代わりに行ってもらうのに、と。

　ブランの得意とする魔術『分身鋳造シヤドウキヤスト』は、その望みを可能とした。

　自宅に居ながら、魔術的な等身大フィギュアともいえる『分身シヤドウ』を操作し、社会活動を代行させる。

　よって彼は、新天地アルテナの魔都に存在する魔術教育機関ウエノ学園に通いながらも自身は一度として学園の門をくぐることなく、常に自宅にひきこもりながら学園生活を謳おう歌かしているのだ。身代わりに受け取らせている成績表はいつも惨さん憺たんたる結果で学内では落ちこぼれ扱あつかいだが、本人は気にしていない。

「きょうも頼たのんだ、案山子スケアクロウ」

　布団の中からブランは分身シヤドウに向けてひらひらと手を振ふる。

　同時に、誰の目にも見分けがつかないほどに精せい巧こうな分身シヤドウは無言で頷うなずくと、主とは似ても似つかない俊しゆん敏びんさで部屋を出た。

「ふわああ、じゃあ夢の続きでも楽しむか」

　忠実なしもべを送り出すと、ブランは大あくびしながら枕まくらに顔をうずめる。

　くだらない雑事は分身シヤドウに押しつければいいのだから彼自身の自由な時間は余るほどあり、余よ暇かは好きなだけ有益かつ有意義に使えるし、無益かつ無意味に浪ろう費ひしても惜おしくない。

　贅ぜい沢たくとは、好きなだけ使っても使い尽つくせないからこそ贅沢なのだ。

　食べきれない食事、読みきれない小説、遊びきれない遊ゆう戯ぎ、そして使いきれない時間。ゴールデンウィークがゴールデンマンスに延長され、ゴールデンイアーを経て、最終的にゴールデンライフへと辿たどり着く。

「ひたすらだらだら暮らしてえ……」

　今度の呟つぶやきは正しよう真しん正しよう銘めいの寝言だ。

　すでにブランは幸福なまどろみに引きずられるまま、黄金の日々の夢に浸ひたっていた。

　──一時間。

　──二時間。

　──三時間経過。

　あっという間に時刻は午前十一時。まさに贅沢極まる時間の浪費法というものだ。

　と、不意にそこへ。

『こちら大賢者ワイズマン。高い位階の魔力反応を感知した』

　部屋に設置されたスピーカーを通して、魔術通信が入った。

『こちら魔女ウイツチ。飛行中の美少女魔術師は青あお髪がみポニテに白ワンピ』

『こちら黒魔導師ウオーロツク。件くだんの美少女を視し認にん、依い然ぜんとして魔都に高速で接近中』

『こちら錬金術師アルケミスト。こっちでも綺き麗れいなおねえちゃんを目視で確認したよ』

　老ろう若にやく男なん女によ入り乱れた音声通信はその後も続々と入ってきた。が、夢の中にまでは聞こえてこないのか、ブランが目を覚ます気配はない。

『うん、角度と場所さえ間違えなければ、スカート覗のぞけそう』

「なに！　空飛ぶ美少女のスカートが覗けそうだと！」

　いや。実はしっかり聞こえていたらしい。

『ごめーん。こっちからは確認できません、あとよろしくー』

「くそっ！　役立たずが！」

　すぐさま飛び起きると、ブランはボサボサ頭で素す足あしかつ寝起き姿のまま、自室の窓からベランダへと飛び出した。

「ブランくん、ごはんできたよ」

　と、背後から姉の呼ぶ声が聞こえてきた。

　どこか舌足らずで幼い雰ふん囲い気きを感じさせる声だ。

　普段のブランならここで「あいよー、ねえちゃん」と返すのだが、今はそれどころではなかった。

　惰だ眠みんを貪むさぼり続けていたせいで、起き抜ぬけの頭では状じよう況きよう理解が追いつかない。ブランは身を乗り出したまま、急ぎアルテナの空に目を凝こらす。黒髪黒目のブランの右目が魔力を帯び、見る見るうちに濃こい青に染まっていく。

「姿の確認はできたが、うちの家の真上を通るコースじゃない！　これではスカートの中身を覗くなんて不可能だ！」

　慌あわてた様子のブランだが、見上げる空は相変わらず静かなままだ。それとも彼の瞳ひとみにだけ、なにか別のものが見えたのだろうか。

「うっ……つい太陽の下に飛び出したせいで、めまいが……」

　爽さわやかな陽ひ射ざしに精神的ダメージを受け、頭上の清すが々すがしい青空以上に顔を青ざめさせたブラン。

「……うららかすぎる……ひとが殺せるようなうららかさだ」

　穏おだやかな陽の光も、重度のひきこもりにはつらかったようだ。

「だが、普通のひきこもりなら諦あきらめるような状況でも、おれほどのひきこもりともなれば、家の外に出なくてもいくらでもやりようはある！」

　しかし彼は、急性体調不良を起こしながらも、強気な態度を崩くずさないまま不敵な笑えみを浮うかべる。

「幸運は自らの手で手た繰ぐり寄せてこそ！　おれはチャンスを拾いに行く男だ！」

　そう叫さけんで、ブランはすぐさま自室に引っ込んだ。








第一章　フレンチブルー・ダイヤモンド









　視界一面、空と海と水平線だけの、青一色の世界。

　空の旅を暗室で過ごしていた少女にとって、それはあまりに眩まばゆい光景だ。

　ルーヴル王国の紋もん章しようが刻まれた旧科学の大型双そう発はつヘリコプター。高度一万二千フィートに達する輸送ヘリのハッチから、ひとりの少女が身を乗り出していた。

　澄すんだ空や輝かがやく海さえ霞かすむ群ぐん青じよう色の髪と、『青金剛石ブルーダイヤモンド』の瞳。

　少女は風に煽あおられる長い青髪をポニーテールにまとめると、豊かな胸むな元もとやほっそりとした腰こしを包む白ワンピースのスカートを風に遊ばせたまま、すらりとした脚あしを伸のばし、やや吊つり目ぎみの瞳を東の水平線へと向けた。

　青い瞳は魔術師の証あかしであり、ブルーの宝石にたとえられている。眩い色と輝きを誇ほこる貴石の称しよう号ごうを持つ者は、それだけ強い魔力を宿す。

　ダイヤモンド位階ともなれば王国において最高位を誇る。少女はルーヴル最強の魔術師にして第三王女、名はデュセル・デュランダル。

「昔は、このあたりに大きな島国があったのよね」

　デュセルの呟きが儚はかなく風にさらわれていく。

　彼女を乗せた輸送ヘリが飛んでいるのは、つい七十年ほど前まで、とある極東の島国の空域だった。しかしデュセルの眼下には、栄えた国の姿など跡あと形かたもなく、広大な海が広がっているだけ。

　今は『いにしえのくに』と呼ばれる失われた島国には、かつて太古の刀とう剣けんや宝玉が狭せまい国土に密集していたという。

　──世界中に点在する、魔ま性しようめいた伝説・伝承を持つ全すべてのアーティファクトが魔力を帯び、突とつ如じよとして魔法・魔術という概がい念ねんが発生した、旧暦二〇〇〇年ミレニアムの大異変。

　魔術が概念化した瞬間、いにしえのくにはキャパシティオーバーした魔力の渦うずにのまれて消しよう滅めつ。国土と国民の九割を失いながらも世界中に魔力の奔ほん流りゆうを放ち、物理法則を超ちよう越えつした『魔法世界』として地球を新生させてしまった。

　時は魔法暦れき七〇年。物理法則に基もとづいた旧ふるき科学文明が、新たに構築された魔術文明によって衰すい退たいをたどった新世界。

「新天地アルテナまで、あとどのくらい？」

「ヘリの足では、数時間といったところです、姫ひめ殿でん下か」

　部下からの応答にデュセルはすまし顔を不満げにしかめると、突然ヘリの壁かべに立てかけてあった古めかしい杖セプターを手に取った。

「ふーん。ならここから先は、あたし独りでいいわ」

　と同時に、本国からの同乗者たちが制止する間も与あたえず、彼女は迷うことなく空中にその身を躍おどらせる。華きや奢しやな少女の体にのしかかる重力と、吹ふきつける突風。あっという間にデュセルはヘリから離はなれ、青い世界に埋まい没ぼつする。

　空へと消えた彼女の体は、じきに海面に叩たたきつけられ、木こつ端ぱ微み塵じんに砕くだけ散るだろう。

　──しかしそれは、無ぶ粋すいな物理法則が我が物顔をしていた、旧い世界の常識だ。

「我が身は軽かろやかに天を舞まう」

　デュセルの唇くちびるが詠唱を紡つむぐ。瞬間、彼女の杖セプターが眩い光を発した。

　五三〇カラットを超こえる大ダイヤと、大小様々なその他の宝石類、そして神聖なる十字の飾りをあしらった、光り輝く黄金のロイヤル・セプター。

　玉璽レガリア級聖遺物『カリナンの王おう笏しやく』──

　魔力を帯びた世界中のアーティファクトは、今では聖遺物と呼ばれ、魔術発動体として扱われている。中でもデュセルの持つ王笏は内包魔力量のすこぶる高い、旧暦国家の王権を象しよう徴ちようする稀き少しような一品だ。

　王笏の輝きとともに、風に弄もてあそばれていたデュセルの体が重力から解き放たれ、鳥以上の自在さで風を切り、落下する気配もなく空を舞う。

　肉声言語を主とする物理法則の否定と上書き、呪じゆ文もん詠えい唱しようによる魔法世界へのアクセス、そして魔術の行使。それらが聖遺物を手にした魔術師の特権だ。

「きもちいー解放感」

　全身で風を感じ、自由気ままに青空を進んでいく。空飛ぶ箒スカイ・スウイープよろしく、デュセルは空中でカリナンの王笏の柄えに腰こし掛かけた。

　目指す東の水平線の先には、いにしえのくにの、水すい没ぼつを免まぬかれた残る一割の国土が現存している。世界で最も濃い魔力に覆おおわれ、迷宮化した旧暦の遺い跡せきが乱立する、魔術師たちの聖域──今は『新天地アルテナ』と呼ばれている場所だ。

　聖遺物と魔術師の台頭により、旧暦に存在した既き存そんの世界国家はすでに瓦が解かいしてしまっている。現在は情勢が激変し、多くの聖遺物を所有する三つの機関が大国となり、世界を三分していた。

　ヨーロッパ圏けんとアフリカ大陸全土を支配する、ルーヴル王国。

　南アメリカと北アメリカ大陸を統治する、メトロポリタン合衆国。

　そして旧ロシア領とアジア圏全域を統すべる、エルミタージュ帝てい国こく。

　三大国は世界の覇は権けんを競い、聖遺物の争そう奪だつ戦せんを続けていた。彼ら大国の支配を唯ゆい一いつ受けていない新天地アルテナには、今も多くの聖遺物が人の手を離れて眠ねむっている。

　王女デュセルに与えられた任務は、いにしえのくにの『三種の神器』と呼ばれる玉璽レガリア級聖遺物の奪だつ取しゆを目的とした、アルテナでのエージェント活動。父である国王からスパイ任務を与えられたことが、彼女の気を重くしている最大の要因だった。

「──スピード上げて」

　デュセルの言葉により、空を往ゆく速度が跳はね上がる。あらゆるしがらみを突つき放さんばかりの速さで。

　魔力の残ざん滓しが、まるでひこうき雲コントレイルのように尾おを引いて、青空に線を描えがいた。







　そのさまを、ひとりの老魔術師が海上から見上げていた。

　瞳の位階を隠かくしたサングラス、老いた白はく髪はつ、洒落しやれた口くち髭ひげと短めの顎あご鬚ひげ。そして、アルテナの魔術教育機関であるウエノ学園の教授にのみ着用を許されたローブ姿。

　老魔術師を乗せたサルベージ船にも、同じく学園の校章が刻まれている。水没した聖遺物の回収に赴おもむく、学園の調査船だ。

　船上の老魔術師は上空のデュセルの姿を一いち瞥べつすると、サングラスを軽く外す。

「こちら大賢者ワイズマン。高い位階の魔力反応を感知した。どうやら魔術師が一名アルテナの魔都に向かっている様子だ」

　飛び去った少女を青い瞳で追いながら、誰だれとも知れず、老魔術師はそう呟つぶやいた。

　しばらく後、次いでデュセルの姿を捉とらえたのは、潮風にスカートをなびかせた少女だ。髪かみは銀のツインテール。佇たたずむ場所は、アルテナの陸地に寄った海辺の岬みさきの先せん端たん部。

　先の老魔術師と同じく、銀髪少女の瞳もまた濃い青に染まっている。その口元に小こ悪あく魔まめいた笑みを浮かべ、少女は遥はるか頭上を通過するデュセルの姿を見上げていた。

「こちら魔女ウイツチ。飛行中の美少女魔術師は青髪ポニテに白ワンピ。これはかなりポイント高い感じじゃないですかね」

　──と。

　空を往くデュセルは何者かに見られているとも知らず、カリナンの王笏に腰掛けたまま、アルテナの大地の上を滑かつ空くうしていく。

　眼下に広がる、地上に残された旧科学技術による高層都市群。

　それらは魔力を帯びて異常緑化した森の植物に囚とらわれ、あちこちにツルやツタが絡からまった状態で、まるで遺跡のような風ふ情ぜいを見せていた。

　そして、都市の内部や地下に広がっていた施し設せつも今は前ぜん人じん未み到とうの迷宮と化し、危険な魔ま獣じゆうが跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こしているという──そうした迷宮の一角。

「こちら黒魔導師ウオーロツク。件くだんの美少女を視し認にん、依い然ぜんとして魔都に高速で接近中」

　暗くら闇やみの中から少女へと視線を巡めぐらす、緋ひ色いろの魔眼を持つ青年の姿があった。

　デュセルは二度三度と方々から視線を向けられているとも知らず、乱立する旧暦の遺跡を飛び越こえ、新天地の中心部『魔都』へと近づいていく。

　アルテナに住まう人々は、三大国の争いに嫌いや気けがさした大多数の移民と、少数のいにしえの民たみの末まつ裔えいで構成されている。そして彼らは大異変の爆ばく心しん地ちを都とし、その周辺一帯を中心に生活圏を広げていた。

　緑に覆われた魔都の街並みは、生活水準で言えば利便性に富んだ旧暦時代のままとはいかないまでも、充じゆう分ぶんに人で賑にぎわっている。

　草花の絨じゆう毯たんに埋没した道路の上で、七歳児くらいの幼い少年がチョークを手に、壁に不可思議なラクガキを描いていた。

「こちら錬金術師アルケミスト。こっちでも綺き麗れいなおねえちゃんを目視で確認したよ。うん、角度と場所さえ間ま違ちがえなければ、スカート覗のぞけそう」

　イタズラ小こ僧ぞうは悪童じみた面つら構がまえで空を飛ぶデュセルを見上げる。

「ごめーん。こっちからは確認できません、あとよろしくー」

　デュセルの向かう先には、魔都の中央に位置するウエノ学園がある。

　彼女の動向を監かん視ししていた謎なぞの老ろう若にやく男なん女によは、各おの々おの監視対象の移動を見届けた後、その場から姿を消していった。

　──そしてその同時刻。

　先ほどから老若男女がしきりに魔術通信を送っていた、魔都のブラックバーン邸てい。

　そのキッチンに、見た目は九歳児ほどの幼女の姿があった。

　フライパン片手に長い黒髪を揺ゆらす幼女は、旧暦から脈々と受け継つがれるゴシックロリータ調の衣装を身に纏まとっている。

「ちちんぷいぷい、おいしくなーれ」

　子どものおまじないのように紡がれる、舌足らずな言葉づかい。

　声の主の名は、モリガン・ブラックバーン。今年で十七歳になるブランドンという名のひきこもりの学生魔術師を弟に持つ、年ねん齢れい九歳の幼おさな姉あねである。

「ブランくん、ごはんできたよ」

　モリガンはフライパンの中でソースに絡めたパスタを覗き込み、オリーブオイルの芳ほう醇じゆんな香かおりに満足すると、最愛の弟を呼んだ。

　ところが、いつもならどんなに深い眠りにあっても姉の呼びかけには「あいよー」と返す弟から、なんの返事も来ない。先ほどギャーギャーと騒さわいでいたので、起き床しようしているのは間違いないのだが。

　彼女はパスタを皿に盛りつけた後、小首を傾かしげながら弟の部屋へと向かう。

　軽いノックとともに扉とびらを開けると、ブランは目を閉じたままベッドに座り込んで座ざ禅ぜんを組んでいた。古く、いにしえのくにで精神集中に用いられていた姿勢だ。

　ブランとモリガンの姉弟きようだいは、いにしえの民の末裔。互たがいの黒髪はその名残なごりであった。ふたり並んだその姿は、姉弟ではなく兄妹にしか見えなかったが。

「ブランくーん、おねえちゃんの特製パスタがさめちゃうー……」

　モリガンは弟の前で頰ほおをぷくーと膨ふくらませるも、やはりブランはなんの反応も示さない。まるで意識だけがここから去ったかのようだ。

「もしかして、憑依ダイブしてる？」

　そこで再び、モリガンは小鳥のように首を傾げた。







　ブランの意識は、自宅から遠く離れたウエノ学園に飛んでいた。

　目覚めた先は、ベッドの上ではなく講義中の教室の机。寝ね間ま着き姿ではなく学生服。そしてブラン本人の肉体ではなく、瓜うり二ふたつの分身シヤドウ──『案山子スケアクロウ』の体。普ふ段だんは遠えん隔かく操作している分身シヤドウに、自分の意識を丸ごと投とう影えい、憑依させたのだ。

「ブランドン、やっと起きたのか。追試の覚かく悟ごはしておけよ。そんなだからお前は落ちこぼれのクズ石なんだ」

　嫌いや味みな教師の声が耳に届く。同じ講義を取っている学生たちも呆あきれ顔だ。

　が、ブランはそれらを無視して現状を把は握あくするや否いなやメガネを外し、すぐさま勢いよく席を立った。さらに、面めん食くらう周囲のことなどお構いなしに教室を飛び出す。

　学館の廊ろう下かを全力疾しつ走そうで駆かけ抜ぬけ、窓から地上へと身を躍らせると、ブランは猛もうスピードで中庭の中央に陣じん取どり、鋭するどい目つきで空を見上げた。

「間に合った！」

　歓かん喜きのガッツポーズをとるブランの視線の遥か先。そこには、アルテナ近海から飛来してきた青髪の少女デュセルの姿があった。

　今も彼女は王笏に腰掛けたままだが、その目的地は目測どおりウエノ学園で、しかも着地予想地点は中庭だ。言うまでもなく降下角とアングルは完かん璧ぺき。このままデュセルが飛来すれば、そのスカートの中身はブランの眼前に晒さらされることになる。

「──【●ＲＥＣ】!!」

　気き迫はく漂ただよう雄お々おしい叫さけびとともに、ブランは案山子スケアクロウの映像録画機能をＯＮにする。

　しかしその上空。着地地点に人ひと影かげを見つけたデュセルは、王おう笏しやくを手に呪文詠唱を紡つむぐ。

「我がスカートの中身を覗くこと、何者にも能あたわず」

　この、デュセルが魔術で打ち立てた新法則。これを打ち破る術すべはふたつ。

　彼女の持つ『青金剛石ブルーダイヤモンド』の位階を超こえる魔力を有しているか。

　それとも矛む盾じゆんをつき、新たな魔術でデュセルの法則を引っくり返すか。

「我が瞳ひとみは、彼女の下着を盗ぬすみ見る!!」

　互いの新法則を上書きしあい、時に真正面からねじ伏ふせ、時に穴をついて瓦解させる。それこそが魔法暦れき時代における魔術師と魔術師の戦い。

　ブランが選んだのは真っ向勝負。彼の右の黒目が、色いろ濃こい青ブルーに輝かがやいた。







　──新天地アルテナの魔都には、こんな都市伝説がある。

　三大国でも確認されていない、ダイヤモンド位階さえ超える架か空くうの鉱石の名で言い表されたオリハルコン位階が存在すると。さらに、その最高位階を有する魔術師がアルテナには七名存在し、新天地の自治独立を保ち、三大国の干かん渉しようを日夜防いでいるとも。

　魔術秘密結社『七詠唱セブンキヤスト』。

　かの秘密結社を束ねるリーダーは、伝説の『青生生魂ブルーオリハルコン』の瞳を持つアルテナ最強の魔術師として、『魔術王』の名で呼ばれているという。




　　　　[image: くぎり]




　真下のベストアングル──つまりそこは、少女との激げき突とつコースに他ほかならなかった。

「物理攻こう撃げきの対処にまでは、気が回らなかった……」

　力学の否定を可能とする魔術師は、少なからず物理攻撃を軽視する。

　魔法世界においては、術者のあらゆる空想が魔力を帯びて物理法則を塗ぬり替かえてしまう。たとえば『銃じゆう器き無効』という附与魔術エンチヤントをかけた調度品は、ガラス製だろうが木製だろうが、どんな銃じゆう弾だんにも耐たえ凌しのぐ。反面、ハンマーで叩たたかれればあっけなく破は壊かいされる。となると次は『鈍どん器き無効』の魔術を施ほどこす──この積み重ねにより魔術師たちは、旧暦の科学技術の恩おん恵けいに与あずかった全すべての兵器を、完全に凌りよう駕がせしめたのだ。

　ゆえに物理攻撃軽視の風潮は、三大国はもちろんアルテナにまで広がっていた。

「いてて……」

　激突のせいで派手に転がったブラン。憑依中は分身シヤドウと感覚が共有されてしまうため、盗とう撮さつの報むくいを文字どおり痛感したことだろう。

　遥か上空からの高速激突を「痛い」で済ませられたのは、『物理威い力りよく軽減』の常時発動型附与魔術エンチヤントが施されたウエノ学園の学生服の恩恵と、分身シヤドウの頑がん丈じようさあってのこと。

「向こうは大だい丈じよう夫ぶなんだろうな……」

　落ちてきた少女のことが心配になり、ブランは慌あわてて身を起こす。

　そうして中庭を見回し、眠ねむるように気を失っている少女を見つけた。彼女は花の絨毯の上で、大の字で青空を仰あおいでいる。

「気絶しているみたいだが……魔術防ぼう御ぎよしたんだな、ケガはなさそうだ」

　少女のケガのチェックをしていたブランだが、不意に、その視線が僅わずかにめくれ上がった彼女のスカートの裾すそで止まった。

　先ほどまでは鉄てつ壁ぺきのガードでその中身を守っていた魔術障しよう壁へきも、術者である少女が気絶した今となっては、すでに効果は失われている。あれほど覗きたかった下着を拝見したいのなら、今は小指一本で事足りる。

　ブランはなんの躊躇ためらいもなく指を伸のばし、少女のスカートの裾を指で軽く摘つまむと──なんともあっさりとした動作で正位置に正してやった。

「おれが求めたのはあくまでラッキースケベであって、セクハラじゃないんだ。いい勝負だったぜ……」

　爽さわやかにほほえむブランを尻しり目めに、風が吹ふき、草花が揺れ、少女の青い髪かみが僅かにそよいだ。

　不意に、ブランの視線が少女の胸むな元もとに否いや応おうなく引き寄せられる。

　なにせ巨きよ乳にゆうだったのだから仕方がない。

　ひきこもり歴の長いブランだが、分身シヤドウを使って今まで覗き──もとい自らの手で運とチャンスを引き寄せようと努力してきたことは何度となくあった。

　女人とのお付き合いの経験はまったくこれっぽっちも微み塵じんとしてないが、女体に関してはスペシャリストの域に達している。分身鋳造シヤドウキヤストの技術向上にと修練を積んだ、美少女フィギュア修行の成果である。

　真しん剣けんな目つきでブランは少女の寝姿に目を細める。彼女の端たん整せいな面おも立だちは上品かつ高貴ながら、凜り々りしさと活発さを兼かね合わせている……と、早々に視線が顔から下に移る。

　体つきは華きや奢しやなのに豊かな巨乳と、跳はね上がった品の良いお尻しり。反して腰こしは細く、見事なナイスバディだ。おまけに、仰向けに寝転がった少女の巨乳はそれぞれが重力に引かれ、ボリューム感を強調するかのように左右に沈しずんでいた。

「こいつ、ブラしてねえ！」

　思わず声に出てしまったが、確かにブラをしていればかたちが崩くずれるはずもない。急ぎ分身シヤドウの録画機能を発動させ、ブランは少女の胸元を覗き込む。

「この形状はフィギュアの参考になるぞ。とりあえず【●ＲＥＣ】しとこ」

　と、そのとき。

　少女の『青金剛石ブルーダイヤモンド』の瞳がパチッと開き、陽ひの光を受けて煌きらめく。

「あいたー……」

　彼女は軽く頭を振ふって、傍かたわらのブランへと声をかける。

「ねえ、そっちはケガしてない？」

　しかしブランの意識は、少女が上体を起こした拍ひよう子しに弾はずんだノーブラの巨乳に向けられていた。

　──曰いわく、高位の女性魔ま術じゆつ師しはブラをしない。

　魔術は物理法則を凌駕し、否定する。その理り屈くつで言えば、どんな巨乳も垂れないのだ。重力に逆らい、まるで旧科学のロケットのように前面に押し出され、常に見事なかたちを保つことができる──目覚めたことで魔力を取り戻もどした少女の巨乳が、今は万全の状態になっているように。だからブラで支える必要はなくノーブラでも経年劣れつ化かしない。

　現にウエノ学園の学生服も、魔力を込めた立体縫ほう製せいにより女性魔術師たちの自由な胸元を完璧に覆おおい、その弾むような動きを阻そ害がいしない見事な構造を誇ほこっている。

「これほど高位の魔術師と会うのは初めてだ……」

「そう？　ま、この目だしね」

　ブランの視線が向いている箇か所しよを勘かん違ちがいし、少女は自分の目元に指先を伸ばした。

　その反応を受け、ブランは慌てて少女の胸の谷間から視線を上げる。

　吊つり目ぎみの『青金剛石ブルーダイヤモンド』の瞳。色、質ともに、眩まばゆいほどだ。三大国でも最高位階と評される輝きを実際に目にするのは、ブランも初めてだった。

「そういや聞いたことがある。ルーヴルの第三王女は稀き少しようなダイヤモンド位階で、瞳だけでなく髪さえ美しい青色をたたえているって」

「ふーん。そこまで知れ渡わたってるんだ」

　そう呟つぶやいて、少女は肩かたにかかっていたポニーテールを振り払はらった。

「旧暦だとあり得ない髪色だったって聞くけど、今は生まれつき魔術師としての素質が高いと、瞳だけじゃなく髪まで青く染まるケースがあるらしーわ」

　そうして彼女は自分の前髪を軽く摘まみ、上目で視界に入れる。

「自己紹しよう介かいしておくわね。ルーヴル王国第三王女、デュセル・デュランダルよ」

「ルーヴル王国のお姫ひめ様が、まさかうちの学園に留学するってか？」

　ブランは胡う散さん臭くさそうにデュセルを見やる。

　一方のデュセルは、しきりに訝いぶかしむブランの瞳を先ほどからまじまじと覗のぞき込んでいた。少年の瞳は両目ともに青と呼ぶには暗く、ほぼ黒に近い。

　宝石にたとえられる瞳の位階は、大きく『貴石』『半貴石』『クズ石』の三つに分けられている。デュセルのダイヤモンド位階は貴石の中でも最も上質で、対するブランのランクは紛まぎれもなく最底辺のクズ石。

（取るに足らない相手だわ）

　と、ブランに対するデュセルの興味が急速に冷めていく。彼女はすでに、ここでブランとの会話に時間を割さく必要さえ感じなかった。

「そ。留学生ってわけ。じゃ、これで」

　デュセルはカリナンの王笏を拾い上げて立ち上がると、ブランに背を向けて歩き出した。そのあまりのクールさに、ブランはつい面食らう。

「お、おい、今度はおれが自己紹介する番だろ？　それに学園の案内とか……」

「結構よ。独りでこなせるわ」

「つ、冷たい……それがこれからの学友に対する態度かよ……」

　そう口にした瞬しゆん間かん、デュセルは足を止めた。青いポニーテールが揺ゆれ、凜りんとした面立ちが振り返り、再びブランへと向けられる。

「学友ですって？　つまりそれは、同じ学び舎やで学ぶ、友人ってこと……？」

　驚きよう愕がくとともにデュセルは目を丸くする。なぜか狼ろう狽ばいした様子で、彼女は信じられないといった面持ちでブランを見つめていた。

「それってあれでしょ？　おともだちってことでしょ？」

「そうだが」

「な、なら、あたしとあなたは、もうおともだちってことなの？」

「まあそうだが」

　留学生というからには、これからウエノ学園の生徒になるのだろう。それなら学友で間違いない。もちろん友人関係など塵ちりほども培つちかっていないが、広義的に解かい釈しやくするならば学友は友人と口にしても問題ないだろう、と、ブランは軽い気持ちで頷うなずいた。

「あたしに、友だちが……？」

「？」

「十年間も独りでひきこもって生きてきたあたしに、まさか留学初日に早くもひとり目の友だちが？　友だちって、そんな簡単に得られるものなの？」

　ブランの目の前でデュセルの青い瞳ひとみが一瞬潤うるみ、そしてキラキラと輝かがやき出す。

　先ほどまでの冷たく素っ気ない態度とは別次元の反応だった。

「十年ひきこもりって……おれでもそこまでは……」

　苦笑いを浮うかべたブランだったが、次の瞬間にはその顔は驚愕に引きつった。

　なぜなら、突とつ然ぜんデュセルが大きく手を広げてハグしてきたのだ。

　ハグ。

　つまるところ抱だきつかれた。

　完全に決まった不意打ちで抵てい抗こうする間はなく、しかもデュセルはブランの体を強く抱きしめたまま、ブランの右頰ほほに自分の右頰を、次いで左頰に左頰を引っ付け合った。

　ただでさえノーブラの巨乳が潰つぶれんばかりに押し当てられている。そのうえ、いきなり顔を近づけられて頰タッチを繰くり返されたのだ。

　ブランは今まで対人関係を全て分身シヤドウに任せてきた。異性に対する免めん疫えきゼロのひきこもりにとって、突然美少女から抱きつかれた経験など皆かい無むだ。

「友だちの名前を聞こうともしないなんて、あたしったらなんてばか！　ああもう、ごめんなさい！」

　ブランを抱ほう擁ようしたデュセルの表情は、冷ややかだった第一印象から一変していた。

　その笑え顔がおはあまりに柔やわらかく、まるで雪解けを迎むかえたかのようだ。友人を得たという感動が、一瞬にして彼女を変えてしまったのだろうか。

　しかし、ブランは先ほどのボディタッチのショックで硬こう直ちよくしたままだ。

「じゃ、ぜひ自己紹介をやり直してくれる？　今度はちゃんと聞くから！」

　デュセルがそう言うも、ブランは無反応のまま。

「反応がない……まさか友だち同士の挨あい拶さつのやり方を間違えたの!?　もしもの場合に備えてちゃんと独りで予習してきたのに！　やっぱり、最初は握あく手しゆからにすべきだった!?　愛あい想そ尽つかされたら初めての友だちを失っちゃう!?」

　不安に顔を青ざめさせたデュセルは、すがりつく勢いでブランの手をギュッと取った。

「挨拶をやり直させて！　今度こそやり遂とげるから！」

　そう言って、再び抱き寄せて胸を押し当てながら左右二度にわたる頰タッチ──

「わー！　待った待った！」

　その直前、意識を取り戻したブランがデュセルの体を引き剝はがした。ボディタッチの感かん触しよくが強きよう烈れつすぎて、このままでは分身シヤドウがオーバーヒートして憑ひよう依いが解除されかねない。

「拒きよ絶ぜつされるなんて……友だちとして失格!?　不合格なの!?」
















「違う違う！」

「……見捨てない？」

「見捨てねえよ！」

　瞳を曇くもらせていたデュセルへと、必死のフォローを入れるブラン。

「そ。なら良かったわ！」

　顔を綻ほころばせ、デュセルは安あん堵どの笑みを浮かべた。

（どれだけ友だちいなかったんだよ……）

　内心とことん呆あきれたブランだったが、すぐに自分の友人の人数を思い出し、指一本折る必要さえないという事実にダメージがブーメランのように返ってきた。

「じゃ、あなたの名前を聞かせてくれる？」

　先ほどの「結構よ」と口にした少女と同一人物とは思えない顔つきで、デュセルは打ちひしがれていたブランの顔を覗き込んだ。

「おれはブランドン・ブラックバーン。数少ない知り合いにはブランって呼ばれてる」

　数少ない知り合い──つまるところ姉のことである。

「白ブラン？」

　その呼び名と、黒髪黒目のミスマッチ具合に、デュセルは軽く眉まゆをひそめた。

「そりゃルーヴル語だろ。古いアルビオンの言葉で、大鴉ブランだ」

　大鴉ブラン。古代ウェールズ語でワタリガラスを意味する言葉だ。

「ふーん。それならしっくりくる」

　デュセルは、まさしくカラスめいたブランの髪かみと瞳の色を、なぜか不思議そうに見つめ──と、彼女は慌あわてて首を振った。

「……そーだ、あたしそろそろ行かなきゃ。学園に到とう着ちやくの連れん絡らくを入れないといけないんだったわ。じゃ、またね」

　親しみやすくなった笑顔とともに、デュセルは踵きびすを返して立ち去っていく。

　やがて群ぐん青じよう色のポニーテールが遠ざかり、声が届かない距きよ離りになってようやく、ブランは辛しん抱ぼうしていた言葉を吐はき出す。

「憑依中でよかった……本当によかった……でも──どうせなら生身のときにやって欲しかったなああああああああああ！」

　悔くやしげに叫さけび、やおらその場に崩くずれ落ちた。

　しばらく後、ブランはふと顔を上げ、小さく呟きをこぼす。

「……そういや、おれにとっても初めての友だちだ」

　あんな勘違いのような始まりを本当に友人関係と呼んでいいものか──今まで一度として友人を作ったことのないひきこもりに、その判断が出来るはずもなかった。







　──憑依解除。

　そう念じた次の瞬間には、ブランの意識は自宅に戻っていた。本来の肉体はいつの間にかベッドに寝ねかされ、律りち儀ぎなことに布ふ団とんをかけられている。

　生身の肉体に戻ったブランは、恐おそる恐る自分の胸や頰に手を触ふれてみた。先ほどデュセルの胸や頰を押しつけられた箇所だ。

　しかし、感触の記き憶おくはあれど、ぬくもりの残り香がのようなものは本体には一いつ切さいない。あの羨うらやましい体験を得られたのはあくまで分身シヤドウであってブラン本人ではないのだ。

「くやしい……こんなに自分のひきこもり体質を呪のろったのは初めてだ……」

　あんな挨拶が毎日受けられるなら、生身で学園に行くのもやぶさかではない──そう思わせるだけの破は壊かい力が、あの柔らかなボディタッチにはあった。

「それにしても……勢いで友人になってしまったが、今度の留学生はルーヴルのお姫様なのか……。また厄やつ介かい事がアルテナで増えそうだ」

　と、ブランはそこでようやく、布団の一部が盛り上がっていることに気づいた。

「これは……ねえちゃん？」

　布団をめくってみれば案の定、隣となりでモリガンがすやすやと寝息を立てている。

「んぅ……おはよ、ブランくん」

　モリガンはブラン本体の覚かく醒せいに引きずられたかのように、目元を両手でごしごしとこすりつつ、ゆっくりと上体を起こした。

「ねえちゃん、どうしてここにいんだよ」

「だって、急に眠ねむくなったんだもん」

　ちいさな体でブランの腕うでに抱きつきながら、モリガンは眠そうにあくびを嚙かみ殺す。

「だからって、なんで同じ布団に？」

「だってぇ、ブランくんといっしょがいいんだもん」

「……しょうがねえなあ」

　しがみつくロリ姉の頭に手を置き、ブランは軽くナデナデした。モリガンは目を閉じて上じよう機き嫌げんに口元を綻ばせている。この姉弟きようだいは大たい抵ていいつもこんな感じだ。

「ごはんできてるよ？　はやくいこ？」

　言われ、ブランも急に空腹を感じた。きょうは朝から寝てばかりで、そういえばなにも口にしていない。すぐに「あいよ」と返事した。

「ところでモニターの録画機能が動いていたみたいだけど、なにを撮とってたの？」

「……それはその、まあ、そんなにたいしたことじゃない」

「あー、言い逃のがれようとしてるー！」

　問い詰つめられる前に、ブランは腕の中でじたばたしている姉を室外へと持ち運ぶ。

　食しよく卓たくに並べられた二人前の皿のパスタは、すっかり冷めて──いなかった。出来立て同然の状態で、驚おどろくべきことに今も湯気を立てていたのだ。

「ねえちゃん、またこの程度のことで魔ま術じゆつ使ったのか？」

「ブランくんには、いつだって作り立てを食べさせてあげたくて」

　お子様イスへと運ばれたモリガンは、歳とし相応のにこーっとした笑顔を弟に向けた。

「それと、追加でおいしくなるおまじないをしてあげるね」

「そんな詐さ欺ぎまがいの有料サービスどこで覚えてきたんだよ」

「詐欺じゃないもん。おねえちゃんのおまじないはひと味ちがうよー？」

　呆れるブランを横目に、モリガンは傍かたわらに用意してあった黒い塊かたまりを手に取る。

　黒トリュフだった。

「おいしくなーれ、おいしくなーれ♪」

　可愛かわいらしい掛かけ声とともに、モリガンは弟の皿へ黒トリュフを大だい胆たんにスライスしていく。おまじないと呼ぶには効き目と確実性が高すぎる。

　口をつけずとも、絶対に美お味いしくなっているという確信が、トリュフの濃のう厚こうな香かおりに乗ってブランの脳に響ひびいてきた。

「ハイ。めしあがれ♪」

「学校をサボって昼間から高級品のトリュフを食べる。やっぱりひきこもりは最高だな」

　おまじない（物理）の甲か斐いあって姉特製パスタはとても美味しかった。

「しかしねえちゃん。弟をこんなに甘やかしてると将来ダメ男になるぞ」

「えー。おねえちゃんが本気を出したらもっとすごいことになるよ？」

　そうして食後。

　雑談を終えてモリガンが洗い物を始めるとともに、ブランは自室に戻もどる。

　部屋には五台もの水すい晶しようモニターが設置されていた。それぞれがアルテナ各地の光景を映しており、うちひとつに、デュセルと出会った学園の中庭の景色が映し出されている。先ほどまでブランが憑依していた『案山子スケアクロウ』の視界映像だ。

「さてと」

　ブランは水晶モニターに繫つながっているコントローラーを手に取った。旧きゆう暦れき時代の据すえ置おきゲーム機の付属品を流用したものだ。

「もうすぐ午後の講義が始まるから案山子スケアクロウを移動させて、そして次は──」
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「紹しよう介かいしよう。これからウエノ学園でともに勉学に励はげむ、ルーヴル第三王女のデュセル・デュランダル殿でん下かだ」

　ウエノ学園随ずい一いちの大教室の教きよう壇だんに立つワイリー・ワイズマンが、傍らで緊きん張ちようの面おも持もちを浮うかべているデュセルを、他ほかの学生魔術師たちへと紹介する。

　彼女はすでに学園の女子制服に着き替がえ終えており、同年代の少年少女たちとお揃そろいの格好に、少なからずうきうきしている様子だった。

「しかし諸君。ルーヴルの王女殿下とはいえ、ウエノ学園に留学生としてやって来た以上、ここアルテナにおいては諸君と同じ、いち学生魔術師だ。扱あつかいは変わらん。少なくとも、おれは特別扱いするつもりはない。仲良くしてやれ」

　サングラスがトレードマークの白はく髪はつの老教授の言葉とともに、デュセルは王女の品格を崩すことなく、学友たちに失礼にならないようスカートの端はしを摘つまみ一礼した。

　しかし、教室内からの反応は薄うすい。拍はく手しゆもまばらで──というより、ワイズマン教授と、あとは隅すみっこの机に陣じん取どっている男子生徒の、計ふたりしか手を叩たたいていない。

　この反応に、新たな学友たちとの出会いに期待を寄せていたデュセルは、見る見るうちに瞳ひとみを曇らせて落ち込んでしまった。

「気を悪くせんでくれデュセル君。なにせ魔術を志すような者は押しなべて陰いん気きかつ排はい他た主義で自己中心的な学者肌はだばかりでな。特にアルテナではその傾けい向こうが顕けん著ちよで──」

　ワイズマン教授がそうフォローするも、デュセルの青い瞳に輝かがやきは戻らない。

「──オイ、拍手のない輩やからは単位取り消しにするぞ」

　それを見た老教授は好こう々こう爺やじみた面持ちのまま、サングラスを鈍にぶく光らせて底冷えする声で凄すごんだ。途と端たん、教室中から割れんばかりの拍手喝かつ采さいがデュセルのもとへと届く。

　これを受けて、ようやくデュセルの表情に力が戻った。

「教授。あたしの席はどこですか？」

「ウエノ学園の講義は全すべて自由席だ。特定のクラスもなければ担任教師もいない。そもそもどの講義を履り修しゆうするかさえ自由でな、自らの魔術研究のタメになると思う講義に自由に出席すればいい。ま、進級や卒業のために単位だけは取ってもらわねばならんがな」

　つまるところ、あらゆる授業が選せん択たく式しきというわけだ。

　となると人気の教授の講義に人は集中する。割り当てられた教室の大きさや詰めかけた学生数から察するに、ワイズマンは学園でも相当の人気を誇ほこる名物教授なのだろう。

　だが、この説明にまたもデュセルの表情が曇くもった。

「じゃ、じゃあっ……おともだちになれるクラスメイトは……いないの……？」

「あっ──し、しかしだな、仲の良よい者同士で全て同じ授業を履修することも出来るし、席もいつも隣となり同士で、クラス替えで離はなれ離れになるなんてこともないぞ？」

　なぜか露ろ骨こつにデュセルの様子を気き遣づかったワイズマン教授だったが、その甲斐あって、なんとか彼女の顔が華はなやいだ。

　そうしてデュセルは、拍手が続く中──なにせ老教授がいつまでたっても「止やめ」と言わないので──大教室の一番奥まで進む。

　目当ては、先ほど教授以外でたったひとりだけ真っ先に拍手で出で迎むかえてくれた男子生徒の隣りん席せき。無論、その男子生徒とはブランである。

　デュセルはブランの隣におずおずと腰こしを落ち着けると、伏ふし目がちにほほえんだ。

　それを受け、ブランは無言のまま小さく会え釈しやくを返す。

（あれ？　さっき中庭で会ったときと、ちょっと雰ふん囲い気きが違ちがう？）

　この反応に、デュセルは軽く首を傾かしげる。

　まじまじと見つめたところ、デュセルはまずブランのメガネに注目した。

　確か、中庭で出会ったときにはつけていなかったものだ。

（メガネなのは後ろの席に座っているからかな？　目が悪いのかな？）

　メガネひとつで雰囲気がこうも変わるものなのか──などとデュセルは首を捻ひねりつつも、ブランが今そうしているように教壇へと目を向けた。

「では諸君。講義を始めよう」

　その言葉を合図にようやく拍手が収まり、ワイズマン教授は軽く指を鳴らす。

　途端、老教授の魔術によって数本の白チョークが宙に浮き、各おの々おのひとりでに踊おどりながら黒板に板書を記していく。

「魔術とは物理法則の否定だ。魔術、大魔術、そして最終到とう達たつ領域『魔法』──それらの本質とは、行使することで我われ々われ人類を支配する宇宙の絶対法則を改変することにある。つまりそれは、術者の想像力が現実、ひいては宇宙の理ことわりを凌りよう駕がするということだ」

　そう言って老教授は、綺き麗れいに片づけられた教壇の机を指差した。

「現時点、ここにはなにもない。力学が働きエネルギーが発生して何らかの物体がここに移動してこない限り、なにもないままだ。想像力をいくら働かせて、例えばコーラが飲みたいと考えても、ここにコーラは現れない。だが──」

　一呼吸おいた後、老教授は重々しく口を開く。

「ＡＢＲＡアブラＣＡＤＡＢＲＡカダブラ」

　その詠えい唱しようを終えた途端、瞬しゆん時じに冷えたコーラの瓶びんが教壇の机上に現れた。

「今のは『ここにコーラがある』というおれの想像を、魔力と呪じゆ文もん詠唱を用いて叶かなえたわけだが──では諸君。おれはコーラを無から創造したと思うかね？」

　老教授は講義中にもかかわらず、当たり前のように瓶の栓せんを抜ぬいてコーラを飲み干す。そのついでのように出された質問に、教室の八割の生徒が首を横に振ふった。

「八割が正解。今のは、おれの研究室にある冷蔵庫のコーラをこの場に転送させただけだ。では……デュセル君。どうして分かった？」

「それは……教授の唱えた呪文がアブラカダブラだったからです」

　八割の中にいたデュセルは、老教授の問いかけに簡潔に答えた。

「正解。この呪文は要約すると『我が意のままに消え去れ』や『我が意のままに現れよ』という意味を持つ。魔術がオカルトでしかなかった旧暦時代からあるクラシックな詠唱文句だ。これによりおれの研究室からコーラが消え、この場に現れた」

　そうして老教授は、手にしていた空あき瓶びんを教壇の机上に戻した。

「我が意のままに消え去れ」

　と、今度はアブラカダブラと発音することなくアルテナの公用語を用いる。先ほどと違い若干の時間差をおいて、空瓶はゆっくりと消えていく。

「とまあ、なにも決まった詠唱文句を使わなければ魔術が成功しないわけではない。呪文詠唱とは、術者の想像を実現させるための説得力を喚かん起きさせる、キーワードを用いた自己暗示だ。ただし、古くから存在する呪文を用いたほうが思い込みで自分を騙だましやすく、オリジナルの詠唱文句より魔術効果の速度上じよう昇しようが期待できる」

　老教授の講義の最中、デュセルはふと隣となりのブランの横顔を盗ぬすみ見た。

「非常識な空想ほど、自分や世界を騙しにくくなる。期待する魔術効果が既き存そんの物理法則から逸いつ脱だつすればするほど、実現化させるのが困難になるわけだ。我々が魔術の発動体として用いる聖遺物の魔力量が高ければ高いほど魔術の精度が上がるのは、極論『これがあればおれでも難しい魔術が使えそう』という自己暗示の補強に他ならない」

　朗々と続く講義を、ブランは無表情に近い面持ちで黙だまって聞き続けている。

（実は真ま面じ目めなの……？）

　と、デュセルは内心首を傾げるばかりだ。

「もっとも、大きく物理法則を否定する魔術となると、どれだけ高位の聖遺物を用いて自己暗示を深めようと、持って生まれた内包魔力量が高い者でないと扱えない。魔力とは魔法世界に対する干かん渉しよう力だからだ。これを持たぬ者は、いくら呪文を唱えたところで魔術を行使することは出来ん──なあデュセル君？」

「えっ、あっ、はい！　そ、そうですね！」

　終始ブランの横顔を眺ながめていたデュセルは、またも老教授に指名され、慌あわてて教壇に向き直った。

「宝石に喩たとえられる魔ま術じゆつ師しの魔力位階は、それぞれ貴石、半貴石、クズ石の三つに分けられている。これは魔法暦の始まった七十年前、エルミタージュ帝てい国こくの初代皇帝が提唱した名めい称しよう区分だが──ではデュセル君、この名称法における最も内包魔力量の高い貴石の位階を上から順に三つ挙げたまえ」

「はい。ダイヤモンド位階の魔力量を一〇とすると、コランダム位階が九、ベリル位階が七から八と言われています」

　自らの『青金剛石ブルーダイヤモンド』の瞳に光をたたえ、デュセルが答える。

「正解。だが、たとえば次席に甘んじているコランダム位階の『青玉サフアイア』は、不変のダイヤモンドと違い色や質に大きな差がある。中でも稀き少しような『黒青玉ブラツクサフアイア』や『星条青玉スターサフアイア』の魔力ならばダイヤモンド位階の魔力量にも勝まさるとも劣おとらない──」

「ですが、『青金剛石ブルーダイヤモンド』が最強です」

　ワイズマン教授の言葉を遮さえぎって、デュセルは絶対の自信を持ってそう答えた。

「不正解。アルテナにおける最強は、貴石のさらに上、幻まぼろしのオリハルコン位階を指す」

　だが、老教授は口くち髭ひげを撫なでながらあっさりと否定した。

　──その瞬間、デュセルの青い瞳が冷たく細められる。

「ふーん。あたしの最強の魔力を、身をもって味わいたいと？」

　年配の老教授に対して、敵意を隠かくそうともしない。新天地で友人を作れるかどうか……そんな些さ細さいな不安に怯おびえるように悩なやんでいた少女の面おも影かげはどこにもなかった。

　アルテナのように研究のために魔術を求道するのではなく、戦せん闘とう手段として魔術を行使しようとするルーヴルの国家魔術師。その殺意さえ含ふくんだ冷たい魔力のほとばしりに、研究畑の学生たちは一様に顔を真っ青にして怯え始めた。

　例外はふたり。ひとりは、今も飄ひよう々ひようとした余よ裕ゆうを崩くずすことなくデュセルの敵意を受け流している、ワイズマン教授。もうひとりは、これだけ教室がざわついているにもかかわらず、未いまだ表情がまったく変わらないブランだった。

「お姫ひめ様。落ち着け」

　と、ブランがようやく隣席のデュセルへと顔を巡めぐらせる。

「──う、うん。まあ、友だちがそう言うのなら……しょうがないわよね……」

　デュセルはその言葉を受け、誰だれ彼かれ構わず嚙かみつかんばかりだった狂きよう犬けんじみた雰囲気を搔かき消し、ご主人に「待てステイ」と命じられた忠犬のように大人しくなる。

　一いつ触しよく即そく発はつを危き惧ぐしていた学生たちが安あん堵どのため息をこぼした。

　一方、成り行きを楽しんでいたかのようなワイズマン教授は、デュセルが落ち着きを取り戻もどすと、懲こりずに軽い語り口で講義を再開する。

　デュセルは未だ不満げだったが、それでも老教授の講義に耳を傾かたむける。

　そんな彼女の様子を、ブランと瓜うり二ふたつの分身シヤドウは、メガネの奥に鋭するどい視線を隠しながら静かに盗み見ていた。
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　その日の放課後。デュセルはウエノ学園の正門に佇たたずみ、学生たちを乗せた空飛ぶ箒スカイ・スウイープの群れが夕暮れ空に消えていくさまを、寂さみしげに見上げていた。

「お姫様、お迎むかえに上がりましたよー♪」

　と、まったくの不意に、猫ねこ撫なで声が投げかけられた。

　振り返ったデュセルの目にまず映ったのは、黒のリムジンと、数人の黒服たち。スーツの上から、戦闘技能に特化した国家魔術師の証あかしであるローブを着用している。そして最後に、猫撫で声の主であると思おぼしき、見慣れぬメイドの姿に気づく。

　銀ぎん髪ぱつのツインテール、可か憐れんな面立ちに、小こ悪あく魔まめいた微び笑しよう。見た目にはまだ年若く、おそらくデュセルと同年代だろう。

「お姫様のお世話係に現地採用されました、流しのメイドこと、ウィッチと申します」

　ウィッチと名乗ったメイドはウインクとともに、そのまま両手を大きく広げた。

「……なんのつもり？」

「いやですねぇ、お姫様ったら。いざ親愛の挨あい拶さつですよう！」

「……そーゆーの、友だちとしかしないから」

「がーん！」

　手を広げたままのウィッチの横を冷たく素す通どおりし、デュセルは配下の黒服につかつかと歩み寄った。

「ちょっと。なんであんなの採用したの？」

　問われ、返答に詰つまる黒服たち。風変わりなメイドを誰だれが採用したか分からないらしい。彼らはルーヴル王国アルビオン自治区の魔術諜ちよう報ほう機関『ＭＩ７』のメンバー。しかしその精せい鋭えいたちも、今は揃そろいも揃ってキツネにつままれたような顔を並べている始末だ。

「ともかく姫ひめ殿でん下か。一いつ旦たん、我々のアジトとなるルーヴル大使館にお戻りください」

「ん。それもそーね」

　頷うなずいて、デュセルはどこか未練がましく正門から学館を覗のぞき込む。まるで今まで誰かを待っていたかのようだ。

「姫殿下？」

「……なんでもないの。いいわ、出して」

　後ろ髪がみを引かれつつも、デュセルはリムジンの後部座席に乗り込んだ。次いでＭＩ７の諜報員たちや銀髪メイドのウィッチがそれに続く。

「ま、夜の顔は友だちには見せたくないわね……」

　留学生としての昼の顔はあくまで仮のもの。デュセルが父王の命でアルテナに派は遣けんされたのは極秘任務のため。夜はエージェントとしての顔を見せる時間だ。王おう笏しやくを手にしたまま、彼女は車窓から魔都の街並みへと寂しげに目を向ける。

　その様子に、ニヤニヤ顔のウィッチを尻しり目めに、諜報員たちが一いつ斉せいに顔を見合わせた。

（なんと、姫殿下にご友人!?）

（この十年おひきこもりあそばされていた姫殿下に!?）

（それが本当ならば、お亡なくなりになった女王陛下にもお聞かせしたいが!?）

　彼らは主あるじに失礼のないよう、無言のまま目配せだけで互たがいに驚きよう愕がくしてみせる。

「どーしたの？　急に変な顔して」

「いえ、なんでもありません姫殿下。それより、任務中は何なに卒とぞお気をつけください」

　諜報員のひとりが、動どう揺ようしつつも話題を強ごう引いんに逸そらした。

「『三種の神器』奪だつ取しゆの密命、国王陛下が我われ々われアルビオンの民たみを動かす異例の措そ置ちを下されたことを踏ふまえれば、本国がどれほど重要視しているかは一いち目もく瞭りよう然ぜんですので」

　──三種の神器。

　その言葉を受けて、ウィッチの頭に一瞬、キツネを思わせる動物の耳がピョコンと垣かい間ま見みえた。が、それを見み咎とがめた者は誰もいない。

「分かってるわよ。でなきゃ、父上やお姉さまたちがあたしをロンドン塔とうから出してくれるはずもないでしょ」

　自じ嘲ちよう気味に笑って、デュセルは幽ゆう閉へいの原因である『青金剛石ブルーダイヤモンド』の瞳ひとみを細めた。

「ダイヤモンド位階たる姫殿下のお力を疑うわけではありませんが、このアルテナにも強力で危険な魔術師は多数存在しているようですので」

「特筆すべきは、魔術犯罪者のウォーロックという名の緋眼堕ちレツドです」

　そう言って、諜報員たちは一枚の指名手配書を取り出した。

　写真に写る風ふう貌ぼうは二十代前半ほどの黒くろ髪かみの青年。面立ちは残念ながら鮮せん明めいではない。が、生死デツド・問わずオア・アライブ、その首には多額の懸けん賞しよう金さえかけられている。

「赤い瞳の魔術師が捕つかまりもせず逃にげおおせているなんて、アルテナも物ぶつ騒そうね」

　本来、魔術師の瞳は青い。だが他者の抹まつ殺さつに特化した魔術である『禁きん呪じゆ』に手を染めた魔術師は、その澄すんだ青が禍まが々まがしい赤に堕おちるという。三大国でも緋眼堕ちレツドの魔術犯罪者は忌いみ嫌きらわれ、投とう獄ごくあるいは極きよつ刑けいの対象となっている。

「ウィッチだっけ？　あなたアルテナ事情に詳くわしいなら、この男のこと知ってる？」

「いやあ、それが全然。お役に立てなくて恐きよう縮しゆくです、お姫様」

　デュセルの質問に対し、ウィッチのニヤニヤ顔はさらに深まる。

「ま、いーわ。それより、早さつ速そく今夜にも動くわよ」

　だが、次なるデュセルの言葉にウィッチは笑い顔を搔き消した。再び頭の上にキツネ耳がピョコンと現れる。

「ワイズマンっていう曲くせ者もののおじーちゃん教授が、きょうアルテナ近海で三種の神器のひとつをサルベージしてきたらしいの。玉璽レガリア級聖遺物『草クサ薙ナギノ剣ツルギ』。今なら学園の研究機関が管理していて奪うばいやすいし、オリハルコン位階なんておとぎ話を信じてるおじーちゃんに吠ほえ面づらもかかせてやれるしね」

「かしこまりました、姫殿下。では、大使館に到とう着ちやく次第、準備を進めます」

　ＭＩ７の面々がデュセルに対し頭こうべを垂れる中、しれっと交ざるウィッチ。

　やはり、先ほどのキツネ耳はすでにどこにもなかった。

　謎なぞのメイドの不ふ審しんな点に誰も気づかないまま、やがて一行を乗せたリムジンは目的地のルーヴル大使館へと到着する。

「じゃあウィッチ、早速だけど湯浴みの用意をしてくれる？」

「…………マジですか！」

　なぜか興奮を禁じ得ない様子のウィッチを残し、デュセルはリムジンを降りてさっさと大使館へと入ってしまう。その背を慌てて追いながら、ウィッチははしたない口元を手で隠しつつも、にやけた口を小さく開く。

「【●ＲＥＣ】♪」

　謎の呟つぶやきとともに、うきうきとした足取りで主を追うウィッチ。

　すでにデュセルは脱だつ衣い所。その先の広々とした浴よく槽そうにはすでに冷水が張られている。あとは魔術で好みの温度に変化させてやれば、あっという間に湯船の完成というわけだ。

「不ふ肖しようウィッチ、全身全ぜん霊れいでお背中流しまーす！」

「いや、別に全身は使わなくていーけど……」

「いやですねぇ、お姫様ったら。全身を使ってでもお姫様のお疲つかれをお労いたわりするのが、お側そばにお控ひかえさせていただくこの卑いやしいメイドめのお仕事です」

「あなたの場合、ほんとに卑しい感じがするから油断がならないのよ……」

「下心なんかありません！　では、さっそくお召めし物を脱ぬぎ脱ぎしましょう！　でもって早くいっしょにお風ふ呂ろ入りましょう！」

「い、いっしょに？　そ、そーゆーのはちょっと、やだ」

　身の危険を感じたのか、迫せまるウィッチを前に、つい後ずさりしてしまうデュセル。

「だって──女の子同士とはいえ、他ほかのひとの裸はだかを見るのもこっちが見られるのも恥はずかしいし。そーゆー経験、ないし……」

「……へ？」

　顔を真っ赤にしたデュセルのぼそぼそとした告白に、ウィッチは意外そうに首を傾かしげる。

「だからもー！　恥ずかしいって言ってるでしょ！　メイドといっしょにお風呂は入らないし、体を洗ってもらうのもなし！　そのくらい独りでこなせるから！」

「えええええ!?　そんな殺せつ生しような!?」

　デュセルはしがみついてくるウィッチを引き剝はがし、脱衣所の外へと追い出す。

「入ってきたら承知しないわよ！」

　彼女はそのままウィッチを追い出した後、自ら制服と下着を脱ぎ、カリナンの王笏ともども脱衣所に取り置くと、一糸まとわぬ姿で浴場へと向かっていった。
















「むむむむ……」

　追い出されたウィッチはというと、僅わずかに脱衣所の扉とびらの隙すき間まを開け、懲こりもせず内部の様子を盗ぬすみ見しようと試みていた。

　が、彼女が視線を向けていたのは、すでにデュセルの裸ら体たいではなかった。

「むう。確かにあの王笏は玉璽レガリア級聖遺物。……だけどルーヴルの王権を象しよう徴ちようする聖遺物は聖せい剣けんジュワユーズだったのでは？　となるともしかして、あれはロンドン塔に永久保存されていたという、旧アルビオン王国の玉璽レガリア級ですかね？」

　先ほどまでの不審者じみた態度から一変、ウィッチは真しん剣けんな面おも持もちでカリナンの王笏を観察していたのだ。

「アルビオンはルーヴルに統合されて、今は自治区として扱あつかわれているはず。同盟国から属領扱いになったのは、確か十年前くらいだったでしょうか？」

　首を捻ひねると、ウィッチはその場を離はなれ、廊ろう下かに待機していた黒服の諜報員へと静かに近づいていく。

　瞬しゆん間かん、ピョコンと、少女の頭にまたもキツネの耳が生えた。同時にスカートの中から、もふもふとしたこれまたキツネの尻尾しつぽが顔を覗かせる。

「ＭＩ７のおにいさん、ちょっとばかり聞かせて欲しいことがあるんですよねぇ」

　女め狐ぎつねめいたウィッチの瞳が、妖あやしげに青く輝かがやく。その魔ま性しようの瞳に魅み入いられた途と端たん、諜報員の目の焦しよう点てんがズレていく。

「デュセル・デュランダルの狙ねらいが、『三種の神器』なのかどうか。誰に命令されたのか。そして特に知りたいのは──どうしてあんな娘こが、十年もひきこもっていたのか」

　本性を現した魔女を前に、その幻げん術じゆつに屈くつした諜報員は、抗あらがうことも敵かなわず聞かれるままに口を開いたのだった。







　デュセルの姿は今も浴場にあった。

　彼女は独りきりで広々とした湯船につかっている。白い肌はだがピンクに染まっていく中、浴槽の中央にいながら手足を伸のばそうともせず、三角座りで天てん井じようを見上げていた。

　彼女の母国は、正しくはルーヴルではない。本来、新天地アルテナを除く世界の覇は権けんを競っていた国は三つではなく四つあった。ルーヴル、メトロポリタン、エルミタージュ、そして四つ目が、デュセルにとってのもうひとつの故郷、アルビオン王国だ。

　魔法暦れき五〇年。デュセルの父母であるルーヴル国王とアルビオン女王は、他の強国に対たい抗こうするため同盟を結び、二国の関係は対等になった。

　だが、両国の蜜みつ月げつは唐とう突とつに終わりを告げる。

　デュセルが七歳のころ女王が謀ぼう殺さつされ、急速にアルビオン側は力を失い、国は解体されて今では一自治区としてルーヴル本国に隷れい属ぞくするまでに落ちぶれた。

　アルビオンの亡国の姫ひめ君ぎみ。それがデュセル・デュランダルの置かれた身の上だ。

　母を失った彼女は自治区のロンドン塔に幽閉され、十年間、独りきりで過ごしてきた。生まれ持った魔力を恐おそれる者たちから不ふ吉きつなブルーダイヤとあらぬ言いがかりを受け、自由を奪われたのだ。今こうして外の世界にいられるのも、『三種の神器』奪取のために仮かり初そめの自由を与あたえられたからに過ぎない。

「あたし……」

　デュセルの青い瞳は、まるで大空に憧あこがれる籠かごの鳥のように頭上を見上げ続けていた。

　やがて小さな水音とともに、デュセルは湯船から上がる。外気に触ふれた瞬間、湯に濡ぬれた裸身が途端に重苦しく感じられた。

「……アルテナの三種の神器を手に入れる。そうすれば、冷たい父上やお姉さまたちも、きっとあたしを認めてくれる。全すべては、あたしが自由でいられる時間のために」

　デュセルは水気と憂ゆう鬱うつな気分を振ふり払はらって、浴場を後にする。

　脱衣所に戻もどると、彼女は用意させておいた真っ白なローブへと手を伸ばした。

　幾いく重えにも附与魔術エンチヤントが施ほどこされた、現代における魔術師のローブにして、国家魔術師にとっての戦せん闘とう服。デュセル専用にと特注された、ドレス調の純白の衣装だ。

　その布地には、あらゆる物理的攻こう撃げきを全て無効化する『完全物理耐たい性せい』と、地水火風の属性効果を含ふくむ魔術を無効化する『四大元素耐性』が二重に施されている。

　これらの附与魔術エンチヤントは、ひとりの魔術師による『魔術』ではなく、複数の術者による共同詠えい唱しようによって附ふ与よされた『大魔術』だ。たとえ相手がデュセルより高位の魔術師であったとしても、魔術では大魔術を打ち破れない。大魔術レベルの魔力を単独制せい御ぎよできる術者を『大魔術師』と呼ぶが、それはオリハルコン位階以上のおとぎ話だ。

「ルーヴルからの、せめてもの餞せん別べつってわけね」

　デュセルは純白の魔術ローブを纏まとい、カリナンの王おう笏しやくを手に取る。

　脱衣所の外に待機していたはずのメイドの姿は、すでにどこにもなかった。







　──憑ひよう依い解除。その詠唱を合図に、ブランの意識は本体へと戻る。

　彼は大きなため息をこぼすと、自室の窓際へと歩み寄った。昼間は閉じている遮しや光こうカーテンを開き、魔都の夜景に目を向ける。新天地アルテナの見慣れた景色だ。

　しかし、ブランは知っている。この、当たり前のような平和な日常の光景が、いつまた壊こわれてもおかしくないことに。

「まったく。外の連中は、聖遺物暴走の恐ろしさをまるで分かっちゃいない」

　新天地アルテナの大気に含まれる魔力は、外の世界よりもはるかに高純度だ。そこでは、高魔力を秘めた聖遺物が術者の制御を離れて暴走する可能性が常に付きまとう。

　現に十年前は、ブランの目の前で多くの命が失われた。

「もう二度と、この国を悲劇の舞ぶ台たいにするわけにはいかない。おれは二度と、ねえちゃんを失うわけにはいかないんだ」

　だからこそアルテナには必要なのだ。敵対する三大国の介かい入にゆうから聖遺物を守り、あらゆる悲劇を未然に防ぐための魔術結社が。

　──たとえ、初めての友人と敵同士になるとしても。

「ブランくん準備できたよ。でも、きょうはほんとに生身でお外に出るの？　随ずい分ぶんと久しぶりだよね？」

　姉に声をかけられ、ブランは後ろ髪がみを引かれながらも不敵にほほえんだ。

「ああ。正体を明かすわけじゃないが、それでも、初めての友だちに格下のクズ石と思われたままじゃ癪しやくだからな。なにせ──友だちとは対等でいたいだろ？」
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　夜の魔都は、頭上を仰あおげば誰だれの目にも満天の星が映るほどに眩まばゆい。

　だがデュセルは星空に気づくことなく、大使館を後にしてからは俯うつむき続けていた。

　緊きん張ちよう感かんが夜風を張はり詰つめさせていく。先ほど湯浴みしたばかりだというのに身も心も冷え込んだような気がして、彼女は軽く自分の体を抱だきしめた。

　目指すはウエノ学園。標的はワイズマン教授が持つ三種の神器のひとつ、玉璽レガリア級聖遺物『草薙剣』。デュセル率いるＭＩ７の国家魔術師たちは、重力操作の魔術を行使し、軽い助走の後、まるで月面にいるかのような跳ちよう躍やく力で魔都の夜景を飛び越こえていく。

　緑化し、ツタやツルに覆おおわれたいくつもの摩ま天てん楼ろうを眼下に、一同はあっという間に学園の正門前へと降り立つ。

　と、目的地に到とう着ちやくしたばかりのデュセルの瞳ひとみが、驚おどろきに見開かれた。

　もうすっかり陽ひも落ちているというのに、七歳児くらいの小さな男の子が、白チョークを手に学園の門にラクガキしていたからだ。

「……迷子？」

　すでに任務は始まっている。雑念に気を取られている場合ではない。だというのに、デュセルは不安げな眼なま差ざしを男の子に向けていた。

　しかし、彼女が声をかけるべきかどうか思案に暮れているうちに、子どもは慌あわてて走り去ってしまう。大方、ＭＩ７を学園の関係者と勘かん違ちがいし、イタズラを𠮟しかられると思って逃にげ出したのだろう──そうデュセルは思うことにした。

「行くわよ。学内に残っている関係者はなるべく傷つけないで。あたしたちの目的は、あくまで草薙剣の奪だつ取しゆよ」

「委細承知。しかし、抵てい抗こうが激しかった場合は──」

「……ウエノ学園の魔術師たちは、教授も学生もほとんどが学者ばかり。実戦経験を積んだ国家魔術師なら、難なく無力化してみせなさい」

　デュセルの言葉に、ＭＩ７は諾だく々だくと従った。主あるじに先さき駆がけ、数名の国家魔術師が学園の敷しき地ち内へと足を進める。

「何者だ！」

　直後、魔力探知に長たけた者だろう、学園の警備を担う魔術師が侵しん入にゆう者の存在を感知して姿を見せた。そして撃げき退たいに移るべく、朗々と呪じゆ文もんを紡つむぎ始める。

「我が詠唱はあらゆる敵を捻ねじ伏ふせる強力無比な紅ぐ蓮れんの焰ほのおを喚よび起こし──」

「我われは汝なんじの静せい寂じやくを好む」

　一方、ＭＩ７は詠唱を簡潔に締しめくくり、先手を打った。強力な呪文を練っていたと思おぼしき学園の魔術師は途端に言葉を続けられなくなり、目を白黒させ、次の瞬間には隙すきを突つかれて体術で昏こん倒とうさせられた。

　まるで勝負になっていない──

　が、学がく者しや肌はだの魔術師は大たい抵ていこんなものである。迅じん速そくさを尊ぶ戦闘の駆かけ引きを知らず、強力な呪文を使おうと悠ゆう長ちように長文詠唱を行い、自己暗示を深めようとする。

　対してＭＩ７の国家魔術師が用いたのは、敵魔術師の舌の先を口こう蓋がいに貼はり付ける呪文。もちろん相手を喋しやべれなくするだけだが、詠唱封ふうじはポピュラーな戦闘手段だ。

「所しよ詮せんは教育機関、戦闘のプロである我々とは違う」

　ＭＩ７は他ほかにも数名いた警備の魔術師を、淡たん々たんと排はい除じよしていく。

　配下の活かつ躍やくを見、デュセルは口を開く。

「油断は禁物よ。見る限り、詠唱封じが効かないくらい位階が高いのは他にも何人かいる。一応、これ以上増えないように外から入れなくしておくから」

　学内全体の魔力反応をたったの一いち瞥べつで探知──ＭＩ７にも出来ない芸当だった。

　デュセルは正門の一部に手を触れ、詠唱を始める。

「我が聖句よ響けホーカス・ポーカス」

　アルビオン流の古い呪文詠唱。同時にデュセルの青い瞳が強く煌きらめき、共鳴するようにカリナンの王笏の大ダイヤが輝いた。

　瞬しゆん間かん、透とう明めいのクリスタルが壁伝いに学園の全てを覆う。魔術により生み出された巨きよ大だいな水すい晶しようは、檻おりとなって学園を外界から封ふう鎖さした。

「水晶檻の結界よ。魔術で構築したクリスタル状の魔術障しよう壁へきを抜ぬけるには、あたしの魔力を打ち消さないと無理。これで外から邪じや魔ま者ものが入る心配はいらないわ」

「……姫ひめ殿でん下か。先ほどの詠唱に、物理的かつ魔術的な結界の構築などという、難度の高い魔術を成功させる複雑な意味が含まれていたとは思えないのですが」

　長く幽ゆう閉へいの身にあったデュセルの本気の魔術。それを目まの当たりにするのはＭＩ７も初めてだったのか、誰もが驚きに身を震ふるわせていた。

「今の呪文に意味なんてないわ。でも、言葉になんの意味もないんだから、逆に言えばどんな意味でも持たせられるんじゃないの？」

　何気ないデュセルの言葉に、ＭＩ７は戦せん慄りつする。

　つまるところ彼女ほどの魔術師ともなれば、指向性のない無意味な呟つぶやきでさえ高度な魔術の発動キーワードに用いることが可能ということだ。

　自らを騙だますために思い込みを強しいる必要もなく、当然のように強者の特権を行使する。それがオールマイティーたる『青金剛石ブルーダイヤモンド』の魔ま力りよくの神しん髄ずい。

「全員散開。目標物を捜さがしなさい」

　デュセルの命を受けたＭＩ７の諜ちよう報ほう員たちは四方に散らばった。各員は魔術によって一いつ切さいの足音を消し、学館内へと潜せん入にゆうしていく。

『第一学館クリア』

『第二学館クリア』

　ＭＩ７は次々にウエノ学園の施し設せつを制圧し、その報がデュセルへと届く。

　──だが。

『こちら第三学館！　戦闘訓練を受けたと思しき魔術師と接敵！』

　デュセルのもとへ、緊きん迫ぱくした魔術通信が届いた。

『間違いありません、敵は国家魔術師です！』

「どういうこと？　アルテナに戦闘特化の国家魔術師はいないはずよ？」

　送られてくる通信に耳を傾かたむけ、デュセルは訝いぶかしげにそう口にした。

　その疑問は、次なる言葉ですぐに氷解する。

『アルテナではありません──敵はメトロポリタンの合衆国Ｃ中央Ｉ情報局Ａです！』

　ＣＩＡ。予想外の言葉にデュセルは面めん食くらった。

「結界が機能してるのに……あたしたちより先に学園に潜せん伏ぷくしてたっていうの？」

『こちら第二学館、第三学館へ味方の援えん護ごに向かいます』

『同じく第一学館、援護へ向かいます』

「分かったわ。そっちで対処して」

　なだれ込むように続く通信に答えながらも、デュセルは首を傾かしげる。

「だけど、他国の諜報機関が居合わせたってことは……」

「──うふふ。狙ねらいは同じ、草薙剣というところでしょうか？」

　その思案は、思わぬ第三者の声に阻はばまれた。

　闇やみの中から現れたのは、紺こん碧ぺきの魔術ローブを全身にフィットさせ、金髪ブロンドの巻き毛を後頭部でひとつの束ね髪シニヨンにまとめた、セレブリティの貴婦人めいた雰ふん囲い気きを持つ美少女だ。

「ごめんあそばせ。驚かせてしまいましたか？」

　彼女の瞳の魔術師位階は、ダイヤモンド位階に次ぐとされるコランダム位階──しかし、濃のう紺こんの瞳の中に眩いほどの六条の星の光を宿していた。

　宝石の価値、ひいては内包魔力量を大おお幅はばに引き上げるという、稀け有うなスターエンブレム。コランダムでその持ち主となれば、デュセルに匹ひつ敵てきする魔術師に違いない。

「わたくしはステラ・スティングレイ。デュセルさんにとっては先せん輩ぱいにあたります」

　ステラと名乗った少女は『星条青玉スターサフアイア』の瞳を細め、にこやかに会え釈しやくした。

　一方で、対たい峙じするデュセルの警けい戒かい心は増すばかり。

「あたしの名前を知ってるのね。さすがはＣＩＡと言わせてもらうわ。おまけに、メトロポリタンがルーヴルより先にアルテナで暗あん躍やくしていただなんて……ふーん、だから先輩ってわけ？　スパイに先輩も後輩もないでしょ」

　位階の高さから察するに、ステラがＣＩＡを率いる合衆国メトロポリタンの国家魔術師だろう。そして学園に現れたということは、彼女が帯びた任務も『三種の神器』奪取に違いない。

「……って。確かスティングレイって、今の合衆国大統領の名前じゃない」

「はい。ひとり娘むすめです」

「それはまた大物を寄よ越こしたものね」

　内心の焦あせりから吊つり目を尖とがらせるデュセルに対し、ステラは垂れ目を悠ゆう然ぜんと細めてほほえんだ。彼女のローブにもデュセル同様『完全物理耐たい性せい』と『四大元素耐性』の附与魔術エンチヤントが施ほどこされている。その防ぼう御ぎよ力は、敵に回すとあまりに厄やつ介かいだ。

「？　そんなに大きいですか？」

　と、ステラは不思議そうに自分の胸を見下ろした。抜ばつ群ぐんに大きかった。

「デカすぎるわよ！　嫌いや味みのつもりなの！」

　デュセルも巨きよ乳にゆうだが、ステラはその上をいく爆ばく乳にゆう。しかもそれが高い魔力に支えられ、ブラを必要とせずとも見事なかたちで前面に突き出されているのだ。

「狙いが同じ草薙剣である以上、デュセルさんにはここで退ひいていただきます」

　ステラは胸の谷間から薄うすい水晶板タブレツトを取り出す。

「──我は求めエロイム・訴えたりエツサイム」

　そして呪文詠唱。

　瞬間、ステラの影かげから二メートルはあろうかという黒々とした巨きよ軀くが現れる。

　鋭するどい爪つめや牙きば、ねじれた角や禍まが々まがしい翼つばさを持った、人型の怪かい異い──

「悪あく魔ま召しよう喚かん……」

　その光景に息を吞のむデュセルと、悪魔デヴイルを従え、余よ裕ゆうの微び笑しようを浮うかべるステラ。ふたりの間に緊迫した空気が流れる。

　──が。

『姫殿下！　第三学館にて、ＣＩＡ以外の第三勢力の出現を確かく認にん！』

　その突とつ然ぜんの通信を聞き、デュセルと、そしてステラまでもが顔色を変えた。







「……第三勢力？　今度はエルミタージュ帝てい国こくでも出張って来たのか？」

　ここは第三学館。旧きゆう暦れきの蒸気機関車デゴイチ車両が入り口に鎮ちん座ざしている学舎だ。

　その館内では、ＣＩＡとの交戦を続けていた三名のＭＩ７諜報員たちが、先ほどデュセルを始めとした全員に届いた通信を聞き、苦々しげな面おも持もちを浮かべていた。

「ＣＩＡからの反撃が途と絶だえている。撤てつ退たいしたか？」

「いや待て。あれを見ろ」

　彼らの視線の先、ＣＩＡが陣じん取どっているはずの物もの陰かげの向こうから、ひとりの男子生徒が手ぶらでＭＩ７のいる方向へと歩み寄って来るではないか。

　特とく徴ちようは黒くろ髪かみ黒目、そして変装でもしているかのように似合っていないメガネ。

　すぐさまＭＩ７は男子生徒の瞳ひとみの位階を視認した。戦せん闘とう技術を持っていなくても、貴石ランクの相手であれば学生魔術師でも充じゆう分ぶんすぎるほどの脅きよう威いとなる。

　が、彼らの危き惧ぐに反して眼前の男子生徒はクズ石──宝石としての名めい称しようすら与あたえられていない、魔力を持たない一いつ般ぱん人に等しい最底辺のランクだった。

「クズ石程度、魔術を使うまでもない。魔力はＣＩＡ戦に温存しておけ」

　体術のみで仕留められる自信があるのか、ＭＩ７は無造作に男子生徒へと近づく。

　──が、彼らは完全に油断していた。相手が本当にクズ石の青二才なら、魔術で圧あつ倒とうすれば良かったのだ。それがどうして、わざわざ自ら優位を放ほう棄きしたのか。なにゆえ体術勝負という、相手の土俵に自ら上がったのか。

「確かにおれは最弱の駒こまだ……魔術師としては、な」

　瞬間、男子生徒の姿がＭＩ７の目の前から搔かき消える。

　彼らが次に目にしたのは、いにしえの旧暦時代から伝わる古武術だ。学生とは思えない重い拳こぶしや蹴けりの数々がＭＩ７の国家魔術師たちの意識を刈かり取っていく。

　見れば、男子生徒が現れた通路には、すでに倒たおれ伏ふしていたＣＩＡ諜報員たちの姿が積み重なっていた。

「な、何者だ、貴様……」

　気絶する寸前、ＭＩ７のひとりが後こう悔かいの混じる声で呻うめく。

「近接格闘型分身シヤドウ『案山子スケアクロウ』」

　そう名乗って、ブランドン・ブラックバーンと瓜うり二ふたつの容姿を持つ分身シヤドウは、古武術の動きでズレてしまったメガネを悠然とかけ直した。

「これでこの一角のＭＩ７とＣＩＡの排除は完かん了りようした」

　累るい々るいと倒れた敵を見回し、スケアクロウはため息をこぼす。

「ふむ。やっと片づいたか」

「やいこらスケアクロウ、手際が悪すぎ」

　と、スケアクロウの背後に投げかけられる声。

　発したのは、ワイリー・ワイズマンの名で知られる学園の老教授。そして、つい先ほどまでルーヴル大使館にいたはずの銀ぎん髪ぱつメイドだ。

「広域探索型分身シヤドウ『大賢者ワイズマン』」

「隠密潜入型分身シヤドウ『魔女ウイツチ』」

　それぞれブランの老年期と女性体をモデルに造られた分身シヤドウ──ワイズマンとウィッチが、スケアクロウの背後に立つ。

「仕方ないだろう。おれは最弱だからな」

　同じ分身シヤドウからなじられようと、スケアクロウは気にした様子もなく開き直る。

「他ほかのフロアはとっくに終わってるよ。ＭＩ７もＣＩＡもみんなお休みしてる」

　そう口にしたのは、暗がりから新たに現れた七歳児の少年。

「万能支援型分身シヤドウ『錬金術師アルケミスト』」

　その傍かたわらには、幽ゆう鬼きのように佇たたずむ黒ずくめの緋ひ眼がんの青年の姿もある。

「禁呪搭載型分身シヤドウ『黒魔導師ウオーロツク』」

　ともにブランの幼年期を再現した分身シヤドウと、青年期の姿をイメージした分身シヤドウだ。

「──みんな。おつかれさま」

　そして最後に、ゴスロリ調の魔術ローブを身に纏まとった幼女が姿を見せる。

「全知全能型分身シヤドウ『女王クイーン』。おねえちゃんを入れて、これでブランくんからの指令は全員達成完了だね」

　モリガンはこの場の雰囲気にそぐわぬ、にこにことした笑顔で目を細める。

　そうして総勢六体のブランの分身シヤドウたちは、闇の中に姿を消した。
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　魔術水すい晶しようの檻おりに閉ざされた学園の一角。

　ひときわ高い学館の屋上フェンスに腰こし掛かけた、謎なぞの赤毛の少女。

「フフッ……どうやら七詠唱セブンキヤストが動き始めたらしい……」

　真しん紅くのローブを纏った少女は、切れ長の緋眼を凝こらして地上の光景を見下ろしている。その瞳に映る、視線の先──

　そこにはデュセルやステラの姿が今もあった。

　ＭＩ７からの通信が絶え、デュセルは困こん惑わくを隠かくしきれずにいる。対峙しているステラも、配下であるＣＩＡからの連れん絡らくが途絶えたことで、口元に手を当てて考え込んでいた。

　と、不意にステラが深刻そうな面持ちで顔を上げる。

「デュセルさん。ここは一時的に協力しましょう」

「なに言い出すのよ。あたしたちは敵同士だし、そもそも『青金剛石ブルーダイヤモンド』と『星条青玉スターサフアイア』が手を組まなきゃならない相手なんてこの世にいるわけないし……」

「いえ。います──それも、非常に厄介な方々が」

　デュセルの呟つぶやきを、ステラが強い口調で否定する。

　デュセルは一いつ瞬しゆん、昼間の老教授の講義を思い出した。あのときも確か、ダイヤモンド位階が最強であるという彼女の言葉を、即そく答とうで否定されたはず。

「敵の言葉を信じろって言うの？」

「──そりゃ、ま、先輩からの忠告には耳を傾かたむけるべきだろ」

　デュセルの言葉に答えたのは、ステラではなかった。

「我が意のままアブラカに消え去れダブラ」

　続けて聞こえた呪文詠えい唱しようは、少年の声だ。

　途と端たん、デュセルとステラの足元に魔ま法ほう陣じんが浮かび上がる。

「強制転移!?　させないわ！」

「まあ、どうしましょう」

　魔法陣の転移効果を察知したデュセルはすぐさま魔術防ぼう御ぎよで対処したが、おっとり気質のステラは逃にげ切れなかった。彼女が小首を傾かしげた瞬間には、その姿は何者かが仕し掛かけた転移呪文でテレポートさせられ、消えてしまう。

　もっとも、ステラはステラで消え際に「ごきげんよう」と言い残せるくらいの余裕はあったようだが──それでも、コランダム位階の魔術師を強制転移させるとなると、相当な魔力位階を要するはず。

「そこの魔術師、出てきなさい！」

　デュセルは、声の主がいるであろう方向へと、鋭い視線を向けた。

　そうしてゆっくりと進み出る、黒髪黒目の人ひと影かげ。

　漆しつ黒こくの魔術ローブをその身に纏まとい、刀身がいくつも枝分かれしている奇き妙みようなかたちの剣けん──聖遺物『七シチ支シ刀トウ』──六ろく叉さの鉾ほことも呼ばれるその宝刀を手にした少年。

　誰だれあろうブランドン・ブラックバーンだ。

　分身シヤドウではなく、本物の。

「……ちょっと下がってろ。先に怪かい物ぶつ退治だ」

　ブランは軽い口調でデュセルへと声をかけ、七支刀を構える。

　見れば、先ほどステラが召しよう喚かんした悪魔デヴイルが、召喚主が消えたことで束そく縛ばくを解かれ、自由に暴れ出そうとしていた。

　怪物はブラン目掛け疾しつ駆くし、その剛ごう腕わんを振ふり上げる──が、しかし。

「我が太た刀ちは百兵の害を退ける！」

　六つに枝分かれした異形の刀身が悪魔デヴイルの攻こう撃げきを防ぎ、刃やいばに帯びた魔力で邪じやを祓はらう。

「貴重な聖遺物を近接武器として使うなんて！」

「剣を剣として使ってなにが悪い」

　その光景に思わず声が出たデュセルを前に、悪魔デヴイルを一いつ蹴しゆうしたブランはふんぞり返る。その瞳は、右目だけが力強く青く輝かがやいていた。

「あなた、何者なの……」

　デュセルはブランへと目を凝らす。が、彼女は目の前に佇む人物が自分の友人だとは気づかない様子だ。彼が己おのれに施ほどこした正体隠いん蔽ぺいの魔術を、『青金剛石ブルーダイヤモンド』の瞳を用いながらも看破できなかったのだ。

「あたしより高位の魔術師なんて、いるはずないのに……」

「今まで出会うことがなかっただけだ」

　聖遺物を構えたまま対たい峙じするブランとデュセル。互たがいの漆黒と純白の魔術ローブに魔力の経路となる青ブルーの光のラインがはしり、輝きが夜よ闇やみに浮かび上がった。

「我が聖句よ響けホーカス・ポーカス！」

「我が意のままアブラカに消え去れダブラ」

　──現代における魔術師同士の戦いとは、互いの魔術を上書きしあうことにある。デュセルの扱あつかう呪文は意味をもたないがゆえに手を読まれることはなく、また最強のダイヤモンド位階の魔力が打ち破られるはずもなく、無敵を誇ほこる──はずだった。

　ところが、デュセルが放った大出力の光こう弾だんは、ブランに悠ゆう々ゆうと搔き消されてしまう。それも、あまりに初歩的なまじない文句で。

「『青生生魂ブルーオリハルコン』──それがおれの魔術師位階だ」

　貴石や半貴石やクズ石などという誰かが定めたくだらない区分法など軽々と超ちよう越えつした、真の最高位階。堂々と自らの最強の才能を誇こ示じしたブランの横顔には、昼間は学園でクズ石などと揶や揄ゆされている劣れつ等とう生の面影は微み塵じんもない。

　それはそうだろう。クズ石程度の魔力しか持たないのは、身代わりの分身シヤドウでしかない。ブランをクズ石とあざ笑う者は大勢いても、そのうち誰ひとりとして、ひきこもりの本物に会ったことなどありはしないのだから。

「あたしの魔術が、こんな簡単に無効化されるなんて……でも！」

　デュセルは驚きよう愕がくしながらも、攻撃の手は休めない。

「我が聖句よ響けホーカス・ポーカス！」

　得意とするオールマイティーな呪文詠唱により、光弾や炎ほのおの矢、風の刃や氷のつぶてなど、思いつくありとあらゆる攻撃方法でブランを狙ねらう。

「はいはい、我が意のままアブラカに消え去れダブラ」

　だが、ブランはそれらの攻撃も転移魔術で消し去っていく。そのあまりの余よ裕ゆう綽しやく々しやくっぷりに、デュセルは軽く地団太を踏ふむ。

「こんのぉ──我がありったホカホカけの聖句よ、ホーカス・手当たり次第ポカポカに響き渡れポーカス!!」

　王おう笏しやくを振り回しながらの半ばヤケになった滅め茶ちや苦く茶ちやな詠唱だったが、先ほどにも増して多種多様な数十にも及およぶ攻撃呪文の数々が、ブランめがけて雨あられと降り注ぐ。

「そろそろ観念したらどうだ、相手が悪いぜ？」

　しかし、そのいずれもブランの体に届くことはなかった。

「草薙剣を諦あきらめて逃げ出すなら、こっちもわざわざルーヴルと事を構えようなんて思わない。なにせ、おれは三大国に対して敵意があるわけじゃない、単にアルテナにひきこもっていたいだけなんだからな」

「……それだけの魔力がありながら、随ずい分ぶんと謙けん虚きよなのね。さっきから一度も攻撃してこないし、あたしのこと見くびってるわけ？　でも、勝機のひとつくらい、あたしはもう見み出いだしてるわ！」

　──先ほどの魔術攻防の際、ブランの瞳ひとみは右目しか青く輝いていなかった。もう一方の左目は黒のまま、一いつ切さいの魔力を宿していない。

「……あなたがあたしよりも魔力位階の高いオリハルコン位階だってこと、認めてあげる。でも、その左目はどうしたの？　それって『隻せき眼がん』でしょ？　魔力がどれだけ高くても、隻眼だと魔術の行使や制せい御ぎよに負担がかかって、出力は半分に落ちるはず！」

「おっと、見み抜ぬかれたか」

　ダイヤモンド位階の魔力を数値化する際、区分法ではよく一〇と喩たとえられている。この一〇の魔力を一〇の出力で使えるのが普ふ通つうの魔術師。

　だが隻眼では、一〇の魔力を持っていても一度には五の出力までしか扱えない。たとえオリハルコン位階がデュセルの倍の魔力を誇るとしても、出力は五分五分なのだ。

「それなら条件は互ご角かくで対等！　まだあたしにも勝ち目はある！」

　デュセルはカリナンの王笏を天高く掲かかげた。ウエノ学園の全ぜん敷しき地ちを取り囲む水すい晶しよう檻おり──その壁かべや天てん井じようが、デュセルの魔力の高鳴りに同調するように強く輝く。

「魔術で造ったこの水晶の結界は、あたしの魔力回復効果も備えているわ！　総魔力量で劣おとっていても、長期戦に持ち込めばあるいは──」

「つまり、あの檻を壊こわせば諦めるんだな？」

「ばか言わないで！　そんなことさせるわけないでしょ？　あなたが魔術を使って結界を壊そうとするなら、その隙すきにこっちの魔術で狙い撃うちにするだけよ！」

「ま、そりゃそうだ」

「それに、そもそもあの檻はそう簡単に壊れたりしないの！　魔術の効果は持って生まれた魔力と、自己暗示の深さで決まるんだから！　十年ひきこもってきたあたしの牢ろう獄ごくに対するイメージ力から造られた水晶檻なのよ、外からも内からも絶対に破は壊かいできないわ！　ええそーよ！　悪かったわねひきこもりで！」

　デュセルはやけくそ気味に言葉を続ける。

「でもね……この十年、あたしはただの一歩も外の世界を出歩けなかった。牢ろう屋やみたいな塔とうで独りきり、鍵かぎのかかった扉とびらに閉じ込められて、高い高い壁に囲まれて、鉄てつ格ごう子しつきの窓から空を見上げるだけだった……今までずっと心を閉ざして生きてきた……だから絶対、あたしのイメージした檻が砕くだかれるなんてことはありえない！」

　と、そのとき。

　ブランが不意に七支刀を手放した。発動体である聖遺物がなければ、たとえどんな呪文を唱えたところで、強力な魔術は使えない。

　にもかかわらず──

「ひらけ、ゴマオープン・セサミ」

　たったそれだけの一言で、デュセルの世界は一変した。

　巨きよ大だいな水晶檻はブランの言葉で完全に砕け散り、細やかな破片となって、星明かりを乱反射させながら落ちていく。旧きゆう暦れきの科学文明が失われ、星々の輝きは力強さを取り戻もどしている。その満天の景色が、檻が破壊されたことで一瞬にして解放された。

　デュセルは戦せん闘とう中だということも忘れ、広く大きく解き放たれた世界を、頰ほおをほのかに赤く上気させて、ただ見つめる。

「どうして……魔術を使った素そ振ぶりもなかったのに……」

　これではまるで手品だ。

　と、呆ほうけるデュセルのもとへ、ブランはゆっくりと歩み寄る。

　そうして──突とつ然ぜん大きく手を広げ、少女の華きや奢しやな体を優しく抱だきしめた。

　完かん璧ぺきな不意打ちに、デュセルは顔を真っ赤にして狼ろう狽ばいする。
















「ええーっ!?」

　その隙にブランは自分の右頰をデュセルの右頰に、左頰を相手の左頰に、繰くり返し順に押し当てていく。抱ほう擁ようと頰タッチ──アルビオン式の挨ハ拶グと、ルーヴル式の挨ビ拶ズ。

　ブランは昼間デュセルにやられた挨あい拶さつコンボを、見事にやり返してみせた。

「なっ、なっ、なんのつもりよっ!?」

　デュセルは頰を赤らめたままブランを押しのけ、慌あわてて後ずさる。

「今夜のところはただの挨拶、ってことだ。新天地アルテナにようこそ、お姫ひめ様」

　互いの吐と息いきがかかるくらいに顔が近かったにもかかわらず、相手の正体が認にん識しきできず、それが悔くやしかったのかデュセルは唇くちびるを尖とがらせた。

「ふーんだ……あなた、ほんとに何者なのよ……」

　この言葉を受けて、ブランは笑えみを深めて口を開く。

「セブンキャストの魔ま術じゆつ王おう」

　そう名乗った瞬しゆん間かん、彼のもとに六つの影かげが集結した。

　学園中に散っていたブランの分身シヤドウたち──落ちこぼれ学生、銀ぎん髪ぱつメイド、老教授、魔術犯罪者、イタズラ小こ僧ぞう、そしてゴスロリ幼女。ＭＩ７とＣＩＡをものの数分で戦闘不能に追い込んだ、ブランを含ふくめ老ろう若にやく男なん女によ揃そろい踏ぶみの七人の魔術師たち。

「おれたちが、魔術秘密結社『七詠唱セブンキヤスト』だ」

　一人七役にして七体一役の魔術結社。

　その全員が主あるじの魔力に共鳴し、瞳にオリハルコン位階の輝きを宿していた。

「オリハルコン位階の魔術師が七人も…………いいわ、今夜のところは挨拶で済ませてあげる。でも、次はこうはいかないわよ」

　鉾ほこを収めるデュセルに対し、ブランは満足げに頷うなずくのみ。まるで勝ち誇られたようでデュセルは不ふ機き嫌げんそうに頰を膨ふくらませたが、すぐさま転移魔術を唱えて姿をくらませた。

　そうして、ブランとデュセルが別れた後。

　静けさを取り戻した学園を背景に、モリガンが弟へと声をかける。

「ところでブランくん。どうしてあの女の子に抱だきついたの？　きょうは珍めずらしく生身で戦闘に参加したし、ちょっと変じゃない？」

「おいおい、見てたのかよ、ねえちゃん」

　どうしても生身であの感かん触しよくを体感したかったからなどと、最愛の姉に言えるはずもない。未いまだ柔やわらかく温かな感触が残る胸や頰を撫なでつつ、ブランは視線を泳がせる。

「いやー……ブラしてないって最高だな」

「たしかにおねえちゃんはブラとか必要ないけど、それがどうかしたの？」

「つい本音が!?　そ、それより、他ほかにもっと気になることがあるんじゃねえの？」

「え？　あ。そういえば、どうして魔術も使わず、あの水晶をこわせちゃったの？」

　あからさまな話題転てん換かんに引っ掛かかり、モリガンは不思議そうに瞳を輝かがやかせる。

「『錬金術師アルケミスト』に描かかせていた学園の門のラクガキ、あれは錬れん成せい陣じんだよ。結界が張られた場合、それを合図ひとつで打ち消す細工をしておいたんだ」

「そうだったんだ。やっぱりブランくんはすごいね！　さすがはアルテナの平和を人知れず守ってる、おねえちゃんの自じ慢まんの弟！　ふだんは冴さえないひきこもりなのにね」

　すっかり話に乗せられ、弟の顔を見上げて満面の笑みを向けるモリガン。

「いや、それは違ちがうぜ、ねえちゃん」

　得意げに指を振ふりながら、ブランは分身シヤドウたちを率いて闇やみ夜よの中へと姿を消す。

「ひきこもりだから最強なんだよ」
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　その翌日。最強を名乗った若き魔術師は、やはり朝には弱かった。

　戦闘の後始末やお宝映像の編集作業でかなり夜よ更ふかしした結果、ブランは今朝も当たり前のように家で二に度ど寝ねを敢かん行こうしている。

　代わりに登校したのはもちろん、メガネをかけたスケアクロウだ。

　朝一番の講義が行われる教室へと赴おもむくと、隅すみっこに、あまりに目立つ群ぐん青じよう色のポニーテールを見つけた。

　同じ講義を履り修しゆうしている他の学生からは完全に避さけられている。ただでさえ大国の王女なのに、誰だれもが羨うらやむダイヤモンド位階や、さらには転校初日に学園の名物教授と一いつ触しよく即そく発はつになった一件が災いして、腫はれ物扱あつかいで孤こ立りつしている様子だった。

「むすー……」

　その事実にデュセルは不機嫌になり、朝の爽さわやかさを吹ふき飛ばすオーラを発している。そんな空気を纏まとっていては、余計に誰からも声をかけてもらえないというのに。どうやら天性のぼっち素質があるらしい。

　これは、スケアクロウにとってもあまりに近寄りがたかった。

　──もしもブランが眠ねむっているときに分身シヤドウが思考ルーチン内で対処できない事態に遭そう遇ぐうした場合に備え、全すべての分身シヤドウはＳＯＳ機能──通つう称しよう『目覚まし時計アラーム』を搭とう載さいしている。

　この機能により即そつ刻こくブランは叩たたき起こされ、その意識が分身シヤドウへと憑ひよう依いした。

「せっかく良いい夢を見ていたっていうのに……」

　ブランが憑依した途と端たん、分身シヤドウの顔が寝不足気味の怠たい惰だな表情へと変わる。

「しょうがねえな……おはよう、お姫様」

　ブランは分身シヤドウに装備させていたメガネを取って制服のポケットに押し込むと、そっぽを向くデュセルの背中に挨拶の声をかけた。

　と、背を向けていたデュセルの耳が、主人の帰りを待つ犬のようにピクッと動いた一瞬を、ブランは確かに見た気がした。

「おはよう！」

　そうして彼女は、今までの不機嫌ぶりを吹き飛ばした晴れやかな笑顔とともに、ガタッと椅い子すを蹴け飛とばす勢いで立ち上がった。

　ブランはデュセルが例の挨ハ拶グ＆挨ビ拶ズをしやすいよう、わざとらしく両手を広げて出で迎むかえてやる。本音を言うと、目を覚ましたいというのは建前で、朝一番に彼女の巨きよ乳にゆうの感触を味わいたかったのだ。

　ところが、はしゃいで駆かけ寄って来るかに思えたデュセルは、途端に顔を真っ赤にしていじらしげに視線を泳がせてしまう。

「ごめん。そ、それはもうなし。自分でやる分には良かったけど、その、他のひとからやられると、すごく恥はずかしかったから……」

　自分の前まえ髪がみを指先でいじくりながら、デュセルは消え入りそうな声で呟つぶやいた。

「なんてこった……」

「で、でも、あたしたちの友情に変わりはないわよね？」

　ブランの落らく胆たんを見るや、デュセルはすがりつく勢いであたふたと取り繕つくろう。

「ま、まあな」

「そ。良かった、ありがとブラン」

　安あん堵ど感かんに表情を緩ゆるめるデュセル。

　が、その一言がブランに届いた瞬間、今度は彼の耳がピクッと動いた。

「…………愛あい称しようで呼んでもらったの、ねえちゃん除けば初めてだ」

　愕がく然ぜんとした面おも持もちでブランはデュセルに向き直る。

「……もう一回呼んでくれ」

「ブラン？」

「おかわり」

「ブラン！」

　擬ぎ態たい語に頼たよるならば、一度目はキューンで二度目以降はジーンだった。ブランが感動に浸ひたっていると、デュセルが顔を近づけてブランの瞳ひとみを覗のぞき込む。

「じゃ、じゃあ、次はあたしのことも名前で呼んでくれる？」

「あ、ぁぃょ……」

　突然のおねだりに、使い慣れたはずの口くち癖ぐせが完全に上ずってしまっていた。

　この窮きゆう地ちに対して、ブランはここぞとばかりに憑依解除して分身シヤドウに任せようとしたが、スケアクロウからは深刻なエラーが返ってくるのみだった。

「……や、やっぱりそのうちでいいわ。あたしのほうも、その、心の準備が──」

「お、ぉぅょ……」

　またしても返事が上ずった。

　本人たちは健全な友情のつもりなのだが、ふたりとも今までの人生でまったく友人に恵めぐまれていなかったために接し方の加減が分からず、傍はた目めにはイチャイチャしているようにしか見えない。

（おれたちが敵同士だってことは、ずっと秘密にしておこう……ん？）

　──と。そこでようやくブランは気づく。教室の外で少女がふたりほど、デュセルへと眼まな差ざしを向け続けていたことに。

　片や、豪ごう奢しやな黄金の巻き毛を束ね髪シニヨンにした、優ゆう雅がな上級生。

　片や、赤毛の三つ編みとメガネが特とく徴ちようの、地味な同級生。

「え？　ちょっと待ちなさいよ！　なんであの女がここにいるの!?」

　デュセルもまた金髪の少女の姿を認め、途端に声を荒あららげた。

「あのふたりは、メトロポリタン合衆国やエルミタージュ帝てい国こくからの留学生だ。ふたりがアルテナに来たのなんて、半年も前の話だぞ」

「ルーヴルは完全に後手に回っていたってわけね……」

　三大国からの留学生は自分だけではなかった──そうデュセルは痛感した。

　アルテナを守る魔術秘密結社『七詠唱セブンキヤスト』と、三大国のそれぞれのエージェントと諜ちよう報ほう機関。これから先、三種の神器を巡めぐっての四つ巴どもえの争いは避けられないだろう。

　焦しよう燥そう感かんに駆られるデュセルの前に、金髪の少女が歩み寄る。

「ごめんあそばせ」

　歩き方ひとつにも気品ある佇たたずまいを見せる、合衆国メトロポリタンのエージェント。その濃のう紺こんの瞳は、昨夜デュセルが目にした『星条青玉スターサフアイア』に他ならない。

「学園へようこそ、デュセルさん。分からないことがあればなんでも聞いてくださいね。わたくし、生徒会長のステラ・スティングレイと申します」

「…………先せん輩ぱいって、つまりそういう意味でもあったのね」

　ステラはどこか得意げに、デュセルの前でおっとりと一礼したのだった。








第二章　プレジデンツヘッズ・サファイア









「ごきげんよう、デュセルさん。ごいっしょにランチはいかがかしら？」

　ウエノ学園の昼休み時、ひとりの上級生がデュセル・デュランダルを訪ねてきた。

　金の巻き毛を後頭部で束ね、穏おだやかな物もの腰ごしと憂うれいを秘めた垂れ目が魅み力りよく的な、セレブの世界から抜ぬけ出してきたようなゴージャスかつエレガントな令れい嬢じようだ。

　ステラ・スティングレイ。

　メトロポリタン合衆国大統領のひとり娘むすめにして、半年前から学園に潜せん入にゆうし、今では生徒会長という要職についている国家魔ま術じゆつ師しでもある。

　昨夜に激げき闘とうを繰くり広げたばかりの相手が、『星条青玉スターサフアイア』の瞳はそのままに、今はバスケット片手にほほえんでいる。その姿にデュセルは頭が痛くなった。

「……朝に追い返されたばかりなのに、また来たの？」

「はい。来てしまいました」

　悪びれもせず、にこやかに頷うなずくステラ。

　アルテナに伝わる玉璽レガリア級聖遺物『三種の神器』を巡って争う間あいだ柄がらだというのに、デュセルに対するステラの態度はあまりにフレンドリーだ。

「来てしまいましたじゃないわよ……」

　それでなくとも、昨晩は激しい魔術戦せん闘とうがあったせいで寝不足なのだ。ふと隣りん席せきを見てみると、友人であるブランドン・ブラックバーンはメガネをかけたまま眠りこけている。いっそ同じ姿勢で居眠りしてしまいたいデュセルであった。

「だめかしら？」

　ほほえむステラの背後では、生徒会メンバーや彼女の親衛隊らしき取り巻きたちが無言のプレッシャーを放っていた。

（なんだって敵対組織同士で仲良くお昼しなきゃいけないのよ……）

　半年前から学園に潜入して人気を培つちかってきた相手だ。しかも個人主義が目立つウエノ学園においてこれだけの人数を集められるとなると、相当な人望があるのだろう。

（それになんなの、後ろに控ひかえた友だちの量！　あたしに見せつけてるわけ？）

　きのう留学してきたばかりのうえ、おまけにぼっちのデュセルはすっかり差をつけられてしまっており、やりにくいことこの上ない。

「あ、あたし、ここにいるブランとごはん食べる約束してるから」

「うふふ。でしたら、彼もいっしょにいかがかしら？」

　遠回しに断られてもステラはめげない。今度はブランごとデュセルを誘さそってきた。

「デュセルさんは放課後も色々とお忙いそがしいようですし、こういう機会でもなければ留学生同士の親交も深められませんから」

　にこにこと上品にほほえむステラだが、互たがいの裏の顔を知っている者同士、デュセルの目にはどうしてもステラの温和な笑顔に裏があるように見えてならない。

　と、そのとき。

「会長！　お待ちください！」

　デュセルがどう返答すべきか迷っていると、ステラの取り巻きたちが騒さわぎ始めた。

「ルーヴルの姫ひめ君ぎみはともかく、落ちこぼれも昼食に誘うとは正気ですか！」

　取り巻きを代表して口を開いたのは、いにしえの民たみの末まつ裔えいらしき、古風に黒髪を切り揃そろえた堅かた物ぶつそうな少女だった。

「あら、副会長さん」

「会長はご存じないでしょうが、そこで居眠りを続けているブランドン・ブラックバーンという男は、中等部時代から成績万年最下位のクズ石です！　麗うるわしき我われらが会長と同じ空気を吸うことさえ、我々は我が慢まんなりません！」

　副会長と呼ばれた少女は扇おうぎを手に、険しい目つきでブランを睨にらみつけている。瞳はベリル位階の『水宝玉アクアマリン』。貴石ランクのエリート魔術師だ。

「そんな言い方は──」

「ちょっと！　そうやって好き放題言い散らかすの、あたしは感じ悪いと思うわ！　あたしの友だちを侮ぶ辱じよくすることは、あたしを侮辱するのに等しいのよ！」

　ステラを押しのける勢いで怒いかりの声を上げたものの、すぐに自分の迂う闊かつな発言を悔くいるデュセル。

（しまった、つい言っちゃった……また友だちを作る機会を減らした……）

　しかし、一度切ってしまった啖たん呵かは魔術の力でも引っ込められない。

「デュセルさんのおっしゃるとおりです。みなさんも暴言や中傷は慎つつしむように。それと、ブランドンさんにもちゃんと謝ってくださいね」

　ところが思わぬところから助け舟ぶねが入った。ステラは品の良よい顔立ちを保ちつつも、副会長を始めとした取り巻きたちを軽く睨みつける。

「し、しかし会長、このようにクズ石は寝ねていますし、聞こえていなかったのでは……」

「だめです」

　弁明を試みる副会長に対し、きっぱりとした態度を崩くずさないステラ。

　生徒会長が言い出したら曲げない性格なのは分かっているのだろう、やがて副会長は観念したのか重いため息をこぼした。

「ええい、忌いま々いましいクズ石め。その、なんだ、すまなかったな、許すがいい」

　そして悔くやしげに歪ゆがむ顔を扇で隠かくしたまま、とりあえずの謝罪の言葉を口にする。

「よかった。これで仲直りです」

「今の、あんまし謝っているよーには聞こえなかったんだけど……あたしの語学力不足のせいなの？」

　とりあえず副会長が頭を下げたので、ステラは満足げに目を細めた。デュセルはしきりに首を傾かしげ続けていたが。

　するとその瞬しゆん間かん。

「今の、もっかい言ってくれないか？」

　眠ねむっていたはずのブランが突とつ然ぜん身を起こし、ニヤニヤとした面持ちで副会長の顔を見上げた。見れば、いつの間にかメガネを外している──憑ひよう依い中の合図だ。

「あの高飛車な副会長がおれみたいな落ちこぼれに謝罪の言葉なんて、貴重な機会過ぎて要録音だからな」

「ええい、忌々しいクズ石め！　このクズ石！　クズ石のくーせーにー！」

　ブランの嫌いやがらせを受け、副会長は涙なみだ目で八や重え歯ばを剝むき出しにし、地団太を踏ふむ。

「副会長さん。ちょっとそこにお座りなさい」

「もっ、申し訳ありません会長！　心こころ得え違ちがいをしておりましたーっ！」

　ステラは暴言を吐はいた副会長を床ゆかに正座させ、彼女への説教を開始しようとする。

　だが、そこへ思わぬ珍ちん客きやくが現れた。

「なんの騒ぎか知らんが、おれは生徒同士の揉もめ事なんて御ご免めんだぜ」

　現れたのは、背筋の通った矍かく鑠しやくたる老人だ。渋しぶい仕立ての衣装の上から魔術ローブを羽織ったロマンスグレー。白い髪かみと髭ひげに、トレードマークの黒いサングラス。いわずもがなのワイリー・ワイズマン教授だった。

　この老教授はアルテナでも一、二を争う有名人で、生徒たちからの人望も厚い。

「ワイズマン教授！　悪いのはわたしではなく、このへっぽこ落ちこぼれのクズ石です！」

　副会長も途と端たんに可愛かわいげのある敬愛の表情を見せ、全責任をブランへとなすりつける。

「言い分は互いにあるだろ。だから互いに吞のみ込め、そしたら万事解決だ」

　ワイズマンは副会長の主張に耳を貸すフリをし、肩かたをすくめた。

「教授はどうしてブランドンにそう甘いのですか！」

　行ぎよう儀ぎよく正座したまま、副会長はワイズマンの裁定に対して不服そうに訴うつたえた。

「甘いか？」

「大甘です！　この前も追試を免めん除じよされておりました！」

「いやあ、そうだったかな？」

　指し摘てきを受けたワイズマンは、わざとらしくとぼけてみせる。

　そこで、ステラがぽんと手を打った。

「あら。そういえばブランドンさんのご趣味はフィギュアさんだそうですね。確か、教授のデスクにも数体……」

「邪推はよせ。あれはおれが自分で作ったものだ」

　まったく顔色を変えず、ワイズマンはまたも白々しくうそぶく。

　その間、デュセルは黙だまり込んだまま、警けい戒かいの面おも持もちで老教授の顔を見上げ続けていた。正確に言えば、サングラスに隠された瞳ひとみの位階を、だ。

（やっぱり見み抜ぬけない……。ってことは、このおじーちゃんが七詠唱セブンキヤストの一員って可能性もあるのよね……）

　デュセルの疑念は的を射ていた。老教授の正体は『大賢者ワイズマン』の名を持つ分身シヤドウ。ブランとモリガンの生活費や秘密結社としての活動費も、全すべてはこの老教授の名義で所有している魔術開発の特許料で賄まかなわれている。

　クズ石位階の落ちこぼれ学生という役割を持つ、ブランと瓜うり二ふたつの分身シヤドウ『案山子スケアクロウ』と、ワイズマンの目が合う。魔術的には同一人物であるふたりは、しかしお互い無関係の間柄を取り繕つくろい、何気なく視線をそらし合った。

「ときにデュセル君とステラ君、ちょっと時間はあるかね？」

「え？　いやそれは──」

　そうしてワイズマンは、ふたりからの返事を待たずに、呪じゆ文もんを口にする。

「ＡＢＲＡアブラＣＡＤＡＢＲＡカダブラ」

　と同時に、三人の姿が教室から搔かき消え、一瞬のうちにワイズマンの研究室へと転移してしまった。

「えっ、えっ？　もしかして瞬間転移？」

「教授。わたくし、学友のみなさんとランチの時間を楽しもうと思っていたのですが」

　突然のことに面めん食くらうデュセルとは対照的に、ステラは軽くため息をこぼすのみ。

「ま、時間は取らせない。好きにかけてくれ。なんなら何か飲むかね？」

　ワイズマンは、デュセルとステラに対して執しつ務む机の向かいの空席を促うながす。

　が、ふたりの視線は執務机の奥、棚たなの上に丁重に飾られた、一本の古い神しん剣けんに注がれていた。

　玉璽レガリア級聖遺物『草クサ薙ナギノ剣ツルギ』。

　いにしえのくに時代の王権象しよう徴ちようたる剣・鏡・玉──『三種の神器』のひとつ。

　デュセルにとっては父王から奪だつ取しゆを命じられた高位聖遺物だ。そして無論のこと、それは合衆国大統領を父に持つステラにとっても同様である。

　昨夜、デュセルとステラはこの神剣を巡めぐって争ったばかりだ。

「──ふたりとも。コーラでも飲むかね？」

　両者の視線が草薙剣に注がれていることを百も承知で、ワイズマンはまるで気づかぬ素そ振ぶりを演じる。そうして、教授のデスクに似合わない美少女フィギュアが飾られた執務机の裏の冷蔵庫から、コーラ瓶びんを三本ほど片手で取り出そうとした。

「結構よ」

「はい。わたくしも結構です」

　しかしすげなく断られ、老教授は渋しぶ々しぶコーラ瓶を冷蔵庫に戻もどす。

「……ならば早さつ速そく、本題に入らせてもらおう」

　気を取り直したワイズマンの鋭するどい眼光が、サングラス越ごしに少女たちへと向けられる。

「君らふたりが夜遅おそい時間に魔都を出歩いていた、という目もく撃げき情報があった。学生の本分は勉学であるからして、ま、おれの顔を立てると思って夜間の外出は控えてくれ」

「……はい？」

　どんな話題が飛び出すかと身構えていたデュセルは、予想外の言葉に目を丸くした。

「えーと、話ってそれだけ？」

「まあな。今後、夜に出歩いているところを教員が見かけた場合は、否いや応おうなく補導するのでそのつもりで」

　軽く肩をすくめるデュセルの隣となりでは、ステラが黙ったまま楚そ々そとして落ち着き払はらっている。

（さすがはステラ先せん輩ぱい、こっちの意図を読んだみたいだな）

　ワイズマン──その体に意識を憑依させたブランは、今も沈ちん黙もくを保っているステラに対し、サングラス越しに警戒の眼まな差ざしを向ける。

「しかし、ルーヴルの姫ひめ殿でん下かや、メトロポリタンの大統領令れい嬢じようにして我が学園の生徒会長ともあろう者が、危険な夜遊びはしないだろう。目撃情報も見間違いかもな」

　教授の立場から投げた、これは牽けん制せい球きゆう。

「まあ、教授ったら」

　わけが分からず首を傾げているデュセルを尻しり目めに、ステラが悠ゆう然ぜんとほほえむ。

「わたくしも見間違いではないかと思いますが、もしもまた、そうした噂うわさが流れた場合はいかがされるおつもりかしら？」

　意図をくみ取り、あえて挑ちよう発はつじみた物言いを返したステラ。

　対するワイズマンは「ふうむ」と考え込む素振りを見せる。そして豪ごう放ほう磊らい落らくな老教授のロールプレイを続け、憑依中のブランは言う。

「さしあたって、三者面談だな」

「…………はい？」

　突とつ拍ぴよう子しもないワイズマンの返答に、またも驚おどろきに目を丸くするデュセル。その隣では、冷静沈ちん着ちやくなステラもさすがに面食らった様子だった。

「あのさ、おじーちゃん。あたしの父親って、ルーヴルの国王なんだけど」

「わたくしのパパも、メトロポリタンの大統領ですが」

「それでおれが物もの怖おじするとでも？」

　すかさず切り返すワイズマン。

「生徒らの素行のためだ、相手がどんな権けん威いだろうと時間は作ってもらう。娘むすめの近きん況きようは親にとっても気がかりだろうからな」

　遠回しとはいえここまで言われれば、デュセルもワイズマンの真意に気づかざるを得なかった。今の台詞せりふは、三大国のトップがアルテナで聖遺物争そう奪だつの任務を命じていることに対する、明らかな警告なのだと。

　その警告を口にしたのが、アルテナでも高い権威を持ち、魔術秘密結社『七詠唱セブンキヤスト』の一員と目される怪かい人物なのだから、この言葉は台詞以上に重い。ブランはワイズマンの立場を利用し、敵対関係にあるデュセルとステラに釘くぎを刺さしたのだ。

　もちろん台詞だけなら、教師が生徒に軽い注意をしているようにしか聞こえないだろう。いくらでも言い逃のがれできる内容だ。

　ようやく場の緊きん迫ぱく感かんを察し、ごくりと唾つばを吞み込むデュセル。どう返答したものか、考えあぐねている様子だ。

　しかし隣のステラは、上品に軽くほほえみ、おっとりと小首を傾げる。

「パパがお仕事の日は、面談はママでもよろしいかしら？」

　──天然か、はたまた策士か。

　ステラの一言は、今までの話題を強ごう引いんに、教師と生徒の他愛たあいない雑談という方向へ持って行ってしまった。

　こうなっては、ブランとしてもこの場はなあなあで済まさざるを得ない。

「む、むう。まあ、親おや御ごさんのどちらかであれば三者面談になんの問題もないが……」

「うふ。それは良かったです」

　鼻白むワイズマンを前に、ステラは手を合わせてにっこりほほえんだ。

　これでこの話は終わり。今のステラの台詞は、おとぼけにしろ打算にしろ、駆かけ引き上では最善の一手だった。

「デュセルさんも、お父様がお忙いそがしいときはお母様に頼たのんでは──」

　何気なく続けられたステラの言葉が、不意に途と切ぎれる。母親の話題を振ふられた途端、デュセルの顔から表情が消えていたのだ。

　ただならぬ雰ふん囲い気きにステラは口をつぐみ、ワイズマンも押し黙る。

「これで話が終わりなら、もう行っていいわよね」

　誰だれも寄せつけようとしない底冷えした声とともに、デュセルはその場から立ち上がった。

「……ああ。時間を取らせてすまなかったな」

　ブランは昨夜、デュセルが母を失っていることを魔女ウイツチの魔術で籠ろう絡らくしたＭＩ７の諜ちよう報ほう員から聞き出している。今の言葉はワイズマンの口を借りた、詫わびのつもりの一言。

　しかしデュセルは、その謝罪を聞き終えることなく研究室を後にしていた。




　　　　[image: くぎり]




　午後の講義の時間になっても、デュセルは姿を現さなかった。

「先生、ちょっと気分が悪いんで、早退扱あつかいにしといてくれ」

　今も自宅にひきこもっていたブランは教室内の『案山子スケアクロウ』に憑ひよう依いし、そのままメガネを外して席を立った。そして怒ど声せいを背に受けながらも教室を後にする。

　どうしても気になったので、デュセルを捜さがしにいくことにしたのだ。

　憑依する前の時点で、広域探たん索さく型の『大賢者ワイズマン』の機能ですでにデュセルの魔力探知は済ませており、場所は判明している。

　そもそも『大賢者ワイズマン』は、もとは聖遺物探索を主眼に置き魔力探知に特化させたタイプ。いわば超ちよう高性能の魔術的レーダーともいえる分身シヤドウなのだ。ダイヤモンド位階の持ち主が今は魔導図書館にいることくらい、調べがついていた。

　ウエノ学園の魔導図書館──

　禁帯出や閲えつ覧らん不可に該がい当とうする書庫を除けば学生にも一いつ般ぱん開放されている、アルテナで最も大量の書物が所蔵されている場所だ。

　螺ら旋せん状の大階段を中心に据すえた図書館の本ほん棚だなは、さすがに高位聖遺物に該当する魔導書の一点ものの原書こそ見当たらないが、それこそ、移民がアルテナに持ち込んだ数々の魔導写本から、旧きゆう暦れき時代の貴重な絶版本、魔法暦に入ってから記された魔術師たちの研究著書など、所蔵ジャンルは多た岐きにわたっている。

　ついでに、いにしえのくにの貴重な資料ということで、旧暦二〇〇〇年ミレニアム以前のマンガやライトノベルもずらりと取り揃そろえられていた。

「……おや。どうしたんだい？」

　と、館内へと辿たどり着いたブランの背中に、不意に声がかけられた。

　ピンクがかった長い赤毛を一本の三つ編みに纏まとめ、メガネをかけた、地味な印象の女学生。その長く垂れ下がった三つ編みが、一瞬、ブランには蠍さそりの尾おのように見えた。

「確かお前は……今朝、教室に来ていたエルミタージュの留学生の──」

　昨夜、ブランたちの三つ巴どもえの戦いを遠くから見物していた少女でもある。

　彼女はズレたメガネをかけ直しながら口を開いた。

「……キミは、不老不死って信じるかい？」

　予想外の質問だった。

　ブランは目を凝こらし、相手の瞳ひとみの位階を覗のぞき込む。

　分厚いレンズの向こうに見える瞳の位階は『クズ石』だ。聖遺物奪取の密命を帯びたエージェントがクズ石だとは考えにくいが、ブランの記き憶おくが確かなら、そもそも夜の魔都で彼女に遭そう遇ぐうした記憶がない。ＭＩ７やＣＩＡに類する帝国エルミタージユの諜報工作部隊にさえ、お目にかかったことはないのだ。

「いきなり意味不明なことを聞かれても困る。まあ、おとぎ話に出てくる大魔術師なら、それも可能かもしれないな」

「フフッ……冗じよう談だんだよ。初対面の人間に途と方ほうもない質問を投げかけてみるのが私の趣しゆ味みだからね。ただ……魔術師たる者、得てして永遠の生命を欲ほつするものだよ」

　不老不死の実現は、最終到とう達たつ領域『魔法』──古来より魔術師たちの探究の終着点のひとつとされている。ウエノ学園でも魔法の研究に手を染めている者は多い。

「もしかしてルーヴルのお姫ひめ様を捜しに来たのかな？　だったら奥の読書室へ行くといい。ただし、図書館ではお静かにね……」

　自らの唇くちびるに軽く人差し指を当てると、少女は足音も立てずに去っていく。

　帝国の留学生の背中をしばらく目で追っていたブランだったが、その背が見えなくなると、言われたとおり静かに読書室へと向かった。

「くー」

　そこには、机に体を預け、安らかな寝ね息いきを立てるデュセルの姿があった。

「おいおい……」

「くかー」

　がっくりと腰こし砕くだけになるブランだが、デュセルは実に幸せそうに熟じゆく睡すいしている。

　友人のことを気に病やんで捜しに来たのが馬ば鹿からしくなるような居い眠ねむりっぷりだ。

「……そういや、きょうは随ずい分ぶんと眠そうにしていたっけか」

　昼は学生、夜はエージェント、そんな二重生活を両立させるには、魔ま法ほう世界といえども睡すい眠みん時間を削けずるしかない。あるいは、ブランのように学園生活を身代わりに任せるか。

　起こすのは気が引けたが、このまま立ち去るのもわざわざ早退した甲か斐いがない。

　なのでブランは少しイタズラをすることにした。居眠り前にデュセルが積み上げていた傍かたわらの魔術研究書の山を、全すべて少女マンガにすり替かえる。

「くくく……一度は友だち相手にこういうイタズラをしてみたかったんだよ……」

　そして仕し掛かけを終えると、離はなれた物もの陰かげに潜ひそみ、成り行きを見守った。

　少しの辛しん抱ぼうの後、ようやくデュセルが目を覚ます。

「んー、あれ……？」

　油断しきったとろんとした面おも持もちで、未いまだ眠そうにまぶたをこすっている。

「あたし、寝ちゃってた……？」

　まさか物陰からブランがその様子を録画しているとも知らず、デュセルは恥はずかしげに口元を隠かくした。

「あたし、こんなの持ってきてたっけ？」

　傍らの少女マンガを手に眉まゆをひそめるデュセルだったが、軽い寝ね惚ぼけが続いているのだろう、眠気覚ましのつもりでそのままパラパラとページをめくり始める。

　右から左ではなく、左から右へと。

（しまったああああ！　ルーヴルとはマンガ文化が違ちがうんだったああああ！）

　逆から読んでストーリーが分かるはずもない。ブランのイタズラの甲斐なく、デュセルはしきりに首を傾かしげるばかりだ。

　が、突とつ然ぜんページをめくるデュセルの手が止まり、わなわなと震ふるえだす。

「おともだちから始めましょう……って、友だちがスタート地点なの!?　ゴール地点だとどこまでいっちゃうの!?」

　愕がく然ぜんとした面持ちでマンガを凝ぎよう視しするデュセル。

「あ、あたしには刺し激げきが強いみたいだわ……」

　彼女は顔を真っ赤にしてドキドキする胸を押さえ、おぼつかない足取りで窓へと向かった。どうやら換かん気きのために風に当たるつもりらしい。

　デュセルは窓を全開にし、それでも落ち着かない様子で、上気した頰ほおに手を当てている。入り込んだ穏おだやかな風が、彼女のポニーテールをふわりと揺ゆらしていった。

　そのさまを、どこか食い入るように見つめるブラン。

「どうかなさったのかしら？」

　その背に、ひょっこり顔を出したステラが突然声をかけた。

「ス、ステラ先せん輩ぱい。なんでこんな時間にこんな場所に？」

　思わずギョッとなって背後を振り返るブランに対し、いつの間に忍しのび寄っていたのかは分からないが、ステラは不思議そうにおっとりとした微び笑しようを浮うかべている。

「うふふ。うちはカリキュラム選せん択たく制でしょう？　わたくし、この時間は自分の魔術研究のために時間を空けて、自習に使っているんです」

　茶ちや目めっ気たっぷりに上品にほほえむステラの手には、確かに数冊の魔導書が携たずさえられていた。だが、ここで騒さわぎ続けていると隠れているのがデュセルにバレかねない。

　ブランは仕方なく、ステラの手を引いて物陰に引っ張り込んだ。

「ステラ先輩、ちょっと静かにしてもらって構わないか？」

「え、ええ、わたくしもちろん構いませんけれど……」

　ステラは後輩の突然の行動に、緊きん張ちようの面持ちで頰を赤らめている。

「なら、ここに隠れて。お姫様にバレないよう身を潜めて」

「は、はいです」

　言われるまま、物陰に身を潜めるブランの背中に隠れるステラ。

　と、距きよ離りが近かったせいか、軽く密着した。

　具体的に言えば、重力から解き放たれて突つき出されたステラの爆ばく乳にゆうが、ブランの背中でぶにゅんと押し潰つぶされた。

「先輩近い」

「ご、ごめんなさいです」

　ブランの素っ気ない反応に、ステラの顔はさらに真っ赤に。

　もっとも、ブランも顔つきだけは平静さを保っていたが、柔やわらかなふたつの感かん触しよくに、内心感激していた。

　やはり高位の女性魔術師はブラをしないという説は正しかった。ステラほどのスタイルの持ち主がノーブラなものだから、押しつけられた柔らかさはとんでもない。

「できればもっと近く」

「え、え、ええーっ？」

　ついつい本音が漏もれた。ひきこもりは独り言が自然と多くなるものだ。一方、思いがけない後輩の一言に、ステラは完全に狼ろう狽ばいしてしまっている。

　年上の才さい媛えん、憧あこがれの生徒会長、それも名物教授相手にやりあえる胆たん力りよくの持ち主が、こうもあたふたとうろたえているのは、ギャップのせいで随分と可愛かわいらしく見えた。

　今もステラはまるで、もじもじの国のプリンセスのように恥じらっている。それもまた普ふ段だんの高貴で近寄りがたい生徒会長としての姿とは落差があり、実に新しん鮮せんな感じだった。おまけにこれだけ近いと実にいい匂においがする。

「……なにやってるの、あなたたち」

　と、そこで、吊つり目をジト目に変えてデュセルが底冷えする声を発した。

　物陰に潜むブランとステラの存在に、とっくに感づいていたのだろう。あれだけ騒げば、バレないほうがおかしいとも言える。

「ふーん。あなたたちって、そんな関係だったんだ。ふーんだ」

　人前ではクールな自分を保とうとするデュセルだが、まるでなっちゃいない。ブランとステラが一いつ緒しよにいることを密会と勘かん違ちがいし、動どう揺ようぶりが如によ実じつに顔に表れている。

「ち、違いますデュセルさん！　わたくしは単に図書館に寄っただけで、そういう勘違いはブランドンさんに失礼です！」

「あたしがどーゆー勘違いしてるっていうのよ？　べ、別にいいじゃない、ブランにあたし以外の友だちがいたって！　あたしにはブラン以外の友だちなんていないけどね！」

「……えっ、友だち？　恋こい人びとじゃなくて、ですか？」

　ステラは予想外のデュセルの反応に、ぽかんとした顔で目を丸くする。

「こいびと？」

　一方デュセルもステラの言葉が予想外だったのか、訝いぶかしげに眉をひそめた。

「恋人って、将来を誓ちかい合った仲のことよね……ブランって婚こん約やく者いるの？」

「いいや。そっちは？」

「ふーん。あたしもいないわ」

　デュセルはたいして興味なさそうに、軽い調子でブランと顔を見合わせた。

「婚約だの結婚だの、そーゆーのは王族の義務として果たすものでしょ、どう考えても今の状じよう況きようだと関係ないじゃない」

　とてつもなくクールに言い切るデュセル。

「あたしが言いたいのは、友だちじゃないんだったらベタベタしないでくれる、ってことよ！」

　デュセルは初めての友人をステラに奪うばわれまいとブランの手を引き寄せ、吊り目を細めて毅き然ぜんと奪い返した。その姿は凜り々りしくもあるのだが、なぜか駄だ犬けんのようにも見える。

「え、ええと、友だちというものは取り合うものではないと思いますけれど……」

「それは持たざる者の理り屈くつじゃないわ！　いいわよね、友だちに恵めぐまれている人は！」

　まったく話が嚙かみ合わないまま、会話の応おう酬しゆうを繰くり広げるデュセルとステラ。

　一方ブランは、先ほどから無言でふたりの様子をずっと録画し続けている。

　その【●ＲＥＣ】状態の目は、自らの両りよう脇わきで言い合いを続ける少女たちの弾はずむ胸むな元もとへと、間近に寄ったアングルで交こう互ごに注がれ続けていた。あちらが揺れればこちらが弾み、こちらが揺れればあちらが弾む。

「役得感ある」

　眼福を満まん喫きつしていたブランだったが、夢のような時間は唐とう突とつに終わった。

「……おい、ブランドン・ブラックバーン」

　ここは図書館だ。これほど騒がしい一角は嫌いやでも目につく。

　いつの間にか講義時間が終わっており、気づけば生徒たちの姿も多々あった。

「貴様、会長になにを吹ふき込んだのだ！」

　その中には、ステラに心しん酔すいする副会長の姿もあった。

　丁てい寧ねいに切り揃そろえられた黒くろ髪かみを逆立たせ、わなわなと震える手で扇おうぎを握にぎり締しめながら八や重え歯ばを牙きばのように剝むき、怒いかりの面持ちでブランを睨にらみつけている。

「どうせくだらぬ厄やつ介かい事に会長を巻き込んでいるのだろう！　そもそも貴様のようなクズ石が未だに学園に居座っていること自体、わたしは前から不承不承だったのだ！」

「副会長さん、言い過ぎじゃないかしら……」

「問題ございません！　会長は黙だまっていてください！」

　いつもなら副会長のブレーキ役となるはずのステラは、ブランやデュセルのせいで普段の調子をすっかり乱されており、まるで強く出られずにいる。

「なにせこの男のことは、わたしのほうがよく知っているのです！」

　副会長はこの好機に、ここぞとばかりに畳たたみかける。

「そりゃまあ、幼おさな馴な染じみだからなあ」

「幼馴染ってどーゆーこと!?」

「副会長さんにそんなお相手がいたなんて、わたくしも初耳です」

　うんざりとしたブランの言葉に、なぜか混乱に拍はく車しやがかかるデュセルとステラ。

「副会長が扇を手放さないのは、昔おれが八重歯のことを散々冷やかしたからなんだ。あのころは悪かったな」

「ち、違う！　わたしの人格形成に貴様が関かかわったことなど一度もないぞ！」

「ふ、ふーん、ブランって幼馴染がいたんだ。ふーん。ふーんだ……」

「いたいですデュセルさん、わたくしの耳を引っ張らないで」

　しかし、戸と惑まどうふたりを余よ所そに副会長は勝手に話を進める。

「ともかく、貴様との腐くされ縁えんもこれで終わりだ、ブランドン。一緒に来てもらうぞ！」

　そうしてブランは、副会長を始めとした生徒会メンバーに連行されてしまう。

「ちょっと、あなた生徒会長でしょ、どーにかしなさいよ！」

「そ、そうですね。でも、どうしたものかしら？」

「幼馴染ってやっぱり、世間一いつ般ぱんの友情ランクで言ったら、きのうきょうの友だちより上だったりするの!?」

「そっちの心配ですか!?」

　デュセルとステラは調子を崩くずされっぱなしで、終始まるで役に立たなかった。

　ブランとしては再度ワイズマンを使って仲裁の真ま似ね事ごとをしたいところだったが、残念ながら老教授は講義後の学生に質問攻ぜめにあっており、動かせない。

　結果、あれよあれよという間にブランは引っ立てられていく。その顚てん末まつを、騒がしくなり過ぎた図書館の隅すみで、赤毛の少女がため息まじりに見つめていた。
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「決けつ闘とう!?」

　生徒会室に、珍めずらしくもステラの素すっ頓とん狂きような声が響ひびいた。

「そのとおりです会長！」

　一方の副会長は、なぜか得意げに扇を拡ひろげた決めポーズを披ひ露ろうしている。

　彼女の居い丈たけ高だかな視線の先には、これまたなぜか縛しばり上げられて部屋の隅に転がされているブランの姿があった。

「この男ブランドン・ブラックバーンは、出席こそ欠かさずしておりますが、授業態度は最悪の居い眠ねむり常習犯、魔ま術じゆつ試験は落第同然の赤点塗まみれ、おまけに幼少期より盗とう撮さつ魔まの気があり犯罪者予備軍なのです！」

「おい。最後のひとつは証しよう拠こあんのか」

「なくとも幼馴染の勘で分かる！　そんな貴様がギリギリ進級してこられたのは、わたしが敬愛してやまないワイズマン教授のご厚情あってこそだ！」

　ブランの反論を封ふう殺さつし、副会長は今までため込んできた鬱うつ憤ぷんを爆ばく発はつさせる。

「なのに貴様という男は、恩を仇あだで返し、レポート提出であろうことかワイズマン教授の素す晴ばらしい論文を丸写ししたのだ！　ゆるさーん！」

　その言葉に、ブランは苦々しげに顔を歪ゆがめた。

（副会長……今お前がボロクソにけなしている相手が、その敬愛してやまないワイズマン教授の正体なんだが……）

　しかし、事実はどうあれまさかワイズマンと自分が同一人物だなどと弁明できるはずもない。それにこの誤解に関しては、『大賢者ワイズマン』に持たせるはずだった学会提出用の論文を寝ね惚ぼけて『案山子スケアクロウ』に持たせてしまったブランが全面的に悪い。

「でも副会長さん、それと決闘となにか関係があるのかしら？」

　と、ステラはエキサイトする部下をたしなめるべく口を挟はさんだ。

「お聞きのとおり、この男は魔術師として不適格な落らく伍ご者、学園に在ざい籍せきする価値もないクズ石です。よって今再び適性試験を実じつ施しし、正否を問うべきかと！」

「……それで決闘を？」

「左さ様ようです！」

　きらーんと『水宝玉アクアマリン』の瞳ひとみを輝かがやかせ、再び決めポーズの副会長。

「生徒会のメンバーとの魔術試合を執とり行い、勝てば学籍存続、負ければ即そく時じ退学。どうだクズ石にも分かりやすい理屈だろう」

　愉ゆ悦えつに歪む口元を八重歯ごと扇で隠かくし、副会長は陰いん険けんな視線をブランへと突き刺さす。

「もちろん試合相手はこのわたしだ。腐れ縁に対するせめてもの情けで引導を渡わたしてやる。覚かく悟ごするがいい、ブランドン」

「そんな非公式の決闘なんざ、誰だれが受けるか」

　簀す巻まきにされたままのブランは、不ふ機き嫌げんそうに副会長の提案を一いつ蹴しゆうする。

「ワイズマン教授は面おも白しろそうなことなら進んで許可なさる度量の深さをお持ちだ。お気に入りの愛まな弟で子しであるわたしの頼たのみならば、必ず聞き届けてくださるだろう」

「お前なんかお気に入りじゃねえよ」

「なぜ貴様がそう断言できる！　証拠があるのか！　クズ石ごときに教授のお考えを理解できるはずがなかろう！」

　思わず本音が漏もれただけなのだが、副会長は一層ぷりぷりと怒おこりだす始末だ。

　しかし、他ほかの生徒会のメンバーも副会長に同調の姿勢を見せている。

　そのさまを、ステラは上品な微び笑しようを浮うかべたまま、一歩退ひいた場所から冷静沈ちん着ちやくな態度で傍ぼう観かんし──




（どうしてこんなことになっちゃったのかしら～～～～～～!?）




　──そして笑え顔がおのポーカーフェイスの裏で、内心焦あせりまくっていた。

（このままでは、同じ学び舎やの後こう輩はいが魔術師として大成する道を閉ざしてしまいます！　どうしましょう、どうしましょう～～～！）

　乱れに乱れる本心をひた隠しにしたまま、ステラはにこにこ顔を保っている。

　大統領令れい嬢じようであるステラは、天然であることは否いなめないし、聡そう明めいでもあるが、とりわけ策士というわけではない。ただ、頭の回転は速かった。今こうして傍観している間にも、縁もゆかりもないブランの窮きゆう地ちをいかに打破するか、必死に考え続けている。

　そう、彼女は生きつ粋すいのお人ひと好よしであった。

　昼食にデュセルを誘さそったのも、彼女が未いまだ学園に馴な染じめていないことを危き惧ぐし、本心から素直に、学園生活では素す敵てきな交友関係を築きたいと思っていたからこそだ。

　今は確かに夜になれば戦いあう間あいだ柄がらのエージェント同士だが、この先ルーヴルとメトロポリタンの対立関係がどう転ぶか分からない以上、両国のトップの縁者であるふたりの仲は深めておいて損はない。

　ワイズマン教授との駆かけ引きも、持ち前の頭脳をぐるぐるぐると最大回転させて最善手を弾はじき出したに過ぎない。難局を乗り切った際の取り澄すました態度からはとても想像のつかない事実だが、彼女はあのときも内心ビクビクだったのだ。

「うふふ。なら、こういうのはどうかしら？」

　ステラ・スティングレイという少女は、今まで小こ賢ざかしい策に頼たよる必要もなく、持ち前の美点だけで様々な大おお舞ぶ台たいを乗りきってきたのだろう。
















　彼女は意を決し、『星条青玉スターサフアイア』の眼まな差ざしを副会長素通りでブランへと直接向ける。

「ブランドンさんの決闘相手は、このわたくしが務めます。そしてもしもあなたが勝てば、今後の学生としての身分を、生徒会の権限内においては必ず保障し続けましょう」

　この提案に、ブラン以外のその場にいた全員が驚おどろきに目を剝いた。

　だが、彼らの驚きよう愕がくはさらに続く。

「それともうひとつ。無ぶ粋すいな決闘に付き合わせてしまったお詫わびに、わたくしに出来ることならブランドンさんの望みをなんでもひとつ叶かなえる、と、ブランドンさん側にも勝利報ほう酬しゆうを付け加えるというのはいかがかしら？」

　ステラの言葉に、今度こそブランは反応を示す。

「あいよ。やる。絶対やる」

　当たり前のように即そく答とうしていた。

「ほ、本気ですか会長！　なにも会長のお手を汚よごさずとも、あんなクズ石くらいわたしが軽くひとひねりに！」

「だめです」

　案の定口を挟んできた副会長を、ステラはすぐにたしなめる。

「それとも、まさかわたくしが遅おくれを取ると？」

「い、いえ、もちろん会長がクズ石ごときに負けるなど砂すな粒つぶほどにも疑っておりませんが……ここはやはりわたしの手でボコボコにしてやりたいという……」

「だめ。わたくしの決定が不服かしら？」

　渋しぶる副会長に有う無むを言わせず、ステラは満面の笑みを浮かべた。

　その内心では──

（これでわたくしがワザと負ければ、もう生徒会のみなさんがブランドンさんの素行に口出しすることはありませんね！）

　──などと、実に慈じ愛あいに満ちたお考えを抱いだかれていた。

「し、しかし、わたしの過去の経験から言わせていただければ、やはりなんでもは言い過ぎです！」

「いくらおれでも変なことは頼まないって……たぶん」

「では貴様の望みをここで言ってみろ！　どうせ貴様のことだから、会長の麗うるわしい肉体にその汚きたならしい欲よく望ぼうをぶつけるつもりなのだろう！」

「副会長さんも落ち着いて、ね？」

　このままではまた収拾がつかなくなりそうだったので、ステラはブランの縄なわを解いてやることにした。

「ともかく、ブランドンさんの望みを聞いてみましょう」

　さりげなさを装ってそのタイミングで声をかけるあたり、ステラという少女はやはり頭の回転が速いし、会話術も巧たくみだった。

「え、えーと」

　こうなってしまうとブランとしてもこの場で勝利報酬を決めざるを得なくなり、それでいて衆しゆう人じん環かん視しの中なので無む茶ちやな願い事を口にしづらくなる。

「じゃ、じゃあ──フィギュアのモデルになってくれ」

　それでもブランが絶対に譲ゆずれない一線を守った結果が、この返答だった。

「まあ！　そんなことでいいんですか？　うふふ、ではお手て柔やわらかにお願いしますね」

　母国メトロポリタンの国益になんら影えい響きようのない注文だったので、ステラは上品に手を叩たたき、満面の笑みとともにふたつ返事でこれを了りよう承しようした。

「おっ、おまっ、お待ちください会長！　フィギュアのモデルですよ、もし衣服着ちやく脱だつ可能仕様にするために全ぜん裸らを見せてくれと言われたらどうするんですか！」

　が、幼おさな馴な染じみの影響でフィギュア事情に妙みように詳くわしい副会長が、途と端たんに口を挟んだ。

「えっ、そういうのもあるんですか？」

「もう遅おそい。約束は交わされたのだ、放課後の決けつ闘とうを楽しみにしておけ！」

　全裸と言われて顔を赤らめるステラを尻しり目めに、副会長たちが隙すきを見せた瞬しゆん間かん、ブランは脱だつ兎とのごとく生徒会室から脱出していた。

「まあ、どうしましょう」

「追え追えー！　ものどもであえー！」

　おっとりと困り顔を見せるステラを残し、副会長以下その場の全員がブランを追って生徒会室から飛び出していく。

　独り残されたステラは、新たな不安にまたもや内心ビクビクしていたものの、これで万事うまく収まるはずと安あん堵どのため息を吐はき出した。

　まさに天性のお人好しである。

　──ところが直後、事態は彼女の思わぬ方向へ急転する。

「ステラ君。その決闘は本気でやるように」

　生徒会の決定を報告しにワイズマンの研究室へ向かったところ、そう老教授に釘くぎを刺されてしまったのだ。

「言っておくが、ワザと手を抜ぬいてもおれの目にはすぐバレるからな」

　わざとらしくサングラスをかけ直し、ワイズマンは実に人の悪い笑みを浮かべた。

「し、しかしですね、教授」

　ブランの進退がかかっているのだから、ステラとしてはこの申し出を受けるわけにはいかない。

　だが、老教授はさらに意地の悪い顔つきで続ける。

「ふむ。気が乗らないようなら、おれからステラ君に勝利報酬を用意しよう」

「しょ、勝利報酬ですか？」

「ああ。そこの棚たなに飾かざってある草薙剣、あれなんかどうかね？」

　神器の譲じよう渡と──この申し出には、さすがのステラもポーカーフェイスを保てなかった。生徒会長としての温和な表情が、冷静沈着なエージェントとしてのものに揺ゆれる。

「言っておくがおれは、冗じよう談だんは言わない主義だ」

　後輩の進退か。

　はたまた三種の神器入手という国家魔ま術じゆつ師しとしての任務か。

（ど、どうしましょう～～～～～!?）

　またもステラが頭をフル回転させる羽目になったのは言うまでもないだろう。







「えええー!!　なんでそんなこと言わせちゃったのー!?」

　その同時刻。ブラックバーン邸ていでは、今しがたのワイズマン教授の言葉を受け、幼姉のモリガンが驚きの声を上げていた。

　ベッドの上で目を丸くしている姉の傍かたわら、絶賛ひきこもり中のブラン本人は旧きゆう暦れきの遺物であるゲームコントローラーを手にしている。戦せん闘とう時は七シチ支シ刀トウを用いているが、普ふ段だんはこうしてコントローラーで分身シヤドウたちを操作しているのだ。

　そして自室に取りつけられた五台もの水すい晶しようモニターには、ブランが操る分身シヤドウそれぞれの視界映像が映し出されている。

　学生としてブランの身代わりを務める『案山子スケアクロウ』のモニターには、学館内の景色が。

　そして今しがたステラに発破をかけた『大賢者ワイズマン』のモニターには、内心をおくびにも出さない、にこやかなポーカーフェイスが映し出されている。

「ステラ先輩って、いつもなに考えてるんだろうか」

　常に優ゆう雅がなその表情からは、実際には「万策つきた！」とお手上げしているステラの心境など、微み塵じんも読み取れない。

「ブランくん、どうして自分が不利になっちゃうようなこと言っちゃうの？　それにそれに、ステラちゃんが勝ったら草薙剣をあげちゃうなんて。わかってるの？　三種の神器のひとつなんだよ？」

　と、先ほどからブランと一いつ緒しよに分身シヤドウのモニターを見物していたモリガンは、その大きな瞳ひとみをくりくりと動かし、しきりに首を傾かしげている。

「だって、せっかくメトロポリタンのエージェントの実力を確かめられる機会なんだぜ、手を抜かれたら意味ないじゃん」

「それはそうだけど、でも、負けちゃったら退学なんだよ？　教授でもあるブランくんがわざわざ瓜うり二ふたつの分身シヤドウを造って学生として学園に通わせているのは、同年代のおともだちが欲しいからだよね？」

「そ、そ、そ、そんなんじゃないやい！」

　図星だった。さすがは姉の慧けい眼がんだ。

「そもそも、決闘はもうすぐ始まっちゃうんでしょ？　のんびりしてていいの？　こんなことになったからにはブランくんが自分で戦うんだよね？」

「──いいや。『案山子スケアクロウ』で戦うつもりだ」

　この返答に、またしても「えええー!!」とモリガンの悲鳴が響ひびき渡わたる。

「おれ、思うんだ。最近ちゃんとひきこもれてないなって。今まではメトロポリタン相手の小こ競ぜり合いも分身シヤドウだけに任せてきた。だけどお姫ひめ様がやって来てルーヴルまでもが聖遺物争そう奪だつに参加した以上、おれ自身が出張る必要も増えてくるかもしれない」

「おねえちゃんはそれでいいと思うけど……」

「ダメだ。おれが提唱する『ひきこもりこそ最強』理論は、術者が安全な場所から強力な分身シヤドウを遠えん隔かく操作するというスタイルが、現代の魔術師戦において最も効果的な戦術だという考えに基もとづいたものだ。決して自じ堕だ落らくに毎日を過ごしたいからじゃない」

　ちっとも説得力のない顔で自信満々に訴うつたえるブラン。

「で、でもでも、ブランくん本人ならともかく、クロウくんだとステラちゃんには勝てないんじゃないかな。だって……」

「だって『案山子スケアクロウ』は最弱だから、ってか？」

　──七詠唱セブンキヤストにも序列が存在する。

　チェス駒こまに喩たとえるなら、『案山子スケアクロウ』はまさしく歩兵ポーン同然の最弱の駒だ。

　ブランの得意とする『分身鋳造シヤドウキヤスト』は、彼がオリジナルで構築した魔術的な人形を生み出す我流術式。聖遺物を鋳い型がたとし、影に実体と魔力を持たせて分身シヤドウとして操る呪じゆ文もんである。となるとその性能は、どうしても核かくに用いる聖遺物の内包魔力量に左右されてしまう。

　大半の分身シヤドウは高位聖遺物を核に鋳ちゆう造ぞうされているが、『案山子スケアクロウ』だけは例外だった。授業をサボるためだけに造った瓜二つの分身シヤドウには、低魔力の学内支給品を使用している。内蔵魔力はほとんど皆かい無むに近く、ブラン本人が憑ひよう依いしなければ使える魔術も一種のみ。

　よって『案山子スケアクロウ』は、七詠唱セブンキヤストにおいては数合わせの駒でしかない。

　近接格かく闘とう型として特化させているのも、魔術を搭とう載さいできない代わりに旧暦から伝わる古武術や拳けん法ぽうをインプットしたからに過ぎない。そして学内でのブランに対する周囲の評価が『クズ石』なのも、スケアクロウの性能と魔力量の低さによるものだった。

「ブランくん、ほんとにだいじょうぶなの？」

「まあ見ててくれよ。ステラ先せん輩ぱいへの対たい抗こう策は、とっくに用意してあるんだぜ」

　にもかかわらず、ブランはすこぶる意地の悪い笑え顔がおを見せた。
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　放課後。

「あのステラ・スティングレイと決闘するって本気？」

　生徒会に見つからないよう姿をくらませていたブランのもとへ、デュセルが姿を見せた。どうやらブランとステラの決闘の噂うわさはすでに学園中に知れ渡っているらしい。

　そこで、噂を聞きつけたデュセルはブランを心配して捜さがしていたというわけだ。

「まあな。心配してくれたのか？　ありがとな」

「そ、それは、だって大切な友だちだもん。友情のためならしょーがないじゃない」

　礼を言われた途端、いじらしくもそっぽを向いたデュセル。もしも彼女のお尻しりから犬の尾おが生えていたら、さぞかしぶんぶんと振ふっていたことだろう。

　だが、彼女はふと真顔に戻もどり、ブランの瞳を覗のぞき込んだ。今ブランが憑依しているのは『案山子スケアクロウ』。当然その瞳の位階はクズ石だ。

「……でも、こーゆー言い方はしたくないけど、クズ石のブランには『星条青玉スターサフアイア』の魔術師を倒たおすなんて芸当、絶対不可能だわ」

「ま、普ふ通つうはみんなそう思うよな」

「だから、決闘には代理を立てて」

「え？」

「あたしがあなたの代わりに戦うわ」

　突とつ然ぜんのデュセルの申し出に、ブランは目を白黒させる。

「おいおい、ルーヴルのお姫様とメトロポリタンの大統領令れい嬢じようが決闘って、その展開はまずいだろ」

「だ、だってブランの退学がかかってるんでしょ!?」

　泣きそうな顔でデュセルは言った。

「あなたはあたしのたったひとりの友だちなのよ！　ブランがいなくなったら、あたし正しよう真しん正しよう銘めいのぼっちになるじゃない。そんな有様で、これからどうやって学園生活を送ればいいのよ！」

「……独りでこなせるなんて言ってたお姫様の台詞せりふとは思えないな」

「……ふーんだ。なによ、せっかくあたしがなんとかしてあげようと思ったのに」

　痛いところを突つかれ、デュセルは唇くちびるを尖とがらせた。

「ま、おれにだって秘策のひとつやふたつはある。クズ石でも魔術師だからな、ここは友だちの顔を立てると思ってくれ」

　未いまだ心配げなデュセルを安心させるべく、ブランは不敵な笑みを大きく浮うかべた。

「じゃあ、もしもおれが勝ったら、お姫様からなにかご褒ほう美びを貰もらえるってのは……」

「ふーん。別にいーけど」

「いいの!?」

「ブランが勝てるわけないもん」

　きっぱり言い切るデュセル。

　その返答にブランは渾こん身しんのガッツポーズを決めた。思わぬ一石二鳥、一度の勝利でふたりの美少女からご褒美となれば、こんなに美お味いしい話はない。

「あー、でもやっぱ今のナシ」

　だというのに、すぐさまデュセルは前言を撤てつ回かいしてしまった。

　途と端たんにブランは落らく胆たんに顔を歪ゆがませる。

「なんで!?　おれが勝てるわけないなら別にいいだろ!?」

「どーしてそんな必死になれるのよ……」

　呆あきれたため息とともに、デュセルは言葉を続ける。

「──学園でひとりくらいは、ブランの勝利を信じる奇き特とくな人間がいてもいいかなって。それが友だちなら、なおさらでしょ？」

　ほんの少しばかり照れたりなんかしつつ。

　デュセルは気き恥はずかしげに前まえ髪がみをいじりながら、わざと視線を泳がせた。

「……お姫様」

「なによ？」

「……悪いんだけど、今の台詞もっかい言ってくんね？」

　さりげなさを装いつつ、ブランは小声で頼たのみ込む。

　今のデュセルの呟つぶやきはあまりに出し抜ぬけで、遠く離はなれた本体にも予想外だった。そのため分身シヤドウの録音モードが間に合わなかったのだ。

「……んじゃ、決けつ闘とうに勝てたらもっかい言ってあげるね」

　しかし、その要望はうまい具合にご褒美へとすり替かえられてしまった。

「あいよ」

　が、残念がるかと思いきやブランは嬉うれしげに顔を綻ほころばせる。

　少年らしい仕草は不意打ち同然で、笑顔を向けられたデュセルのほうがドキッと胸を高鳴らせてしまう。

「約束、忘れるなよ」

　そう言って、ブランは踵きびすを返そうとする。

「ま、待って！」

「ん？　どうしたよ？」

　デュセルはブランを呼び止めながらも、なぜか自分の口元を両手で覆おおいながら、俯うつむき加減に顔を赤らめる。

「…………決勝に勝てたら、もうひとつ」

　もごもごと言い出しにくそうにしながらも意を決し、デュセルは顔を上げ、今度は両手でスカートの端はしを握にぎり締しめながら、言葉を続けた。

「その、えっと、あしたの休日……友だち同士でどっか遊びに行こっか……とか」

「それって、魔都の案内して欲しいってことか？」

　生あい憎にくひきこもりのブランの脳内にはデートという概がい念ねんが存在していなかった。

「そ──そう！　それそれ！　そういうこと！」

「あいよ。じゃ、そういうことで」

　約束を交わしたブランは、そのままデュセルに背を向け、手を振りながら学内競技場へと向かう。生徒会に指定された決闘場所だ。

　デュセルは戦いに赴おもむくブランの背中を、妙みようにドギマギしながら見つめていた。赤く染まった自分の頰ほおを軽く叩たたきつつ、自身も競技場の観客席入り口へと移動する。

「あたし、なにやってんだろ。これは友情。そう、清く美しい友情なんだから……」

　競技場周辺は賑にぎわっていた。暇ひまな学生が多いのか、この降ってわいた決闘騒さわぎに大勢の観客が押し寄せ、あろうことか教職の立場にある教授たちの姿もある。そのうえ入り口付近では有志による学園公こう認にんのギャンブルさえ行われていた。

　とはいえブランに賭かける者は誰だれもおらず、これでは賭けにならないのでギャンブルはまったく盛り上がっていない。

「しょーがないわね」

　そう呟いて、デュセルは懐ふところへと手を伸のばす。

「実にけしからん」

　しかし彼女に先んじて、ワイズマンが受付口へと歩み寄った。

「このオッズでは、盛り上がろうにも盛り上がれんだろ」

　わざとらしい口ぶりでワイズマンはブランの勝利に張る。それも今月分の給料全額という多額の金額をだ。老教授のこの無む謀ぼうな賭けを、周囲の面々は金をばら蒔まく粋いきな計らいと受け取ったらしい。続々と大きな歓かん声せいが上がった。

「……ふーんだ。ブランに賭けるのは、あたしだけだと思ったのに」

　取り出そうとしていたサイフを悔くやしげに懐に戻しながら、デュセルはそのままギャンブルの受付口を素す通どおりして観客席へと向かってしまった。

「素直じゃないお姫様だ、まったく」

　その後ろ姿を盗ぬすみ見、ワイズマンがにんまりと口の端を吊つり上げる。

「おい受付！　教授には申し訳ないが、わたしは会長の勝利におこづかい全額賭けるぞ！　もしも賭けに負ければわたしは破産し路頭に迷うが、なんの問題もあるまい！　なにせ、あのクズ石が勝つ可能性など万にひとつもないのだからな！」

　その背後ではなにやら副会長が扇おうぎを全開にして高笑いを上げていたが、むかついたのでワイズマンは聞かなかったことにした。

　ともかくこうして両陣じん営えいの掛かけ金が吊り上がり、異様な盛り上がりを見せるギャンブルの受付が締め切られたころには、両者入場の時間が差し迫せまっていた。

　競技場の観客席は暇ひま人じんで埋うめ尽つくされ、すでに満席。

「こういうときだけは生徒だけでなく教授たちまでお祭り騒ぎなのよね。まったく、アルテナの魔術師ってのは、どーにも三大国と違ちがって緊きん張ちよう感かんに欠けるわ」

　ブランの処しよ刑けい執しつ行こうを期待して盛り上がる観客たちを一望し、その場に交じりたくないのか、デュセルは最後列の後ろの壁かべに不ふ機き嫌げんそうにもたれかかった。

「──やあ。隣となり、空いているかい？」

　そんな中。

　気配も感じさせず、デュセルの隣の壁に寄り添そう赤毛の少女の姿があった。

「あなたは……」

　デュセルの面おも持もちに緊張がはしる。まだ夜の魔都で接敵したことはないが、相手がエルミタージュ帝てい国こくの国家魔術師であることくらい、今朝の時点で予測している。

「私はアンジェラ・アンブロシア。数少ない知人には、アンジェと呼ばれていた。キミは……不老不死なんていうくだらないおとぎ話には、興味がなさそうだね」

「なにそれ」

「別に。ルーヴルの第三王女殿でん下かとお近づきになれるとは嬉しいよ」

　差し出された手を握るかどうか、逡しゆん巡じゆんするデュセル。

「生徒諸君！　傾けい聴ちようせよ、生徒会挨あい拶さつである！」

　そんな中、競技場全体に魔術で拡声された副会長の声が響ひびき渡わたった。見れば観客席の最前列に特設された実じつ況きよう席に、高飛車そうな少女の姿がある。

「これより、我われらが麗うるわしの生徒会長ステラ・スティングレイ様と、クズ石で落ちこぼれのフィギュアオタク、ブランドン・ブラックバーンとの決闘を開始する！」

　魔術の媒ばい介かいに用いられているマイクを手に、熱を帯びた声を上げる副会長。

「解説には、飛び入り参加のワイリー・ワイズマン教授にお越こしいただきました！　貴様ら、教授のお言葉を拝はい聴ちようするがいい！」

「紹しよう介かいに与あずかった解説のワイズマンだ。よろしく。……それにしても、フィギュアオタク呼ばわりはさすがにブラン君が可哀かわい想そうではないかね？」

「幼おさな馴な染じみであるわたしには、やつの部屋に旧きゆう暦れき時代の美少女フィギュアが山のように散乱している事実など露ろ見けん済みです！　オタク呼ばわりがダメでしたらいっそフィギュア萌もえ族──むぐーっ！」

　ブラン本人の名めい誉よのために、ワイズマンは傍かたわらの副会長の口を即そつ刻こく塞ふさいだ。

「それでは両者入場したまえ」

　そして騒がしい実況に代わり、自ら選手の入場を促うながす。

　先に現れたのは学生服姿のままのブランであった。競技場中央へと向かうクズ石魔術師の姿を目にした途端、観客席の四方八方からブーイングが飛び交う。

　にもかかわらず、へらへらと手を振ふるブラン。もう一方の手に持った決闘用の聖遺物は、あろうことか学内支給品として敷しき地ち内で育てられている樫かしの木の杖つえであった。

「もう！　あんな武器で勝てるわけないじゃない！」

「どうやらキミは、あの少年のことが随ずい分ぶんとお気に入りのようだね」

「と、友だちだからよ！　友だちなんだから肩かた入いれするのは当たり前じゃない！」

　そんなデュセルの様子に、アンジェが隣でくすりと笑った。

　──と。突とつ然ぜん、騒がしかった観客席が静まり返った。あれほど飛び交っていた野や次じや罵ば声せいが消え、小さなどよめきだけが耳に届く。

　よそ見していたデュセルとアンジェはすぐさま、ブランが現れた対ついの方角、もう一方の選手入場口へと目を向ける。

　そこにはもちろん、今しがた現れたばかりのステラの姿があった。

　だが、観客席に沈ちん黙もくをもたらした原因は別にある。

　彼女がその身に纏まとった、『完全物理耐たい性せい』と『四大元素耐性』の附与魔術エンチヤントが施ほどこされた紺こん碧ぺきのローブだ。

　およそ学生同士の小こ競ぜり合いに必要とは思えない、国家魔術師としての戦せん闘とう着。そんなものを見せられて、お遊び気分の観客たちが動どう揺ようしないはずがない。

「わたくし、本気の本気で参ります」

　普ふ段だんは柔にゆう和わなステラの垂れ目の『星条青玉スターサフアイア』は、場違いなほどに戦意を漲みなぎらせていた。

　おそらくは、昨夜の対たい峙じにおいてデュセル相手にさえ隠かくしていたはずの、ステラの臨戦態勢。これにはブラン──相対するスケアクロウも、実況席のワイズマンも、同時に驚きよう愕がくの表情を浮うかべた。

「そりゃ確かに、本気でやれと言いはしたが……」

　完全武装で現れたステラに対する、ワイズマンの啞あ然ぜんとした声をマイクが拾う。

　一時はワザと敗北しようと考えていたはずのステラの、突然の心境変化。

　もちろんそれには理由がある。

　答えは単純明快、やはり彼女がお人ひと好よしだからだ。

　ブランの学がく籍せきを存続させるためにステラが考え抜き、導き出した、もうひとつの方法。

　──全力で叩き潰つぶす。

　それこそ微み塵じんの加減も躊ちゆう躇ちよもせず、魔術師としての力量差を観客に見せつける。圧あつ倒とう的てきな完勝で大差をつけて相手を惨ざん敗ぱいさせ、徹てつ底てい的てきに実力の違いを明らかにするのだ。

　そうすれば観客もブランに同情するだろう。勝てるはずのない戦いで抵てい抗こうさえ許されず、すり潰されるように完敗するブランの姿が、彼らの罪悪感を引き出すはず。

　そして非難は落ちこぼれのブランではなく、明らかにやりすぎたステラへと向けられる。誰もが自らの心に芽生えた罪の意識から逃のがれるため、そして正義側の立場にしがみつくため、今度はステラを悪役にすり替えるだろう。

　そうなればブランの退学勧かん告こくは間違いなく取り下げられる。

　対してステラは生徒会長としての座を失うかもしれない。

　しかし、面識がほとんどなかったとはいえ、後こう輩はいが魔術師として大成するかもしれない未来の可能性を潰すことに比べればまるで惜おしくはない。

　もしかしたら、今回の屈くつ辱じよく的てきな敗北がトラウマとなり、ブランは自ら魔術師の道を閉ざそうとするかもしれない。

　だが、決してそうはさせない。その場合はステラ自身がありとあらゆる覚かく悟ごを決めて付き添い、必ず身も心も癒いやしてみせる。

　──それが、草薙剣の存在を度外視してでもステラが出した結論だった。

「決けつ闘とうは学園法に指定されたとおり、どちらか一方がもう一方の聖遺物を取り上げた時点で決着とする！」

　副会長の声が高らかに響き渡る。同時に、ブランは樫の杖を。そしてステラは胸の谷間から、薄うすい水晶板タブレツトを引っ張り出した。

「専用の高位聖遺物まで持ち出してきたっていうの！」

　再びデュセルが声を荒あららげる。ステラの聖遺物は彼女にも見覚えがあった。

　昨夜の戦闘において披ひ露ろうされたメトロポリタンの魔導科学──魔術と旧科学の融ゆう合ごう──による人工聖遺物。旧科学技術の応用で水晶板タブレツトにデータ画像として転写された、複数の魔導書の電子写本。

「我は求めエロイム・訴えたりエツサイム！」

　紺のローブに金ゴールドの魔力光のラインをはしらせ、電子液えき晶しように指を滑すべらせるステラ。

　次の瞬しゆん間かんには、ウインドウに表示された魔導書のページの記述文字が輝かがやきを帯び、電子の世界から現実世界へと、黒々とした巨きよ軀くを持つ怪かい物ぶつを吐はき出す。

　人工聖遺物『電子魔導書ｅ─グリモワール』による『虚構悪魔デジタルデヴイル』の召しよう喚かん。それこそが、デュセルが昨晩垣かい間ま見みた、ステラの魔術の秘密だった。

「教授、これはいったい!?」

　これには実況席の副会長も驚おどろきを禁じ得ない様子だ。

「魔ま術じゆつ学における『召喚術』。聖遺物として扱あつかわれている旧暦時代の様々な魔導書には、悪魔を召喚する術が記されているという。ステラ君の魔術は、言わばそれを近代的に再現した我流術式だ」

　自分に言い聞かせているようにワイズマンはそう述べた。もちろんそれは、今まさにステラとその悪魔デヴイルに対峙しているブランの言葉でもあった。

　今は『案山子スケアクロウ』に憑ひよう依い中のブランだが、『大賢者ワイズマン』に搭とう載さいされた魔力探知と術式看破の機能により、ステラの魔術の構造を瞬時に見破ったのだ。

「元来魔導書とは、原書ではなく術者本人の手による写本を用いなければ効果はないと言われている。彼女は魔導書のページ一枚一枚を旧科学の電子機器によりスキャニングし、あの薄い水晶板タブレツトを写本へと昇しよう華かさせたのだろう」

　対峙するブランの分身シヤドウとステラの悪魔デヴイル。サングラスに隠されたワイズマンの瞳ひとみは、一目で『案山子スケアクロウ』が性能的に劣おとっていることを看破していた。

　放送に流れるワイズマンの解説を聞き、ステラが優ゆう雅がにほほえむ。

「さすがはワイズマン教授、ご推察のとおりです。幸いウエノ学園の魔導図書館には、ページの吸い出しに事欠かない量の蔵書がありましたから」

　彼女の水晶板タブレツトには、『ソロモンの鍵かぎ』『グラン・グリモワール』『黒雌めん鶏どり』『アルマデル奥義書』『ザ・レッドドラゴン』『隠秘哲てつ学がく第四書』といった、古今東西の聖遺物クラスの魔導書の全ページがデータとして保存されている。

　それゆえ人工聖遺物とはいえ、秘めた魔力量は高位聖遺物にもひけをとらない。

「ブランドンさん。お覚悟はよろしいかしら？」

　液晶を操作し意のままに悪魔デヴイルを操るステラは、その巨きよ大だいな怪物を躊躇なくブランへとけしかけた。狙ねらいはブランの手にした樫の杖──ではない。あえて非難を受けるため、ステラは非情に徹てつして聖遺物ではなくブラン本人を狙って攻こう撃げきをくわえた。

　まともに入れば手足の二、三本は圧へし折れかねない一撃を。

「我が身は加速する！」

　対するブランは、スケアクロウに搭載させた唯ゆい一いつの魔術を発動させた。

　速度強化呪じゆ文もん──表向き、ブランはこの呪文しか使えないことになっている。樫の木の杖を鋳い型がたとしたクズ石のスケアクロウでは、搭載できる呪文は一種類に限られた。

　だが、それならどうして格かく闘とう戦に特化した分身シヤドウに、筋力強化ではなく速度強化の呪文を搭載したかというと──

「この程度の攻撃なら、逃にげ切れる！」

　叫さけび、ブランは驚きよう異い的な脚きやく力りよくで疾しつ走そうする。

　速度強化の呪文は、悪魔デヴイルの強きよう襲しゆうに対する緊きん急きゆう離り脱だつとしては有効だった。鋭するどい爪つめに学生服の上着を破られながらも、ブランは敵の攻撃を見事に回かい避ひした。

「我は求めエロイム・訴えたりエツサイム！」

　しかし、これを受けてステラはすぐさま二体目の悪魔デヴイルを召喚する。

「我が身はさらなる加速を重ねる！」

　時間差による二体の悪魔デヴイルの挟きよう撃げきを、ブランは加速呪文の上から同呪文を重ねがけし、さらに速度を上げて避よけきった。

　単一の呪文しか扱えないスケアクロウだが、同一呪文の重ねがけは難なく使用することが出来る。これは、どのクズ石位階の魔術師にも通用する常識だ。

　広大な競技場を、速度を上げて縦じゆう横おう無む尽じんに駆かけるブラン。

　それを追って、ステラは次なる悪魔デヴイルを召喚し、追つい撃げきをかける。

　野生の魔ま獣じゆうさえ素す手でで絞しめ殺しかねない虚構悪魔デジタルデヴイルがさらに追加され──あろうことか総数五体。この光景に、観客席中で悲鳴に似たどよめきが連れん鎖さする。

「ブランドン逃げろーッ!?」

　敵対関係にある副会長すら無意識のうちに悲鳴を上げていた。

「だめ……っ、ブラン……っ！」

　暴挙ともいえるステラの行動に、ブランの身を案じるデュセルも悲痛に息を吞のむ。

　唯一アンジェだけが冷静に、なぜか競技場内の、戦いが激化している地点とは別の場所を眺ながめていた。

　アンジェとワイズマンを除く場内の全すべての人間──そこには引き金を引いたステラも含ふくまれる──が、皆みな一様にこれから起きる惨さん劇げきを覚悟する。

　しかし、次の瞬間。

「……え？」

　ステラの口から驚きの声が漏もれた。

　ほんの一瞬。まるでステラが操作ミスでもしたかのように、ブランへと殺さつ到とうしていた五体の悪魔デヴイルが動きを止めたのだ。

「我が身は三度の加速を重複する！」

　同一呪文の二重起動デユアル・トリガーからの三重起動トリプル・トリガー。

　ブランが近接格闘型の『案山子スケアクロウ』に搭載する魔術を、筋力強化呪文ではなく速度強化呪文に決めた理由。それは、筋力強化の重ねがけの効果は倍増どまりだが、速度強化の重ねがけは効果が乗倍となるからだ。

　ゆえにこの一瞬、スケアクロウのスピードは、ステラの『星条青玉スターサフアイア』の瞳にさえ留まらないほどの速度を叩たたきだす。

　超ちよう高速でステラへと肉にく薄はくしたブランは、自分の顔を相手の目と鼻の先に寄せると、ステラが目を丸くしている隙すきに水晶板タブレツトを取り上げてしまった。

「あ……」

　呆あつ気けに取られたステラは注意を損ない、その場で足を滑らせる。

「はい、おれの勝ち」

「……はい、わたくしの負けです」

　そんなステラの体を抱だきとめて、ブランは意地の悪い笑えみを浮かべてみせた。

「年下の男の子も、やるときはやるんだぜ」

　その腕うでの中で、ステラは自分の敗因も分からぬまま、混乱のあまりぐるぐると回りだした頭を放置して、ぼーっとブランの顔を見上げ続ける。

　彼女の頰ほおはいつの間にか、これ以上ないくらいに真っ赤に染まっていた。

「勝負あり！」

　予想外の展開に絶句していた副会長に代わり、ワイズマンがマイクを摑つかんで叫んだのだった。
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「うそ、ブランが勝っちゃった……」

　観客席を埋うめ尽つくす大だい歓かん声せいの中、デュセルは呆ぼう然ぜんと勝利者の姿を眺めていた。

　建前ではブランの勝利を信じると言ったものの、やはり信じきれていなかったのだろう。

　もちろんクズ石が勝つとは思っていなかった大観衆は、自分たちがギャンブルでこづかいをスッたことも忘れ、今はやんややんやと騒さわいでいる。

　と、いきなり周囲の大歓声が大ブーイングへと転じた。

「おれが勝った場合、ステラ先せん輩ぱいになんでもひとつ命令に応じてもらうことになっている。そこで、先輩にはフィギュアのモデルになってもらう！」

　勝利者インタビュー中のブランのこの台詞せりふを聞き、せっかく上がった評価がまたも地の底に落ちてしまったのだ。

「ふつつかものですが、お手て柔やわらかにお願いします……ブランさん……」

　頰を赤らめたステラがしっとりと瞳を潤うるませて「ブランさん」などと口にしたことが、どうやら罵ば声せいの要因になっているに違ちがいない。

　これを聞いたデュセルはというと。

「ふーんだ。勝利のご褒ほう美びのデートのこと、すっかり忘れているんじゃないの？　あたしという友だちがいながら、調子のいいことを……」

　激げき闘とうを感じさせないブランの余よ裕ゆうの一言に、デュセルは少し拗すねていた。同意を求めるかのように、傍かたわらのアンジェへと視線を巡めぐらせて──

「あれ？」

　そこでようやく、デュセルはアンジェがいなくなっていることに気づく。

　決闘の結末を見届けたかどうかさえ定かではない。あたりを見回しても、蠍さそりの尾おを連想させる赤いおさげはどこにもなかった。







　それは決闘の決着がついた直後のことだった。

　ワイズマンの意識が勝敗の行方ゆくえに向いていた瞬間、この機を逃のがさずアンジェは転移魔術を用い、学園に籍せきを置く教授たちの研けん究きゆう棟とうに姿を現していた。

　向かう先はワイズマンの研究室。誰だれも彼もが決闘に浮うかれ、あたりには誰もいない。

「やれやれ。こうも警けい戒かい心が薄うすいと、アルテナの平和ボケを疑ってしまうね……」

　呆あきれた口調のアンジェだが、彼女自身はまるで油断していなかった。

　歩みを止めることなく、研究棟に設置されたいくつもの結界を軽々と破は壊かいしていく。その中にはワイズマンが手ずから仕し掛かけた強力な結界も含まれていた。決してクズ石位階に可能な芸当ではない。

　そうしてアンジェが到とう達たつした、ワイズマンの研究室。扉とびらを開けた先には、昼間デュセルやステラが目にしたのと同様、草薙剣が飾かざられていた。

「王女殿でん下かや大統領令れい嬢じようには悪いけれど……神器のひとつはエルミタージュがいただいていくよ……」

　ミステリアスにメガネの奥の瞳を細め、アンジェは神しん剣けんへと手を伸のばす。

　その瞬しゆん間かん。研究室に突とつ然ぜん、新たに転移魔術を用いて人ひと影かげが現れる。

　銀ぎん髪ぱつツインテールにメイド服。女性体として造られた分身シヤドウ『魔女ウイツチ』だ。

「おやおや……」

「我が炎ほのおの吐と息いきよ！」

　アンジェが軽く驚おどろく中、キツネ耳と尻尾しつぽをピョコンと出したウィッチの詠えい唱しようとともに、狐きつね火びのごとき青みを帯びた炎の塊かたまりがアンジェを襲おそう。

「──フフッ、私とやる気かい？」

　アンジェは防ぼう御ぎよすることなく、甘んじて炎を受けた。

「!?」

　これにはウィッチに憑ひよう依いしたブランも思わず面めん食くらう。

　無論、彼としても相手に致ち命めい傷しようを与あたえようなどとは思っていない。今のは所しよ詮せん、威い嚇かく程度のこけおどしの呪文だ。

　しかし、アンジェは呪文の威い力りよくを看破することもなく、最初からノーガードで炎を浴びるつもりで身を晒さらしていた。

（くそっ……どうせなら『黒魔導師ウオーロツク』を動かすべきだった！）

　デュセルやステラとは違う得体の知れなさに、ブランの警戒心が強まる。

「なら、今度はこちらの番かな……」

　アンジェは炎に焼かれながらも平然と、ミステリアスな笑みを浮かべた。

　そのまま彼女は背後へと飛び退のき、草薙剣を手にする。

　それを見、歯ぎしりするウィッチ。多くの聖遺物が眠ねむるアルテナにおいても三種の神器たる玉璽レガリア級は最高位の聖遺物だ。その神器が敵の手に渡わたったとなると状じよう況きようは芳かんばしくない。

（お姫ひめ様やステラ先輩の注意を引いておくためとはいえ、学園に置いたままにしておいたのが仇あだになったな──）

　悔くやむブランだが、すでに遅おそい。

　今すぐ七詠唱セブンキヤストをこの場に集結させることも考えたが、それでアンジェが草薙剣を持ったまま逃げ出してしまっては元も子もない。

　それに『案山子スケアクロウ』や『大賢者ワイズマン』といった学園関係者を動かして、正体がバレてしまうことは避さけたい。ブランドン・ブラックバーンが魔術秘密結社を率いているという事実は、なにをおいても隠かくしておかなければならない。

　──そうした判断を数秒のうちに済ませ、ウィッチは自らその姿を搔かき消した。

　一方、草薙剣を構えて魔術戦闘に臨もうとしていたアンジェは、消えたウィッチと無人となった研究室を見、振ふりかざそうとしていた刃やいばを収めた。

「転移魔術で逃にげた──」

　小さくほほえみ、研究室の一角へと歩み寄るアンジェ。その呟つぶやきを聞き拾う者は、すでにこの場にはいないはず。

「──わけではなさそうだ。逃げたように見せかけて、私の動向を探さぐるつもりかな？」

　しかし、不意にアンジェは虚こ空くうへと鋭するどい視線を向けた。

「先ほどの決闘中でも、キミはブランドン・ブラックバーンに助力していたよね……そうして魔術で姿を透とう明めいにしてまで」

　と、なにもなかったはずの虚空から、驚きよう愕がくに震ふるえた顔が浮かび上がる。

　次いで首、胸、腹部、それに腕や下半身と、見る見るうちに透明化が解け、隠れていたウィッチが姿を見せた。幻げん術じゆつに特化し、諜ちよう報ほう活動を得意とする隠おん密みつ潜せん入にゆう型分身シヤドウ。透明化もその搭とう載さい魔ま術じゆつのひとつだ。

　しかし、オリハルコン位階の隠いん蔽ぺい魔術がまさか見破られるなど──

「さっきの試合中、キミをずっと見ていたよ」

　アンジェはメガネのズレを直しながら言葉を続ける。

「透明化した状態でステラ・スティングレイに接近。大だい胆たんにも彼女の水晶板タブレツトに直接手を触ふれ、画像ソート表示を変へん更こうして虚構悪魔デジタルデヴイルの操作を妨さまたげ、隙を作った」

　ウィッチの額に、冷や汗あせがにじむ。

「な、なにをおっしゃられているのか、よく分かりませんねぇ」

　アンジェの存在感に気け圧おされつつも、『魔女ウイツチ』のロールプレイを続けながらブランは大げさにとぼけてみせる。が、僅わずかとはいえ声が震えていては意味をなさない。

「で、話を戻もどすけれど、『青金剛石ブルーダイヤモンド』のお姫様にもキミの姿は見えていなかったようだ。決闘に割り込まれた大統領令嬢が気づいた様子もない。となるとつまり──」

　またしても台詞の途と中ちゆうでアンジェのメガネがズレた。

　彼女はとうとう、煩わずらわしげにメガネを外す。

「キミの位階は、まさか『青生生魂ブルーオリハルコン』なのかい？」

　そして、露あらわになった裸ら眼がんでウィッチを見つめた。

「フフフ……。案外もしかしたら七詠唱セブンキヤストの噂うわさは真実なのかもしれないね。オリハルコン位階の魔術師が、私以外に七人も存在するなんて、ありえないと思っていたけれど」

　絶句するウィッチの目に映る、アンジェの瞳ひとみ。




　同格の魔術師ゆえに見み抜ぬいてしまった、魔眼封ふうじのレンズの奥に隠されていた緋眼堕ちレツドのオリハルコン位階──最悪の『緋緋色金レツドオリハルコン』。




「はてさて。ワイリー・ワイズマン教授は、キミの加勢に気づかない程度の魔力しかないのか、それとも同じ秘密結社の一員ゆえに見み逃のがしたのか」

　赤毛の少女は切れ長の瞳に紅ルージユの輝かがやきを宿し、その目を細める。

「でも、これだけは断言できるよ。キミの加勢を当たり前のように活用して勝利を収めたブランドン・ブラックバーンは──間違いなく七詠唱セブンキヤストの一員だ」








第三章　アンブロシア・レッド









　その夜、ブランは自室であぐらをかいて頭を悩なやませていた。

「今までなりを潜ひそめていたエルミタージュの留学生が、決闘イベントの隙すきに草クサ薙ナギノ剣ツルギを奪うばいにくるなんてな……」

　口にしながら、今は自室に待機中の『魔女ウイツチ』を見やる。

　ワイズマン教授の研究室にてアンジェラ・アンブロシアと接敵し、さらに彼女の正体を知らされた直後、すぐさま強制帰き還かんの呪じゆ文もんを発動させて回収したのだ。判断が一歩遅ければ、ウィッチはあの場で撃げき破はされていたかもしれない。

　ブランは対たい峙じの際の緊きん張ちよう感かんを思い出し、重いため息を吐はき出した。

「オリハルコン位階の魔術師が、私以外にも──か。むしろそれはこっちの台詞だっての。まさかの相手だよ」

　奪われた三種の神器のひとつと、そしてウィッチの耳を通して聞かされたアンジェの台詞を思い出し、僅かな身み震ぶるいを覚えるブラン。

　あの『緋緋色金レツドオリハルコン』の瞳──その危険度は同じオリハルコン位階であるブラン自身が一番よく理解している。デュセルやステラとは、敵対したときの危険度が違ちがい過ぎた。

　これまでアンジェの正体は謎なぞに包まれており、詳くわしくはブランもまるで知らなかった。そもそも絶対王政のルーヴルや資本主義のメトロポリタンと違い、エルミタージュは完全な秘密主義で、女じよ帝ていの名さえ公表していない帝国なのだ。

　しかし、アンジェがアルテナの聖遺物の奪い合いに乗り出してきた以上、覚かく悟ごを決めて鉾ほこを交えなければならない。ブランドン・ブラックバーンは決して、持て余した魔力の使い道として酔すい狂きようで秘密結社ごっこに興じているわけではないのだから。

　当面の最大の懸け念ねんは、アンジェのオリハルコン位階が両目ともに確かく認にんされたこと。対するブランの魔術師としての瞳は、以前デュセルに指し摘てきされたとおり隻せき眼がんなのだ。位階や魔力量が同じでも、出力はブランのほうが大おお幅はばに落ちる。

「となると、やはり危険を冒おかさず数に頼たよるのが最良策か──」

「ブランくーん」

　思案に暮れるブランの耳に、姉モリガンの舌足らずな声が届いた。

「なんだよ、ねえちゃん。いま大事な考えごとしてるんだが……」

「……ブランくん。それどころじゃないくらい、いま魔都がたいへんなんだけど」

「大変？　なんで？」

　おずおずと部屋に入ってきたモリガンと顔を見合わせ、ブランは訝いぶかしげに窓へと近寄る。遮しや光こうカーテンを開け、窓の外の景色へと目を凝こらす。

「──なんじゃこりゃぁあああああああああああああッ!?」

　絶ぜつ叫きようを上げたブランの視界に映ったのは、巨きよ大だいなドラゴンの鼻先だった。そのあまりの大きさは、高層ビルの物もの陰かげにさえ収まりきらないほどだ。

　地下迷宮に住むはずのドラゴンが地上に姿を現し、恐おそるべき咆ほう哮こうを上げている。魔都の人々は空飛ぶ箒スカイ・スウイープや空飛ぶ絨毯スカイ・カーペツトに飛び乗って悲鳴とともに逃げ惑まどい、そしてその中には、魔術ローブを纏まとったデュセルやステラの姿もあった。

「あーもう！　ＭＩ７撤てつ退たいよ！」

「ＣＩＡのみなさんも退たい避ひをお願いします！」

　肩かたを並べて逃げ回るふたりの後方で、夜の藍あい色いろに染まった摩ま天てん楼ろうの影かげから顔を出した、巨きよ軀くのドラゴン。その赤い瞳がふたりを捉とらえる。

　魔ま獣じゆう──。魔法世界誕生以後、人類以外にも魔力を宿して生まれてくる種族は多々あった。ただし人類の魔術師は青い瞳が主であるのに対し、他種族における魔獣は産うぶ声ごえを上げたときから全すべて緋眼堕ちレツドだ。

　デュセルとステラの高い魔力を「餌えさ」と勘かん違ちがいして牙きばを剝むいたドラゴンタイプの瞳も、禍まが々まがしいほどに赤く爛らん々らんと輝いている。

「三種の神器を捜さがしていたはずが、どーしてこーなるのよ！」

「どうやらドラゴンさんの尻尾しつぽを踏ふんでしまったようです！」

　高魔力反応の発信源を誤解したのは、彼女らも同様だ。

　残る三種の神器は、『八ヤ咫タノ鏡カガミ』と『八尺瓊勾玉ヤサカニノマガタマ』のふたつ。しかし、その所在は未いまだどこの諜報機関でも明らかになってはいない。

　地下迷宮まで聖遺物を捜しに出かけたＭＩ７とＣＩＡだったが、そこでデュセルやステラが探知した魔力源の正体こそ、神器ではなくドラゴンタイプの魔獣だったのだ。

「いくらなんでも、こんなのあたし独りじゃどーにもならない！」

「うふふ。わたくしがいるじゃないですか」

「ふたりでもどーにもならないでしょ！」

　ドラゴンタイプは詠えい唱しようの代わりに咆哮でもって体内の魔力を増ぞう幅ふくし、ブレスを吐く。

「我が身は急ぎ天を舞まう！」

　すぐさまデュセルはカリナンの王おう笏しやくに腰こし掛かけ、オリジナルの詠唱文句とともに空へと逃げた。

「ごめんあそばせ」

　ステラは魔力温存のため、デュセルの王笏にぶら下がって難を逃れる。

「ちょっと、相乗りしないでくれる！　重いじゃない！」

　姦かしましい悲鳴とともに、ふたりは空中を蛇だ行こうしながらブレス射線上から避ひ難なんする。

「我は求めエロイム・訴えたりエツサイム！」

　片手で王笏にぶら下がったまま、ステラは空いた手で胸の谷間から『電子魔導書ｅ─グリモワール』を取り出し、召しよう喚かん術を唱えた。水晶板タブレツトから飛び出した小悪魔リトルデヴイルや青あお肌はだの女悪魔レデイデヴイルが翼つばさを広げ、ドラゴンタイプの鼻先を飛び回り、魔獣の注意を逸そらす。

「これで運賃代わりになりますかしら？」

「しゃーないわね！」

　その隙にデュセルは速度を増し、ステラを連れたまま魔獣と大きく距きよ離りを取る。

「まさかこんな騒そう動どうになるなんて！　あしたの休日は大事な約束があるっていうのに！」

「あら、デュセルさんもですか？」

　愚ぐ痴ちをこぼすデュセルに対し、おっとりと小首を傾かしげるステラ。

「まーね。ちょっと、街を案内してもらう約束なの（ブランと）」

「わたくしも、その、とある約束がありまして……（ブランさんと）」

　ふたりしてほのかに頰ほおを赤らめつつ、もじもじと視線を泳がせる。

　もちろん最後の致ち命めい的てきな一言は互たがいに口にしなかった。

「……よしよし。お姫ひめ様と先せん輩ぱいは、無事に距離を確保」

　そんな少女たちの珍ちん道中を、魔獣から遠く離はなれた高層ビルの屋上で覗のぞき見する、ふたり分の人影があった。

　魔獣の出現を確認したブランが緊きん急きゆう出動させた、七歳児の姿を持つ分身シヤドウ『錬金術師アルケミスト』と、ブランを二十代まで成長させた緋ひ眼がんの『黒魔導師ウオーロツク』の二体だ。

　アルケミストはデュセルとステラの退避を確認すると、前もって準備しておいた錬れん成せい陣じんを作動させ、魔力観測機を錬成する。

「推定魔力位階は『紅玉ルビー』と予測。風力、風向き、敵ドラゴンタイプの移動目測、魔術障しよう壁へき強度、附与魔術エンチヤントノイズ、その他ほかまとめて諸もろ々もろオッケー」

　一方のウォーロックは、黒い外がい套とうの下から一丁の長大な狙そ撃げき銃じゆうを取り出していた。そのまま狙撃銃を手にスナイパースタイルで屋上に寝ねそべると、詠唱を始める。

「我が弾だん丸がんは汝なんじの心の臓を貫つらぬく」

　撃うち出された禁呪の魔弾は高速で飛来、瞬しゆん時じにドラゴンタイプの持つ天然の防ぼう御ぎよ結界である魔術障壁を強きよう靭じんな竜りゆうの鱗うろこごとぶち抜ぬく。

　心臓を撃ち抜かれた魔獣は即そく死しし、体内の魔力を暴走させたその遺い骸がいは、氷像が破は砕さいされるように砕くだけ散った。

　七詠唱セブンキヤストで唯ゆい一いつ『緋緋色金レツドオリハルコン』の呪のろわれた魔眼を持つ、高火力特化の禁呪搭とう載さい型分身シヤドウ、『黒魔導師ウオーロツク』。

　ブランは自身の緋眼堕ちレツドを避さけるため、青い瞳の位階を反転させるような邪じや悪あくな呪法は全てウォーロックにのみ搭載している。結果として憑ひよう依い機能はオミットしなければならなかったが、攻こう撃げき力においては分身シヤドウの中でもトップクラスだ。

「任務完かん了りよう、帰還する」

「えー。今夜はお姫様や先輩のお宝映像が録画できてないよー」

　駄だ々だをこねるアルケミストに対し、基本無口なウォーロックは、無言で対面の高層ビルの屋上を指差した。

　そこには、先ほどのデュセルとステラの共きよう闘とうから七詠唱セブンキヤストの魔獣退治に至るまで、高みの見物を決め込んでいたらしきアンジェの姿があった。

　フェンスに腰掛けて虚こ空くうに向けて足を伸のばした、エルミタージュ帝国のエージェント、アンジェ。今は位階を隠かくすメガネを着用しておらず、紅ルージユの魔力光のラインをはしらせた真しん紅くの魔術ローブに身を包み、夜風に長い髪かみをなびかせていた。

　彼女のその血の色に似た切れ長の真紅の瞳ひとみは、禁きん忌きの呪のろいに触ふれた魔術犯罪者の証あかしだ。邪悪な魔獣と同じ瞳をしているからこそ、緋眼堕ちレツドはアルテナや三大国でも忌いみ嫌きらわれている。そしてアンジェの瞳は中でも最も危険度の高い代しろ物もの、ブランの『青生生魂ブルーオリハルコン』と対ついを成す、『緋緋色金レツドオリハルコン』の魔眼だ。

　──と、まったくの不意に。

　遠く離れたブランの自室の水すい晶しようモニターに映し出されていたアンジェの映像が、突とつ然ぜんノイズに乱れ、鮮せん明めいさを失う。

　分身シヤドウたちの視覚情報に、アンジェの魔力が干かん渉しようしたのだろうか。

「くそ、ジャミングか。映像通信もままならねえ」

　ブランはゲームコントローラーを放り出し、傍かたわらに常備してあった聖遺物『七シチ支シ刀トウ』を手に取る。

　そうして唱えたのは、あらかじめ分身シヤドウに施ほどこしておいた強制帰還の呪文だ。発動と同時に、魔都で戦闘を終えたばかりのウォーロックとアルケミストが自室に帰還する。

　ひとまず魔都を騒さわがせていた魔獣の退治は完了したものの、ブランの肩に、それ以上の重荷がのしかかる。

「……どうしたもんだか」

「ところでブランくん。話は変わるけどちょっといいかな？」

　自室にいたままだったモリガンが、不意に小首を傾げた。

「なんだよ、ねえちゃん」

「カレンダー見てたんだけど、あしたの休日の予定にデュセルちゃんとステラちゃん両方の名前が書き込んであるのはなんで？」

「あ、それ？　お姫様に魔都の案内を頼たのまれたんだよ。で、それを片付けたらフィギュア制作に向けてステラ先輩のお宅訪問の予定」

「それってデートのダブルブッキングだよ？」

「は？　いやいや、ねえちゃんの考えすぎじゃね？」

「女の子が休日に男の子を誘さそったんだよ？　街に繰くり出そうとお家うちにお呼ばれしようと、それってどっちもデートじゃないかな」

「おれが、デート……？　それなんて魔法？」

　呆あつ気けにとられるブラン。先ほどまで見せていたアンジェ絡がらみのシリアスな表情など、完全にどこかへ吹ふき飛んでしまっている。

「これはおねえちゃんの勘かんを働かせるまでもないことだけど、きっとデュセルちゃんもステラちゃんも、明日は一日丸々予定を空けてくれてるよ？」

「おれの予定とまったく違う」

　モリガンに遠回しに非難され、ブランは困り顔で首を捻ひねる。

　その視線が瓜うり二ふたつの『案山子スケアクロウ』を見て止まった。

「いや待てよ。おれほどの魔術師なら、デートの重複も余よ裕ゆうで対処できるぞ」

　自分のコピーがもうひとりいるのだから、一日でふたりの相手とデートすることくらい、ブランには容易だった。

　しかし、ひとつ問題がある。

「じゃあ、だったらブランくん本人はどっちのデートに行くの？」

「……どっち？」

　デュセルとステラ。どちらとのデートを自分で行い、どちらをスケアクロウに任せるか。姉の問いかけが思わぬ難問で、ブランは答えに窮きゆうしたのだった。




　　　　[image: くぎり]




　デート当日、デュセルは朝からすこぶる上じよう機き嫌げんだった。

　クローゼットを引っくり返してはオシャレの試し行こう錯さく誤ごを重ねている。

「ねーねー、やっぱりこっちのほうがブランも気に入ってくれると思わない？」

「……あのー、お姫様」

「ふーん、浮うかない顔ね。だったらそっちのほうが良かった？」

　デュセルはお付きのメイドを側そばに待機させ、先ほどからずっと服や帽ぼう子しをとっかえひっかえしている。その顔は、きょうのブランとのデートを楽しみにしているのか、ダイヤモンド位階の瞳に負けないくらいキラキラと輝かがやいていた。

　対するメイド──現在ブランが憑依している『魔女ウイツチ』の表情は暗い。

（まさかここまで楽しみにしているとは……）

　友人同士の気軽なショッピング程度の想像をしていたブランは、自分とデュセルとの認にん識しきのギャップに、憑依中のウィッチの顔を引きつらせていた。

「……お姫様、ちょっと気合を入れ過ぎじゃないですかね」

「なんでそういうこと言うの!?　だって、生まれて初めて出来た友だちとのお出かけなのよ!?　次またこういう機会が人生に存在してるとは限らないじゃない!?」

「……さ、さいですね」

　ハードルを下げようと試みたウィッチだが、デュセルの凄すさまじい剣けん幕まくにあてられ、引き下がる。様子見でこんな光景を目にしてしまうと、デートを分身シヤドウ任せにはしづらい。

（……先輩には悪いけど、やっぱりお姫様優先かなあ）

　と、不意に部屋の扉とびらがノックされた。

　ウィッチが扉を開けて応対したところ、相手はＭＩ７の諜ちよう報ほう員たちだった。

「何用ですか？　──はっ、まさかあれですか、お姫様に相応ふさわしくない友人は我われ々われが命に代えて始末してやる的なあれですか？　大だい丈じよう夫ぶです、お姫様のお相手は好印象で好こう感かん触しよくなひきこもりの好青年で、断じてダブルブッキングを企たくらむような輩やからでは──」

　いつになく険しい表情のＭＩ７に気け圧おされて馬ば脚きやくを露あらわしかけたウィッチ。

　しかしＭＩ７はそんな駄メイドを無言で押し退のけ、緊きん張ちようした声色で口を開く。

「……姫ひめ殿でん下か。国王陛下より魔ま術じゆつ通信がありました」

　たったそれだけの言葉で、今まで楽しげにはしゃいでいたデュセルの顔から、噓うそのように表情が抜け落ちた。

「そ。すぐ行くわ」

　デュセルは静かに頷うなずくと、両手に持っていた洋服を無造作にウィッチに押しつけ、重い足取りで部屋から出て行こうとする。

「……いえ、それが」

「なによ。待たせるわけにはいかないのよ」

「……国王陛下からの通信は、その、すでに終わっております。陛下のお言葉は、伝言としてお預かりしております」

　その言葉にデュセルは立ち尽つくし、悔くやしげに唇くちびるを嚙かむ。

「だったら、その伝言とやらを早く教えなさい」

「申し訳ありません姫殿下。我々もお引き留めしようとしたのですが……」

「……あなたたちが謝ることじゃないわ。あたしこそ、八つ当たりみたいにしてごめん。で、父上はなんて？」

　心配げにウィッチやＭＩ７が見守る中、デュセルは大きくため息を吐はき出すと、自室に戻もどって椅い子すに腰こしかけ、不器用な笑え顔がおを取り繕つくろう。

　デュセルと彼女の父の関係を、ブランは伝聞でしか知らない。

「──ただ一言、任務を果たせと」

　だが、無意識のうちにウィッチの拳こぶしは固く握にぎり締しめられていた。

「……父上らしいわね」

「ですが、メトロポリタンやエルミタージュの諜報機関、さらにはアルテナの魔術秘密結社の介かい入にゆうをまとめた報告書にお目を通してくださったようで……。姫殿下の助けになるよう、強力な高位聖遺物を増ぞう援えん物資として手配してくださったとのことです」

　そんな中、聞き捨てならない言葉を耳にし、ブランの意識はそちらに移る。ウィッチの瞳が鋭するどく細められた。

「新しい高位聖遺物をあたしに寄よ越こすなんて、あのお姉さまたちがよく認めたわね。ともかく、その物資とやらが届いたら連れん絡らくをちょうだい。まあ、あんまり期待はしないけど。あたしはちょっと……友だちと出かける用があるから」

　気き丈じように振ふる舞まって、デュセルは無む理り矢や理りほほえんだ。そうしてウィッチともどもＭＩ７の面々を部屋の外に出て行かせる。

　一同の退室を見届けると、デュセルは天てん井じようを見上げ、力なく肩かたを落とした。

「そーよ。我ながらなにを期待しているんだか。与あたえられた任務をこなしたって、十年間あたしを幽ゆう閉へいしてきた父上が心変わりなんてするはずないのに……」

　青い瞳を悲しげに曇くもらせ、デュセルは時計を見た。

　友人との約束の時間が迫せまっている。

　彼女は手早く白のワンピースを着き替がえに選ぶと、誰だれにも会いたくなかったのか、魔術行使とともに窓から飛び降りて大使館を後にした。

「さーて、気分を変えよっと。こんな顔、ブランには見せられないもんね」

　旧きゆう暦れきの文化が残る魔都だが、交通手段は限られている。

　なにせ地下のメトロは魔ま獣じゆうが巣食う迷宮の入り口になってしまっているし、バスや電車といった便利な交通機関もとっくの昔に廃すたれている。結果として、時折魔力で走る車が地上の道路を進む以外は、もっぱら空飛ぶ箒スカイ・スウイープが住民に愛用されている。

　街を歩くデュセルは、カリナンの王おう笏しやくを後ろ手に、群ぐん青じよう色のポニーテールを揺ゆらしながら、空を往ゆく無数の箒スウイープとそれに跨またがる魔都の住人たちの姿を物もの珍めずらしげに見上げていた。

「そういえば、昼間の街中の光景を見るのって、これが初めてかも」

　留学してからきょうまで、昼は学園生活、夜はエージェント活動に専念してきたデュセル。そんな彼女にとって魔都の休日の光景は新しん鮮せんだったらしい。

　と、不意にその足が立ち止まる。

　ポニーテールを翻ひるがえし、デュセルは突然、目的地とは別の方向へと目を向けた。

　そこには、白いチョークを手に街の壁かべにラクガキしている小さな少年の姿があった。可愛かわいらしい顔立ちの、七歳児くらいの男の子だ。

　周囲を見回すデュセルだが、近くに両親や保護者が連れ添そっている様子はない。七歳児の男の子はひとりきりだ。デュセルはどこか困ったような面おも持もちで、しかし放っておけなかったのか、てくてくと七歳児のもとへと歩み寄る。

「ねー、きみ、もしかして迷子なの？」

　そして少年の前で身を屈かがめ、彼女はそう口にした。

　これに驚おどろいたのはその台詞せりふを聞かされた側、即すなわち『錬金術師アルケミスト』のほうだった。

「な、なんだよ。その、おれなんかに構うなよ、おねえちゃん」

「そうはいかないわ。きみが心配だから。あたしの用は後回しにして、先にきみのおとーさんかおかーさんのところまで連れてってあげる。いつ地下迷宮から魔獣が出てきて暴れ始めてもおかしくない街なんだし、小さな子を独りにしておけないわ」

　デュセルのおせっかいに、アルケミストは目を白黒させた。これでは主あるじとのデートどころではないと判断し、すぐさま緊きん急きゆうＳＯＳ。

　ブラン本人の憑ひよう依いを要求し、主の意識を引っ張り寄せる──

「あれ？」

　──はずだった。

　しかし、いつまでたっても本体の意識が飛んでこない。

　あろうことか、分身シヤドウたちの憑依機能は上位権限によりロックされていた。

『こちらおねえちゃん。非常事態発生。分身シヤドウのみんなには、これよりおねえちゃん権限で命令をだすからね』

　モリガンから魔術通信が送られてきたのは、その直後だった。
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　同時刻、デュセルとの待ち合わせ場所から離はなれた魔都の一角では。

「太陽が眩まぶしすぎて、つらい……」

　久しぶりの日中外出で、ブランが早々に音を上げていた。筋金入りのひきこもりだけあって、玄げん関かんを出てものの数分でこの有様だ。

「人ごみがつらい。都会の喧けん騒そうがつらい。そしてなにより陽ひの光がつらい」

「もぉー。ブランくんだらしないよ」

　外出中は分身シヤドウ操作用に旧暦時代の携けい帯たいゲーム機を持ち歩くブランだが、今はダウンした弟に代わり、モリガンがゲーム機を操作している。

「でも心配してついて来てよかった。おねえちゃんがいなかったら、きっとブランくんはどっちのデートも失敗してたもん」

　最初、ウィッチの視点でデュセルの近きん況きようを知ったブランは、友人を元気づけるため、彼女と生身で会うことを選んだ。ところが、勇んで家の外に出たはいいが陽ひ射ざしにやられて日射病寸前でこの始末だ。

「おねえちゃんがなんとかするしかないよね」

　そんな最愛の弟のあまりの体調不良っぷりに、保護者判断でモリガンが決着をつけざるを得ない状じよう況きようとなってしまっていた。

　まず、屋内デートのステラのもとへ本人を。そして野外デートのデュセルのもとへスケアクロウを。お詫わびの花束を用意して、傷心のデュセルを慰なぐさめることも忘れない。

　なにせブランの意志がどうあれ本人がこの有様では、日光が降り注ぐ街の案内を任せられるはずもない。デュセルをエスコートするどころか、ブラン自身が病院へと付き添われるだろう。ルーヴル大使館のウィッチ、ウエノ学園のワイズマン、暗黒街のウォーロックは、デートの役に立たないので引き続き待機。

「で、『錬金術師アルケミスト』のアルくんは……あれ？」

　そこでようやくモリガンは、アルケミストからの応おう援えん要よう請せいを確認した。

　今、七歳児のブランの姿を持つ分身シヤドウは、デュセルに迷子と間ま違ちがわれ、居もしない保護者を捜さがし求めて魔都を徘はい徊かいしているらしい。

「むむむ……どうなってるのかな」

　モリガンは手元の携帯ゲーム機の画面を覗のぞき込み、モニター越ごしにアルケミストの視覚情報を確認した。

　見れば、アルケミストは片手をデュセルに引いてもらいながら、あてどもなくとぼとぼ歩いている。

『ねー、おとーさんやおかーさんがいそうな場所に心当たりないの？』

『さ、さあ……どこかなあ……』

『なにそれ。まったく放任主義にも困ったものね、会ったら説教してやるんだから』

　ふたりの会話がゲーム機のスピーカー越しに聞こえてくる。

「デュセルちゃんって意外と世話焼きな女の子だったんだね。いい子いい子。ちっちゃい男の子に優しくできる女の子は、おねえちゃん的にも高評価だよ」

『あっれー、おっかしーなー。でも、次はちゃんと正しい道だから』

　モニターに映るデュセルは、完全に迷子になっている様子だ。

　このままでは当初の目的どおりにダブルデートを完かん遂すいすることは不可能だ。誰かをアルケミストの保護者として登場させない限り、デュセルは諦あきらめないだろう。

「どうしようブランくんの初デートが失敗に終わっちゃう……デキるおねえちゃんとしてはなにがなんでも成功させてあげないと！」

　体調不良のあまり後ろをゾンビのようについてくる弟を見つめ、モリガンは使命感に燃えた様子で可愛らしく握り拳を固めた。

「ここは計画変へん更こうして、ブランくんとデュセルちゃんとステラちゃんの三人でデートしてもらおう！」

　凄すさまじい修正案を打ち出したモリガン。

　無論、この小さな暴君は当事者三人の了りよう解かいをとるつもりなど欠片かけらもなかった。すぐさま携帯ゲーム機のボタンを連打し、アルケミストへと緊急指令を発する。

「デュセルちゃんにもステラちゃんのお家うちデートに来てもらって、じゅうぶん三人で過ごしてもらって、ブランくんの体調が戻ったら今度は三人で街をデート。ほんとはふたりともふたりっきりにしてあげたかったけど、妥だ協きよう案としてはもうこれしかない！」

　道すがらモリガンは当事者抜ぬきでデートプランを構築していく。

　先ほどからブランとモリガンが向かっていたのは、魔都から南に下った巨きよ大だい湾わん──大異変の際に多くの旧暦都市が水すい没ぼつし、広がった海域──その港に浮うかぶ豪ごう華か客船だ。

　魔都からでも視界に映る停てい泊はく中の客船となると、その遠近法を狂くるわせるような規模たるや、もはや海に浮かぶ巨大ホテルと表現すべきだろう。

「……やっと……ついた」

　港に到とう着ちやくしたころには、ブランはすでに言葉を発する気力さえ失っていた。完全にへばりきった様子で、崩くずれ落ちるように座り込む。

　と、半ば幽ゆう体たい離り脱だつしていたブランの瞳ひとみに、見知った群青色のポニーテールが映った。その持ち主は、波止場に佇たたずみ、青い海の傍かたわらで潮風に髪をなびかせている。

「ねー、アルくん。ほんとにここで待ってれば、保護者のひとが迎むかえに来てくれるの？　確か、親しん戚せきのおにーさんとおねーさんだっけ？」

　デュセルだ。

　彼女は傍らに立つ幼い少年──アルケミストへと声をかけていた。

「……お姫ひめ様？　なんでこんなところに？」

「あれ？　ブランこそ、どーしてここに？」

　ふと視線があって、デュセルが不思議そうに駆かけ寄ってきた。どうして互たがいがこんな場所にいるのか、事情を知らないブランとデュセルは合わせ鏡のように首を傾かしげあう。

「あー！　アルくん、やっと見つけたー！　おねえちゃんたち捜してたんだよー」

　と、モリガンは若干の大根役者ぶりを発揮しながらも、弟が迂う闊かつな失言をする前に、自らアルケミストへと抱だきついた。当然、アルケミストを使ってこの場所にデュセルを誘ゆう導どうしたのも彼女である。

「あなたがアルくんを連れて来てくれたの？　ありがとー」

「ど、どーいたしまして。えっと……もしかして、ブランの妹さん？」

「いや。ねえちゃんだ」

「ブランくんのおねえちゃんのモリガンだよ。おともだちのデュセルちゃんだよね？　弟がいつもお世話になってまーす」

　目が点のデュセルに対し、モリガンはお行ぎよう儀ぎよくぺこりと頭を下げる。

「……お、おねーちゃんさんは、何歳ですか？」

「九歳だよー」

　手の指を折りながら数を数えるモリガンの姿に、デュセルは二の句が継つげなかった。

「ど……どーいうことなの？」

　デュセルは説明を求めてブランへと顔を巡めぐらせる。

　が、その視線の先で、ブランはとうとう日光に音を上げて倒たおれ込んでいた。

「──って、どーしたのブラン！　今にも死んじゃいそうな顔で！」

「も……もう限界……死ぬ……」

　それだけ言い残して気絶してしまうブラン。

「ど、どーしよう、おねーちゃんさん！　病院に連れて行かないと！」

「そうだねー。おねえちゃんはあそこのお船なら医務室があるんじゃないかと思うなー」

　慌あわてるデュセルに対し、モリガンはわざとらしく豪華客船を指差した。

「そ、そーね。これじゃ、その、デ……デートどころじゃないし……」

「おねえちゃん、お船で休ませてもらってからデートすればいいと思うなー」

　普ふ段だんなら真っ先に弟に手厚い看護をするはずのモリガンだが、なぜか先ほどから手出しを控ひかえ、大根役者じみた棒読みを続けていた。

　デュセルとしても九歳児や七歳児に頼たよるわけにもいかず、彼女はブランの足を摑つかんで引きずりながら、豪華客船へと近づいていく。

「ごめんなさい！　誰だれか！　誰かあたしの友だちを助けて！」

　涙なみだながらに訴うつたえるデュセルの声を聞き、客船からひとりの船員が姿を見せた。飼葉の交こう換かんでもしていたのだろうか──農用フォークを手に、小さな子こ豚ぶたを片手で抱きかかえた、麦むぎわら帽ぼう子しとデニム地のオーバーオールという牧歌的な出で立ちの船員だ。

「どうかしましたか？」

　船員は子豚を足元に放してやりながら、深く被かぶっていた帽子のつばを押し上げる。

「は、はい。あたしの友だちが──って、え!?」

　露あらわになった船員の素す顔がおを見、デュセルが素っ頓とん狂きような声をあげた。

「ステラ・スティングレイ!?」

「ごきげんようデュセルさん。あら？　ブランさんとご一いつ緒しよなんですね」

　麦わら帽子の下に隠かくれていた豪ごう奢しやな金きん髪ぱつはともかく、オーバーオールの胸むな元もとを盛大に押し上げる爆ばく乳にゆうは疑いようもない。ステラだ。

「……ス、ステラ先せん輩ぱい？」

　名前を呼ばれて目を覚まし、むくりと起き上がるブラン。予想外のステラの格好に、デュセル同様、その目を丸くしている。

「はい。わたくしです」

　ふたりを前に、農用フォークを後ろ手に隠しながら、どこか照れた様子ではにかむステラ。あろうことかその姿は裸はだかオーバーオール、つまり下になにも着けていない。この格好に、ブランはただただ畏い怖ふを覚えた。

　手を突つっ込みたいくらいにはみ出している横乳、大だい胆たんに露ろ出しゆつしているスラリとした白い背中と細いウエスト、対してギュッと詰つまったデニムの安産型のヒップ部分。どれをとっても上品なステラの容姿とのギャップ感が凄すごい。

　遠目に見れば牧歌的だったが、間近で見ると最も早はやプロポーションの暴力だ。下から見上げたブランが、ただそれだけで若干の体力を回復してしまえたほどに。

（なにがエロイムエッサイムだよエロいのは先輩だよ）

　ブランは心の中で呟つぶやいた。さすがに声に出しては言えなかった。

「ちょ、ちょっと待って！」

　悶もん々もんとするブランの足を放り捨て、デュセルが声を荒あららげる。

「こ、これはどーいうことなの？」

　足元の子豚と一緒になっておっとりと小首を傾げていたステラは、デュセルの問いかけに柔にゆう和わな微び笑しようを浮かべた。

「お金持ちの道楽と思われるかもしれませんが、この子は故郷から連れて来たんです。他ほかにも牛さんやお馬さんなんかもいるんですよ？　両親が忙いそがしくて、どうしてもわたくしが面めん倒どうを見てあげなければいけなかったものですから」

　客船の甲かん板ぱんから聞こえてくる豚や牛馬ののどかな鳴き声に耳を傾かたむけながら、彼女は大きな麦わら帽子を取って、ほほえみながら額の汗あせを拭ふいた。

「わたくし実はメトロポリタンでも田舎モンタナの生まれで、いわゆる田舎娘カントリーガールなんです」

「──そーじゃなくて！　いやそれも意外だったけど！　あたしが聞きたかったのは、どーしてあなたがここにいるのかってことなんだけど！」

「あら、ごめんあそばせ。デュセルさんには言っていませんでしたかしら？　この船は、わたくしの住まいなんです」







　豪華客船『セレブリティ・スターサファイア号』──

　十二階建てのアミューズメント複合施し設せつを擁ようするメトロポリタンの魔ま導どう船せんであり、大統領のひとり娘であるステラの個人資産でもある。

　ブランたちの姿は今、その船内にあった。

　ここでもモリガンが策を弄ろうし、デュセルに対してはブランの体調回復のためと説明し、ステラに対しては招待に応じたと説明してある。

「すげえ。こんなに自宅が広けりゃ、いつまでもひきこもっていられそうだ」

　フォローに徹てつした姉の策略家ぶりも露つゆ知しらず、ブランは能天気に感心していた。

「ふーんだ。どーせあたしの家は牢ろう獄ごくみたいなロンドン塔とうよ」

「この船は、わたくしが十五の誕生日にパパからプレゼントしてもらったものです。うふふ、一番大切にしている宝物といったところでしょうか」

　外から見ても凄かったが、中はもっと凄い。ロイヤルスイートの客室に、大型プールを含ふくむスポーツデッキや、レストランエリア、リゾートスペース、カジノ、ゲームセンター、シネマ＆シアター、スパ＆サウナを完備した、魔力発電式の長ちよう距きよ離りクルーズ客船なのだ。そしてその甲板を、ステラは大胆にもペットたちの牧場として使っているらしい。

「ゲームセンターまであるなんて、ここに住みたくなりそうだ」

　案内図を目にしたブランは、子どものように目を輝かがやかせる。

「ふーん。ステラの家に住みたくなっちゃったんだ。ふーんだ」

「ブランさんさえよろしければ、その、ずっといてくださっても……」

「おねえちゃんは対戦ゲーム苦手かな。だってブランくんがハメてくるんだもん」

「ふーん……ハメてくるんだ……」

「まあ……どうしましょう……」

「なぜ睨にらむ？　そしてなぜ瞳を潤うるませる？」

　一行ががやがやと騒さわぎながら向かっているのは、船内のスパ＆サウナエリア。先ほどまで農作業をしていたらしいステラが、汗を流したいと強く主張したのだ。

　その道すがら、不意にブランは屋内リゾートスペースで足を止める。

「じゃ、おれはここらへんで休ませてもらうよ。まだ体調も回復してないし」

「ブランがいないとなると、アルくんが独りで男湯に？　そんなの危ないわ」

「七歳ですよね？　でしたら女湯に連れて行ってあげてもいいんじゃないかしら」

「おねえちゃんはいつもアルくんの体を洗ったげてるよ」

　すると、自然と女性陣じんはそう口々に申し出た。

「そうかそうか。じゃ、こいつのことは任せた。うむ、是ぜ非ひとも任せた」

　そう言って、女性陣にアルケミストを同行させるブラン。

「ふっふっふ、計画どおり」

　背後でブランが邪よこしまな表情を浮かべているとも知らず、別れたデュセルたちはスパエリアの女性用スペースへと移動し、脱だつ衣い所に入っていく。

「それにしても、けっこー意外だった」

「なにがですか？」

「あなたのこと。もっとこー、うちの国の貴族どもみたく、夜ごとパーティ開いてお金を無む駄だに浪ろう費ひする、鼻持ちならないタイプの人間かと思ってたわ」

「心外です。わたくし他にも、トウモロコシさんを育てたりもしているんですよ」

「とーもろこし？　これまた意外ね」

「うふふ、恥はずかしながら好物なんです。今年も豊作ですし、副会長さんがなぜか急に貧びん乏ぼうになってしまったらしいので、近いうちに差し入れしてあげようかしら」

　お姫ひめ様なのにさばさばとした口調のデュセルと、田舎娘なのにお嬢じよう様口調のステラ。もちろんそれはアルテナの言語を使った場合の話だ。ふたりとも母国語を用いれば、前者は宮きゆう廷てい用の洗練された発音に、後者は方言訛なまりの発音になることだろう。

「わたくしもデュセルさんの人ひと柄がらは意外でした。とてもお付き合いしやすくて安心です」

「ふーんだ。いくら褒ほめたって、あなたとは友だちにならないわよ」

「これから一緒にお風ふ呂ろに入る仲なのですから、もう友だち同士ではないかしら」

「ええっ!?　友だちづくりって、そんな簡単なことでいいの!?」

「お風呂は皆みんなでなかよく入るものですから、入れば皆なかよしです」

　オーバーオールを脱ぬぎながら、ステラは頰ほおに人差し指を添そえてほほえんだ。

「…………そ、それなら、恥ずかしいけど入ってみる。……恥ずかしいけど」

　裸を見るのも見られるのも抵てい抗こうのあるデュセル。今まで気乗りしていなかったようだが、勇気を出してステラの前で着衣を脱ぎ始める。

　そのさまをじっと見つめる、怪あやしい瞳ひとみのアルケミスト。

「ふっふっふ」

　言わずもがな、その体には現在ブランが憑ひよう依い中だ。意識の抜ぬけたブラン本体はというと、今はリゾートスペースのデッキチェアで優ゆう雅がに惰だ眠みんを貪むさぼっているようにしか見えず、船員に扮ふんしたＣＩＡでさえ覗のぞきを疑う者は誰もいなかった。

「ねえ、ブランくん」

　と、浮うき立つブランの耳元で、モリガンが小声でささやきかける。

　ブランにとっては見慣れたモリガンの裸ら身しん。デュセルの細身ながらのナイスバディや、ステラのグラマーなダイナマイトバディと比べると、どうしても凹おう凸とつが寂さびしい。

「その体は、おねえちゃんのリクエストで造ってもらった十年前のブランくんのそっくりさんなんだよ。あんまりエッチな企たくらみに利用しないで欲しいな」

「分かってるって、ねえちゃん。変なことはしない。弟を信じてくれ」

「もぉー、しょうがないなー」

　ブランはダダ甘なモリガンに手を引かれ、先に入室したふたりに続いて大浴場に足を踏ふみ入れた。デュセルとステラは当然のマナーで入浴前に洗い場へと向かい、シャワー台の椅い子すに腰こしかけてお尻しりを並べている。

　しかし、普ふ段だんなら確実に女性陣の裸を盗ぬすみ見るはずのブランでさえ、広大なスペースを存分に活用したスパエリアの豪ごう華かさに、つい目を奪うばわれてしまう。

　客船のフロアを丸々ひとつ使って造られた大浴場は、ブルジョワじみた巨きよ大だいジャグジーを中心に据すえ、炭酸泉や冷水風呂といった正統派や、魔導式無重力浴よく槽そうのような変わり種、さらには本格的なサウナルームなどが設置されており、露ろ天てんの眺ながめを存分に満まん喫きつできる外気浴デッキも用意されている。

「さっすが資本主義のメトロポリタン、お金も魔力も湯水のよーに使うわね……」

　そんなデュセルの感想が、奥行きのある女湯全体にこだました。

　と、彼女は感心しながらもアルケミストを手招きする。

「先にお風呂入っちゃだめでしょ、体洗ったげるからこっち来て」

「え？　いや、別にいい」

「ワガママ言うのは子どもっぽいわね」

　急にデュセルはアルケミストの小さな体を問答無用で引き寄せた。普段と違ちがい体格差があるため、ブランはまるで抵抗できない。

「いや、本当にいいんだって！」

「遠えん慮りよしなくていーの」

　デュセルの前に立たされ、ブランは分身シヤドウとはいえ幼少時代の全裸を細部に至るまで彼女に見られてしまった。七歳児当時の、ちょこんとついているものも含む。

「……初めて見ちゃった」

「わたくしも豚さんやお馬さんのなら見たことがありますが……初めてです」

「じろじろ見ないでくれ！」

　デュセルもステラも全裸を見られてしまう位置にいるのだが、ブランは気が動転しているせいか絶好の要【●ＲＥＣ】シーンだというのに自ら目を覆おおってしまっていた。

　結局、後頭部や背中にデュセルの巨きよ乳にゆうが当たる感かん触しよくを時折感じつつ、体を洗ってもらう気持ち良さに昇しよう天てんしそうになりながら全身を綺き麗れいにされてしまう。

「あとはシャワーで泡あわを流すだけ……ん？」

　と、そこで不意にデュセルが手を止めた。

「あのさーステラ、いつまで体を洗うつもりなの？　こっちはもう終わったわよ」

　見れば、ステラは今もボディソープで念入りに自分の体をごしごしと磨みがき続けている。デュセルが自分の体だけでなくアルケミストの体まで洗い終わっているというのに、未いまだに彼女はソープを泡立てていたのだ。

　綺麗好きだとしても、いささか時間をかけ過ぎだろう。

「お構いなくお先にどうぞ。わたくしはその、やはり汗を多くかいてしまったので、丁てい寧ねいに綺麗にしておかないと……」

「なんで？　充じゆう分ぶんキレイじゃない」

「いえ、でも、その、まだ足りないような気がするんです」

「そこまで念入りにする必要なんかないって」

「でもですね、えっとですね、ブランさんとの約束で、フィギュアさんのモデルをすることになっていますから……」
















　これでもう四度目となるボディソープで、ステラはさらに玉の肌はだを磨き上げる。

「わ、わたくしもモデルなんて初めてですし……。どこまで見られることになるのか予想もできなくて、そのとき恥ずかしい思いをしないよう、体の隅すみ々ずみまで念入りに綺麗にしておこうかしらと……」

　もじもじの国のプリンセスよろしく、真っ赤な顔を俯うつむかせたままぼそぼそと告白するステラ。しかしこれでは、後こう輩はいとふたりきりになったとき体の隅々まで見られてもいいように綺麗にしている、と公言したも同然だ。

（なにがエロイムエッサイムだよエロいのは先輩だよ）

　またしても口から飛び出しそうになった呟つぶやきを慌あわてて吞のみ込むブラン。七歳児の姿でそんな台詞せりふを口にするわけにはいかなかった。

「ムッツリドスケベ」

　大だい胆たん発言を隣となりで聞かされたデュセルも、ジト目でステラを睨みつけていた。

「わ、わ、わ、わたくし別にそんなつもりじゃ……」

　ステラは顔どころか全身真っ赤になって、しどろもどろな身み振ぶり手振りで否定する。

　と、そのとき。

「!?」

　突とつ如じよ、ブランは自分の意識が『錬金術師アルケミスト』から離はなれていく感覚を抱いた。

　他ほかの分身シヤドウからの緊きん急きゆうＳＯＳのアラームによる、強制憑依だ。無論、モリガンの上位権限によるロックはすでに解除されている。

「どーしたの、アルくん。のぼせちゃった？」

　耳に届くデュセルの声も、今は遠い。

「ちょって待て！　これから失態を挽ばん回かいするところなのに、中断とか冗じよう談だんじゃねえ！」

　──そのブランの叫さけびが、アルケミストの口を介かいすることはなかった。

　すでに彼の意識は、ＳＯＳに導かれて別の分身シヤドウへと憑依していたからだ。

「くそっ！　野や暮ぼ用だったら承知しねえぞ！」

　新たな体に憑依したブランは理り不ふ尽じんな怒いかりとともにその場に立ち上がった。が、女湯の景色に完全に気を取られて分身シヤドウの現状把は握あくを怠おこたっていたのは、彼自身の落ち度だ。

　現在憑依中の体は『案山子スケアクロウ』。モリガンの命令により、花束を持ったままずっとデュセルとのデートの待ち合わせ場所で待機中だったはずだ。

　そして直後、ブランはスケアクロウがＳＯＳを発した理由をすぐに悟さとった。

「──おや。どうしたのかな、もしかして今まで眠ねむっていたのかい？」

　すぐ隣に、『緋緋色金レツドオリハルコン』の少女がいたのだ。




　　　　[image: くぎり]




　アンジェラ・アンブロシア。

　三種の神器のひとつを奪われた、最も警けい戒かいすべき相手だ。

　彼女は待ち合わせのベンチでスケアクロウの隣に座り、その手の花束の魔ま術じゆつ栽さい培ばいされた蒼あお薔ば薇らを覗き込み、メガネの奥の緋ひ眼がんを細めている。

　ピンクがかった赤毛は三つ編みで、黒タイツとフレアスカートの私服姿だ。どうやら今はエルミタージュのエージェントとしてではなく、偶ぐう然ぜんこの場に居合わせたらしい。

　どんな気まぐれで隣に腰こし掛かけたのかは不明だが、ＳＯＳが入るのも当然の状じよう況きようだ。

「な、なんの用だ？」

　警戒心を強めつつ、ブランはスケアクロウのメガネを取って座り直す。

「フフッ……。こんなところで会うなんて奇き遇ぐうだね、と声をかけただけじゃないか……。そんなに怯おびえないで欲しいな、ブランドン・ブラックバーン」

　腰掛けたままブランの瞳を覗き込み、アンジェはミステリアスにほほえんだ。

　蒼薔薇を一輪ほど手に取り、香かおりを楽しむアンジェ。

　その大人びた仕草からは、三つ編みメガネという地味な出で立ちにもかかわらず、同年代とは思えない妖よう艶えんさが感じられた。

　──そして、同時に危険信号も。

　いくら美少女とはいえ、オリハルコン位階の緋眼堕ちレツドである以上、相手は間違いなく世界最悪クラスの魔術犯罪者。気分的には、危険な魔ま獣じゆうと隣となり同士のほうがまだマシだ。

「誰だれかと待ち合わせでもしていたのかい？　たとえばルーヴルのお姫様とか？」

「残念大ハズレ」

「……フフフッ。だったらもしかして、同じ七詠唱セブンキヤストのメンバー相手かな？」

　アンジェのその言葉に、ブランの額を冷や汗あせが伝う。

「ほら、キミとメトロポリタンのお嬢じよう様さまの決けつ闘とう直後、私の前から逃にげ去った銀ぎん髪ぱつの女の子とか、なかなか可愛かわいかったからね……」

　忘れもしない。ウィッチを追いつめた際に彼女が見せた、瞳の魔力。今もあのとき同様、アンジェは吸い込まれそうな切れ長の緋眼を覗かせている。

「あの子から聞いているんだろう？　私が何者であるかとか、キミが何者であるか私が感づいていることとか」

「まあ、な」

　ブランは言葉を濁にごした。七詠唱セブンキヤストが一人七役にして七体一役の魔術結社であるという秘密だけは、決して悟られるわけにはいかない。

　──特に、ブランにとって最大の敵になりかねない彼女には。

　ブランは臨戦態勢を取るべく『案山子スケアクロウ』の封ふう印いんを解き、その瞳に自らの『青生生魂ブルーオリハルコン』の魔力の輝かがやきを宿す。

「そう身構えないで欲しい。別に、望んでキミに危害をくわえたいわけじゃないんだ」

　だが、少なくとも今のアンジェは敵意を持っていないようだ。

「時間を持て余しているのなら、少し私に付き合ってくれないかい？　幸いにも……いや、災いにも、私も長い時間を持て余し気味だからね」

　それどころか彼女は、指先で軽くブランの袖そでを引いた。

　まるで人付き合いの仕方を忘れてしまったかのような、子どもじみた不器用な誘さそい方。先ほど見せていた大人びた雰ふん囲い気きとは対極の仕草だ。

「……どういうつもりだ？」

「鈍にぶいね、キミは。これは単なるデートのお誘いだよ」

　そう言って、アンジェは再びミステリアスな微び笑しようを浮うかべる。しかしそれはどこか寂さびしげで、物悲しく、すがるかのようでさえあった。

「目的は？　本題はなんだ？」

「フフ、つれないね。ルーヴルやメトロポリタンのエージェントとは、少なくとも学園では仲良さげに接しているキミなのに……私だけ除のけ者なんて……」

「それはお前が緋眼堕ちレツドだからだ」

「そうだね……。でも七詠唱セブンキヤストにも、私と同じ『緋緋色金レツドオリハルコン』がいたはずだけれど？」

「そ、それはまあ、そうだが」

　詳くわしく語ることは出来ない話題に触ふれられると、どうしても強く出られない。そうしたブランの逡しゆん巡じゆんを敏びん感かんに感じ取ったのか、アンジェはそれ以上の追つい及きゆうを避さけた。

「キミの……いや、キミたちの助けが欲しいんだ」

　彼女はブランの袖を引いたまま、そう訴うつたえた。

「詳しくは……ついて来てくれないと話せない。いや、ここで話してしまいたいところだけど、それだとキミに信じてもらえないからね……」

　名残なごり惜おしそうに指を離し、アンジェはベンチから立ち上がる。そうして、風が緑の絨じゆう毯たんを揺ゆらす道路へとブランを手招きしながら、小さい歩ほ幅はばで歩き始めた。

　ブランの心を占しめていた疑問は、大まかに言えばひとつ。

　──罠わなか否いなか。

「……罠じゃないよ」

　そんな本心を見み透すかしたかのように、アンジェは少し離れた場所でブランが立ち上がるのを待っていた。

「もしも私の願いを聞いてくれるなら、草薙剣を返すつもりでさえいるんだからね」

　この言葉に、どうすべきかとブランは思い悩なやむ。

　ここにいるブランはあくまで分身シヤドウで、本体や姉は今もステラの客船内。ＣＩＡの本ほん拠きよ地ちともいえるあの場所ならば、仮にアンジェが罠を張り巡めぐらせていようと、易やす々やすと手出しは出来ないはず。最悪の事態は避けられるはずだ。

　それに、向こうにどんな事情があるかはブランにも皆かい目もく見当がつかないが、敵対関係を避けられるならそれに越こしたことはない。

「お願いだから、一いつ緒しよに来て欲しい……」

　なにより──寂しげに俯くアンジェが、どうにもブランには放っておけなかった。

「ええい、ままよ」

　意を決し重い腰こしを上げる。普ふ段だんから自宅にひきこもって戦せん闘とう指揮を取っているブランとしては、彼自身、慎しん重ちようさに欠ける行動ではないかと立ち上がってから後こう悔かいもした。しかし、放っておけなかったのだから仕方ない。

　そうしてふたりは、若干の距きよ離りを置いたまま歩き出した。

　アンジェがブランを案内したのは、魔都の一角に建つ、古ぼけたマジックアンティークショップだった。空飛ぶ箒スカイ・スウイープのようなマジックアイテムの販はん売ばいや、家財の附与魔術エンチヤント依い頼らいの手配を行う、旧きゆう暦れきで言うところの骨こつ董とう店。

　店名はアンジェの姓せいと同じ『アンブロシア』だ。

「ひらけ、ゴマオープン・セサミ」

　ＣＬＯＳＥとなっている看板をそのままに、店の玄げん関かん口ぐちの鍵かぎを開けた。

「古めかしい詠唱文句で失礼……なにせ私自身が古い人間だからね……」

　手招きとともにブランを店内へと迎むかえ入れるアンジェ。

　アンティーク店『アンブロシア』は、便利グッズめいたマジックアイテム雑貨の他に、大なり小なり魔力を秘めた聖遺物までもが高額販売されていた。一見して掘ほり出し物と分かる代しろ物ものも棚たなに鎮ちん座ざしており、骨董店としては本格的な造りだ。

　店内を見渡していたブランに対し、アンジェが唐とう突とつに質問を投げかける。

「キミは、『アンブロシア』という言葉を聞いてなにを連想する？」

「……確か、花の名前じゃなかったか」

　首を傾かしげるブランを尻しり目めに、アンジェは店内の奥へ奥へと進んでいく。

　すでに売り場からは離れていたが、しかし通路の棚には未いまだに数々の聖遺物がずらりと並べられている。内包魔力量はどれも一級品の、年代物ばかりだ。

「これも売り物なのか？」

「このあたりは非売品だよ……。私の思い出の品々だからね」

「思い出って……パッと見でも数百年は昔の代物ばかりだぞ」

　緊きん張ちようの面おも持もちで進んだ通路の最奥には、アンジェの自室と思おぼしき部屋があった。

　室内は、大量の古文書や魔導書、彼女の研究日誌と思しきノートの山、そしてホルマリン漬にされた魔獣のドロップアイテムの数々によって、カオスを極めている。

「……汚きたない部屋で悪いね。昔からどうにも、片づけに関しては才能に乏とぼしくて」

「才能に頼たよらず努力をしろよ」

　ユニコーンの角やドラゴンの髭ひげなど、ひと口にドロップ品と言っても保管されているアイテムは様々だ。そしてそのひとつひとつが、おそらくどれも稀き少しよう品。他ほかにブランが目ざとく見つけたのも、いにしえの陰おん陽みよう師じの護ご符ふや、ヒエログリフの石版、五ご芒ぼう星せいや六芒星のタリスマンと、どれも旧暦以前の古代の文ぶん献けんに載のっているような代物ばかり。

「それらは、この星が魔法世界となる前に存在した魔術師たちの作品だよ」

　アンジェの台詞せりふに、ブランは目を丸くした。

「……冗じよう談だんきついぜ。魔術師が誕生したのは今から七十年前、魔法暦に入ってからだろ。大異変が起きる前の旧暦世界じゃ、今に伝わる聖遺物だって当時はただの遺物や骨董品、美術品でしかない。魔術なんて代物は手品かオカルトだったんだから」

「フフッ、それがそうでもないんだ」

　おおよそ百年は経たっていそうな年季の入った手帳を手に、アンジェはほほえむ。

「物理法則が幅はばを利きかせていた旧暦時代でさえ、存在しないも同義の霞かすみのような魔力の欠片かけらを集め、生いけ贄にえや儀ぎ式しきを用いて魔術を完成させた者は、まあ少なからずいたのさ。目の前にいる私もその生き証人だ」

「…………は？」

「先ほどの質問の答えを言おう。正解は『不ア老ン不ブ死ロのシ蜜ア』。私はそれを舐なめた旧暦時代の生き残り、キミたち現代の魔術師が『大魔術師』と呼ぶ、おとぎ話の登場人物さ」

　メガネの奥の緋ひ眼がんを妖あやしく輝かせ、アンジェは手帳をブランに手て渡わたした。

「これは、日記か？」

　百年前の手帳には、彼女の文字がびっしりと綴つづられている。開かれたページの日付は、七十年前の旧暦二〇〇〇年ミレニアムの四月三十日ワルプルギスの夜。

　そこには端たん的てきにこう記されていた。

『きょう世界が終わり、そして生まれ変わった。────アンジェラ・アンブロシア』







　衝しよう撃げきの告白の後。

「こういう前置きで善良な魔術師を騙だましつつ、高い聖遺物を売りつけているってわけだ。完全に詐さ欺ぎだな」

「…………違ちがう。ひどい誤解だよ」

　ブランとアンジェのふたりは、今も机を挟はさんで議論を続けていた。

「そうだね……やっぱりそう思われてしまうよね……。数百年単位で他人との交流を廃はいしていれば、不老不死の大魔術師とはいえコミュ障にもなろうというものだよね……」

　彼女はがっくりと肩かたを落とし、ついでにメガネもズリ落ちる。

「うるせえ。寝ね言ごとは寝てからにしろ。だいたい、今の話を信じるなら──」

　一方、与よ太た話に付き合わされたと信じて疑わないブランは、不ふ愉ゆ快かい極まりないといった面持ちで対面のアンジェを睨にらみつける。

「お前ババアじゃねえか！」

「黙だまれ童どう貞ていボーヤ」

　両者の瞳ひとみがくだらないことで火花を散らし合う。その足元では、会話の応おう酬しゆうと並行して互たがいが互いの足を蹴けり合っていた。

　と、しばらくいがみ合いを続けていたアンジェが、突然席を立つ。

「……どうやら、証しよう拠こを見せたほうが早そうだね」

　彼女はメガネを外し、三つ編みを解ほどき、そして勢いに任せて服まで脱ぬぎ始めた。

　呆あつ気けに取られたブランが制止する暇ひまもなく、あっという間にアンジェは惜しげもなく裸ら身しんを晒さらす。

　やはり高位の女性魔ま術じゆつ師しはブラをしない。豊かな胸むな元もとの先せん端たんは長い赤毛が僅わずかに隠かくしているものの、それ以外で白い肌はだを覆おおうのは、黒の紐ひも下着とタイツが残るのみ。

「な、なにを突然！」

「フフッ……まさか齢よわい千歳の裸はだかに欲よく情じようはしないだろうね」

　アンジェは切れ長の瞳を細めると、机の上のペーパーナイフを右手で取る。

　次の瞬しゆん間かん。

　彼女はその切っ先を自分の左胸に──心臓に突つき刺さした。

　顔色ひとつ変えず、それこそ微み塵じんの躊躇ためらいもなく。

「な、な……」

　今度こそ言葉を失うブラン。

　その眼前でアンジェは、空いていた左手で傷口を押さえながらナイフを引き抜ぬいた。刃は先さきから鮮せん血けつが滴したたり落ち、心臓から噴ふき出る血が彼女の白いてのひらを染めていく。

「今すぐ回復呪じゆ文もんを！」

「……必要ないよ」

　慌あわてるブランへと血の気の引いた顔を向け、アンジェはどこか病的にほほえむ。

「言ったはずだろう。私は不老不死の大魔術師だとね……」

　本来心臓を突き刺したなら、致ち死し量に至る血液が流れ出るはず。

　しかし、すでにアンジェの出血は止まっていた。その証拠に彼女は、今まで流血を押さえつけていた左手をずらす。血がべったりと付着した指が左の乳ち房ぶさをなぞり赤い軌き跡せきを残したが、そこにはナイフで切りつけたはずの傷口など、すでにどこにもない。

　アンジェが回復呪文を唱えた気配はなかった。よしんば彼女が本当に『大魔術師』で、現代の魔術師には不可能と言われている無む詠えい唱しようや無む触しよく媒ばいによる呪文発動が行えたとしても、いくらなんでも回復が早すぎる。

「心臓の裂れつ傷しよう。嫌いやな死に方のひとつだ。まあ、ワースト五位には入らないけれどね」

　自じ虐ぎやく的に呟つぶやいた後、アンジェは白い肌を汚よごしていた血の跡あとを拭ぬぐった。
















　そして、ナイフの刃先に残っていた真しん紅くの雫しずくを指先ですくい取ると、自らの唇くちびるに鮮あざやかな紅を引く。

「ブランドン・ブラックバーン。今のでまだ信じないと言うのなら……そうだね、私としても甚はなはだ不本意だが、キミの目の前で私が今まで経験してきた嫌な死に方ワースト一〇を順々に披ひ露ろうしていくことにしよう……」

　アンジェは裸身を晒したまま、血に濡ぬらした唇を妖よう艶えんに歪ゆがめてほほえんだ。

　さらに彼女は、絶句したままのブランへと、また別の手帳を放り渡わたす。

　緋色の研究──そう題された手帳には、おそらく彼女が今まで自分の不老不死の体を使って試ためしてきたと思しき、ありとあらゆる死に方とその感想が綴られていた。

「……悪あく趣しゆ味みなこった」

「フフッ、自覚はしているよ」

「……この、各ページの備考欄らんにある、ＡとかＢとかＣのアルファベットはなんだ？」

「その死に方を試すと、どれだけ苦しむことになるか……その基準をＡからＥの順で五段階評価してみた。なにせ私は、色々な死に方をひととおり試してみたからね……」

「うげっ……」

　たとえば索さく引いんで手た繰ぐった「トリカブト」のページ。評価は「Ａ＋」だった。

「もちろん中には、五段階評価を突き抜けた苦しい死に方もあったよ。今キミが見ている死と魔術の女神ヘカテーを象しよう徴ちようする毒花──トリカブトなんかは二度と御ご免めんだね」

　裸のままアンジェはブランの傍かたわらに寄り添そい、顔を近づけて手帳を覗のぞき込む。

「呼吸が出来なくなるし、腹部を強きよう烈れつな激痛が襲おそいもする。それにね、顔が醜みにくく引きつるんだよ……この私でさえ服用してから数時間はもとに戻もどらなかった……。まあ、それでも死ねなかったけれどね」

　九百年くらい前に試してそれきり二度と使っていない……などと、アンジェは何気ない世間話のように付け加えた。そうした数百年分の死の研究が、数十冊の手帳に、数千、数万ページにも及およぶ文章量で事細かに記されているのだ。

　ブランは数ページと読み進めることが出来ず、手帳を閉じた。

「聞かせろ。なぜこんなおぞましい実験を繰くり返す？」

「……フフフ、決まっているだろう？　死にたいからさ」

　アンジェの答えに、ブランは息を吞のむ。

「どうしてだ？　せっかく不老不死を手に入れたんだろ？」

　──不老不死。

　魔術師たちが求めてやまない、魔術探究の到とう達たつ点にして終着点のひとつ。

　聖遺物を所有する魔術師が単身制せい御ぎよできるのが『魔術』であり、複数の術者を必要とするのが『大魔術』だ。

　そしてその上に、何千人という術者を集めても発動できない、人の手では制御できないとされる領域も存在する。それこそが『魔法』だ。

　魔術とは、魔法という究極の法則を目指して体系だてられた人の手による技術に過ぎず、未だ人類に魔法を操れる者は存在しないと言われている。

　今の地球が『魔法世界』と呼ばれているのも、引き金となった大異変が人じん智ちの及ばない奇き跡せきだったからだ。

「不老不死は大魔術の領域ではない。大異変と同じく、偶ぐう発はつ的に引き起こされた『魔法』に分類される……。それゆえに大魔術師である私自身がどれだけ手を尽つくしても、私の体を不老不死へと変えた『魔法』を破は壊かいできないでいるというわけさ」

　アンジェは自分の裸身を虚むなしげに見下ろした。

「私もね、当時は魔術師としても半人前の小こ娘むすめでしかなかった。そこへ降ってわいた不老不死の魔法。不死身となったこれからの私の人生は黄金の日々へと変わる──当時はそう確信したよ。……なにせ、愚おろかで浅はかな小娘だったからね」

　おそらく千年単位で不変を保っているであろう、その体を。

「喜んだのは精々、不老不死になって最初の半世紀くらいまで。私だけが老いることなく、家族が死に、友人が死に、恋こい人びとが死んでいった。永久などいらない……永遠などくだらない……永えい劫ごうなどなんの価値もない……そう思い続けて私はそのあとの千年を、この牢ろう獄ごくのような黄金の日々の中、無限の退たい屈くつと後こう悔かいとともに生きてきた」

　その言葉が、ブランに突き刺さる。

　不老不死。永遠の人生。無限の時間。それらは所しよ詮せん、持たざる者のあこがれだ。

　望みもしないのに使い続けなければならず、それでも使い尽くせないのであれば、もはや贅ぜい沢たくなどではない。呪のろいだ。食べきれない食事も。読みきれない小説も。遊びきれない遊ゆう戯ぎも。使いきれない時間も。そして──黄金の日々さえも。

　アンジェラ・アンブロシアにとって、それらはすでに苦痛でしかないのだろう。

「つまり、おれの助けが欲しいって言った理由は──」

「……私を、殺してみせてくれないか」

　声を震ふるわせたブランに対し、それこそ互いのまつげが肌に触ふれるほどに瞳と瞳を近づけて、アンジェは厳おごそかに助力を乞こうた。

「キミたち七詠唱セブンキヤスト……つまりオリハルコン位階の七人の魔術師が力を合わせれば、不老不死の呪いも破壊できるのでは、と……そんな淡あわい期待を抱いだいているわけさ……」

「おれたちに、お前の自殺の手助けをしろと？」

「もう随ずい分ぶんと長く、飽あきるくらいに生き続けた。不老不死の大魔術師を滅ほろぼしたと聞けば、誰だれもが七詠唱セブンキヤストの力を恐おそれ、私が身を置く帝国エルミタージユはもちろん、王国ルーヴルや合衆国メトロポリタンもアルテナから手を引くだろう。草薙剣も返す。悪くない話じゃないか……」

　ようやく顔を離はなし、アンジェは期待に満ちた微び笑しようを浮うかべた。

「そして私は、やっと眠ねむれる」

「お断りだ!!」

　彼女の陶とう酔すい感かんを打ち払はらうように、ブランは大声で即そく答とうした。

「……キミ個人の意見はさておき、今の話を魔術王とやらに……キミたちのリーダーなんだろう？　彼に伝えておいてくれないかい？　キミが判断すべき問題じゃない」

「おれの意志は七詠唱セブンキヤストの総意だ」

　途と端たんに切れ長の瞳を冷たく細めるアンジェに対し、ブランは断固として首を縦には振ふらなかった。

「フフッ……。ステラ・スティングレイと戦うのにも仲間の助けを借りなければならなかったキミごときの意見が、まさか仲間うちでは重宝されているとでも言うつもりかい？　ハッタリならもう少しマシな台詞せりふを希望するよ……」

「何度言われようと、おれたちの答えは変わらない」

　そう言い放って、ブランは傍らのアンジェを突き放すように席を立った。

「おれたちは──いや、おれは！　誰かを傷つけるために人知れず魔術秘密結社を始めたわけじゃねえんだよ!!」

　いつになく熱く、いつになく真しん剣けんに、そしていつになく本気で。

　握にぎり拳こぶしとともに、ブランは鬼き気き迫せまる顔つきで吠ほえた。

「死にたいんならおれの知らねえところで勝手にやれ！　助けて欲しいって言うなら、もう少しマシな頼たのみごとを考えてから出直して来い!!」

　アンジェの裸身を抱だき寄せて、彼女の顔の間近に激げき怒どした己おのれの顔を近づけるブラン。

「……そうか。それは残念だよ」

　激情をぶつけるブランとは対照的に、アンジェは冷れい淡たんな呟きを漏もらす。

　彼女はブランの体にすがりついて──

「だったら、私としても甚だ不本意だが、やり方を変えよう」




　──その胸に、自らの腕うでを深々と突き立てた。




　突とつ如じよとしてブランの胸部を襲う、耐たえ難い激痛と圧あつ迫ぱく感かん。

　アンジェはあろうことか、ブランが憑ひよう依いしたままの『案山子スケアクロウ』の心臓を容易たやすく抉えぐり出し、握り潰つぶしたのだ。

「仲間がひとり殺されたら、他ほかの六人も黙だまってはいないだろう。きっと全力で、私を殺しに来てくれる……キミの仇あだ討うちとしてね……」

　その言葉を聞き終える前に、ブランの痛覚に限界が訪おとずれる。

　瞬しゆん間かん、分身シヤドウと感覚共有している意識が、強制的に憑依解除された。

　痛みに叫さけびを上げる間もなく、ブランの意識は遠く離れたステラの豪ごう華か客船にまで飛ばされる。

「──がああああっ！」

　意識はブラン本人の体へと戻り、同時に彼は真っ青な顔で飛び起きた。

「ブランくん？　だいじょうぶ？」

　その顔を、姉モリガンが心配そうな面おも持もちで覗き込んでいる。

　今までブランの体が寝ねかされていたのは、スパエリアに併へい設せつされた外気浴デッキだ。

　デッキチェアには、ブランと並んで寝かされていたアルケミストの姿もあった。どうやら湯あたりと勘かん違ちがいされて寝かされていたのだろう。

「いきなりどうしちゃったの？」

「スケアクロウが潰された！」

　尋じん常じようならざる弟の様子に狼ろう狽ばいするモリガン。あたふたする姉に対し、青ざめながらも険しい顔のまま、ブランは額の冷や汗あせを拭ぬぐった。

「くそっ、おれ的に今の痛さはＡ＋＋＋ってところだったぞ！」

　胸に手を当て、確かにそこにある心臓の鼓こ動どうを確かめながら、ブランは腹立たしげにデッキチェアから立ち上がる。

　アンジェがいるはずの魔都の方角を強く睨にらみつけるブラン。その視線の先──ちょうどアンティーク店『アンブロシア』がある方向で、魔力暴走による爆ばく発はつが起こっていた。

　おそらくアンジェに破壊されたスケアクロウが爆発したのだ。

「ちょっとなに！　今の爆発は！」

　外気浴デッキの端はしで涼すずんでいたデュセルが、遠く響ひびいた爆発音を聞きつけたのか、慌あわてた様子でブランたちのもとへと駆かけ寄ってきた。

「ステラ先せん輩ぱいは？」

「ふーん。友だちを差し置いて最初にステラの心配しちゃうんだ。ふーんだ」

「へそ曲げることないだろ！　見当たらないから気にしただけだ！」

「す、拗すねてないわよ！　大方、まだ体を洗ってるんじゃないの！」

　屋内へと視線を巡めぐらせるデュセル。

　すると、先ほどの爆発音を耳にしたのか、ちょうどステラもデッキに姿を現した。

　もちろん風ふ呂ろ上がりとはいえ全ぜん裸らではない。それどころか専用の紺こん碧ぺきの魔術ローブを身に纏まとい、完全武装していた。

「ブランさんやご家族のみなさん、それにデュセルさん。わたくしの客船は何重もの結界で守られていますが、それでも外は危険です。早く船内へ退たい避ひしてください」

　おっとりとした雰ふん囲い気きを凜りんと変え、ステラは一同に避ひ難なんを促うながす。

「ステラ！　さっきの爆発の原因が分かったの？」

　デュセルはステラに近寄り、小声で尋たずねた。

「はい。魔都の各地に待機させているＣＩＡの構成員さんから連れん絡らくがありました。どうやら、今まで積極的な行動を避さけていたエルミタージュの赤毛のエージェントさんが、とうとう行動を起こしたようです」

「アンジェラ・アンブロシアね……」

　爆発は一度だけだったが、魔都の方角には今も黒こく煙えんが立ち込めている。

「おそらく、彼女と七詠唱セブンキヤストの間で交戦が始まったのだと予想できます」

「悪いけどあたしは帰らせてもらうわ。もしも争そう奪だつ戦せんが始まったんだとしたら、あたしにとって、ここは敵てき陣じんのど真ん中だもの」

「──ええ。了りよう承しようします。お互たがい立場がありますものね」

　デュセルとステラは双そう方ほう小さく頷うなずき合うと、それぞれの方向へと踵きびすを返した。

「ブランさんたちは船員の案内に従ってください。みなさんはわたくしの大切なお客さまですから、街の騒さわぎが落ち着くまではご滞たい在ざいをお願いします」

　ステラはぺこりと頭を下げると、配下の構成員たちと連絡を取り合いながら、甲かん板ぱんを駆け抜ぬけて空を飛び、そのまま魔都の現場へと向かってしまった。

　金の束ね髪シニヨンが、あっという間に遠ざかっていく。

　デュセルとステラが去った後、ブランたちは粛しゆく々しゆくと船内へ案内された。

　魔術を用いてこの場を抜け出し、自分たちも現場に赴おもむくのは簡単だ。しかし、ここはブランたちにとっても敵陣のひとつ。不ふ審しんに思われる行動はうかつには取れない。

　先ほどから沈ちん黙もくを保っているブランは、モリガンとアルケミストを連れ、驚おどろくほど素す直なおに船員の案内に従っていた。

「ブランくん、なにがあったの？」

　モリガンが話しかけても、ブランは返事を寄よ越こさない。

　移動先の避難場所候補はいくつもあったが、ブランは突然なにか思いついたかのように、自ら進んでゲームセンターを選んだ。

「ブランくん？」

　無言のままのブランについて行くモリガンとアルケミスト。

　そうしてゲームセンターに三人きりとなり、周囲に人の気配がなくなってから。

「──あのクソアマ、なにが殺してくれだ！　おれはな、ひとの生き死にを左右させられるのが一番嫌きらいなんだよ！　だからひきこもってんだ！」

　ブランは突然、今まで押し殺していた怒いかりをぶちまけた。

「アルケミスト、やれ」

　ひとしきりの歯ぎしりの後、ブランは分身シヤドウに指示を出す。

　すぐさまアルケミストはポケットから常備チョークを取り出し、あたりのゲーム機器に錬れん成せい陣じんを描かき記し始めた。

「ぶぅー。ブランくんってばー、おねえちゃんを無視しちゃやだ」

「悪い、ねえちゃん」

　と、むくれるモリガンの頭を軽く撫なで終わるころには、アルケミストの錬成陣はすでに描き終えられていた。

「すぐにも案山子スケアクロウを回収しなけりゃ、アンブロシアにおれたちの正体がバレかねない。あの様子じゃお姫ひめ様やステラ先輩も介かい入にゆうする気だろう。となれば四つ巴どもえの戦いだ」

　周囲のゲーム機器を眺ながめながら、ブランは苦々しげに現状を再さい確かく認にんした。

「船に結界が張られている以上、手元に七支刀を転送することはできない。外にいる分身シヤドウは魔女ウイツチ、大賢者ワイズマン、黒魔導師ウオーロツクの三体だけ──」

　ブランが指を鳴らすのを合図に、アルケミストが錬成陣を起動させる。

　途端に全すべてのゲーム機器が分解され、新たな機能を備えた三台の巨きよ大だい水すい晶しようモニターが再構築された。

　各モニターはそれぞれ『魔女ウイツチ』『大賢者ワイズマン』『黒魔導師ウオーロツク』の視界と連動しており、そこに、持ち歩いていた携けい帯たいゲーム機をコントローラー代わりに接続する。

　ブランの自宅に備えられている分身シヤドウ操作機器を、ゲームセンターの最新機材を流用してこの場に再現し、さらには規模を大きくして高性能化させたのだ。

　物質の分解と再構築を司つかさどる『錬金術』に特化した、万能支し援えん型の『錬金術師アルケミスト』だからこその芸当と言えよう。

「さあて、どこまでやってやれるか」

　そう呟つぶやいて、ブランは不敵な笑えみを取り戻もどした。
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　分身シヤドウの爆発が起きたのは、『アンブロシア』の店内ではなかった。

　アンジェが魔力を帯びた腕でスケアクロウの心臓を握り潰した直後、異常な魔力暴走を感知した彼女は、すぐさま魔術でスケアクロウを店外へ瞬間移動させていたのだ。

　間かん一いつ髪ぱつで店の外から爆発音が聞こえ、アンジェは自らの判断の正しさに安あん堵どのため息をこぼす。もしも手を打っていなければ、彼女の部屋は跡あと形かたもなく吹ふき飛んでいただろう。膨ぼう大だいな歳月を費ついやして集めてきた古文書や魔導書や研究日誌は、一冊残らず燃え尽つきていたはず。だからこその安堵。

　そしてそこで、アンジェは自分の矛む盾じゆんに気づいた。

「……まさか、私は今、自分の研究資料を惜おしんだのか？　これから命を捨てようとしているくせに？　今世への未練など、とうの昔に捨て去ったはずなのにね……」

　ため息を自じ虐ぎやくのそれに変え、アンジェは店外に放り出したスケアクロウを追って通路をゆっくりと歩き出した。

「──我が身を死の衣ころもで包め」

　呪じゆ文もん詠えい唱しようとともに、彼女の裸ら身しんを真しん紅くの魔術ローブが覆おおう。そして紅ルージユの魔力光のラインがはしり、ローブの附与魔術エンチヤントが発動する。身を守るための附与魔術エンチヤントではない。施ほどこされているのはアンジェ自身による『降魔祭ワルプルギス』の大魔術だ。

　この衣を纏まとった者の魔術効果は極限まで高められ、その代だい償しように、この衣を纏った者が敵からその身に受ける魔術効果までもが最大限に威い力りよくを発揮してしまう、まさに諸もろ刃はの剣つるぎたる呪のろいのドレス。

　しかし、不老不死であるアンジェにとって、一いつ切さいの魔術耐たい性せいはまったくもって必要ないものだった。敵の魔術の威力がどれだけ上がろうと、こちらがどれほどのダメージを受けようと、彼女は決して死にはしないのだから。

　そして万が一、いや、億が一の確率で、よしんば命を落とすことがあったとしても──それこそ本ほん望もうというものだろう。

「……願わくは、きょうが私の命日とならんことを」

　アンジェは呪いじみた祈いのりの言葉とともに、旧きゆう暦れきの魔女を彷ほう彿ふつとさせるつばの広い三角帽ぼう子しをかぶり、ローブの裾すそをなびかせて店外へと出た。

　血の紅を塗ぬった唇くちびるに微び笑しようをたたえ、そうして彼女が、店の前の道路に転がるスケアクロウの残ざん骸がいへと近づこうとした、その瞬間。

　一台の魔導バイクが高速でアンジェとスケアクロウの間に割り込んだ。バイクに跨またがった男──『黒魔導師ウオーロツク』は黒衣の裾を翻ひるがえし、冷え切った緋ひ眼がんをアンジェへと向ける。

「七詠唱セブンキヤストの……魔術犯罪者ウォーロック……」

　同じ『緋緋色金レツドオリハルコン』の魔眼を目にし、アンジェの口元が期待に緩ゆるむ。

　その隙すきにウォーロックは低姿勢でバイクを急ターンさせ、懐ふところから白金装そう飾しよくの大型拳けん銃じゆうを取り出す。魔力を帯びたプラチナミスリル製のその銃は、『物理耐たい性せい』の附与魔術エンチヤントを無効化するための呪術が施された魔術師専用の魔銃だ。

　ウォーロックはドラゴンタイプ戦でも使用した魔ま弾だんを発射し、アンジェに対して威い嚇かく射しや撃げきを行う。その隙に、透とう明めい化魔術で姿を消してバイクの後部に相乗りしていた『魔女ウイツチ』が、姿を現してバイクから飛び出し、スケアクロウのもとへと駆け寄った。

「まずはふたり。フフッ……まさかこんなにも早く七詠唱セブンキヤストが駆けつけてくれるなんて。私のために死んでくれたブランドンには、感謝をしないといけないね……ッ！」

　アンジェは瞳ひとみに狂きよう気きを滲にじませて、分身シヤドウたちへと向き直る。

「やいこらスケアクロウ！　手間をかけさせて──我が意のままアブラカに消え去れダブラ」

　その隙にウィッチは自力稼か動どうもままならないスケアクロウの体を、転移呪じゆ文もんによってその場から少し離はなれた場所へ緊きん急きゆう避難させた。

「久しぶりに耳にするクラシカルな詠唱だね……古き先人に倣ならうのはいいことだ。だけど、キミたちはこういうアレンジの仕方は知っているかな……？」

　アンジェはウォーロックと、その背後に控ひかえるウィッチめがけ、手を掲かかげる。

　同時に、ローブの袖そでや裾、胸の谷間から、合計三つの楕だ円えん形の球体が虚こ空くうへと浮うかび上がった。

　聖遺物『ファベルジェの卵』。それらは、小さな卵を模して作られた金銀宝石細工の、インペリアル・イースター・エッグだった。

　エルミタージュ帝てい国こくの王権象しよう徴ちようたる玉璽レガリア級が、それも三つ。

　ひとつひとつを魔ま術じゆつ触しよく媒ばいとして同時に用い、たったひとりの術者の詠唱で大魔術を成し遂とげるための、大魔術師に相応ふさわしい高位聖遺物だ。

「我が雷のままアブラハに消え去れダブラ！」

　瞬しゆん間かん、死の洗礼の如ごとき強きよう烈れつな雷らい撃げきが三つの聖遺物から同時にほとばしり、稲いな光びかりを束ねてウォーロックとウィッチへと放たれた。

「破は壊かいの禁呪か──」

　ウォーロックは瞬時に対応し、あらかじめ拳銃に込めておいた『魔力消去』の附与魔術エンチヤント付きの魔弾で稲光を撃うち抜く。同様に、ウィッチも防ぼう御ぎよ結界を即そく時じ展開。

　が、アンジェの『降魔祭ワルプルギス』で強化された雷撃は、多少威力は減げん衰すいしたものの、勢いを損なうことなくウォーロックとウィッチを襲おそう。

「うげげ、せっかくの美少女フェイスが黒くろ焦こげになっちゃいますよう！」

　防御結界さえ貫かん通つうした雷いかずちの一いち撃げきに、ダメージを完全に相そう殺さいしきれなかったウィッチが口くち惜おしげに文句を吐はき出した。

　地水火風に分類されない雷属性は『四大元素耐性』の加護さえ貫通し、現代の魔術師戦においてもその殺傷力と即そつ効こう性の高さから、命の奪うばい合いに特化した『禁呪』として扱あつかわれることがほとんどだ。

　今しがたアンジェが用いたのも、習得すれば緋眼堕ちレツドは避さけられない邪じや悪あくな呪文。オリハルコン位階のふたりがかりで防御したからこそ軽い痺しびれで済んだものの、並の国家魔術師では一瞬で黒焦げだっただろう。

　それほどの禁呪を、アンジェはさらに連発する。

「我が雷のままアブラハに消え去れダブラ！」

「防ぎきれん。仕方ない──」

　ウォーロックは魔銃を懐に収めると、背後のウィッチへと目配せする。

　それを受けてウィッチは声高らかに叫さけんだ。

「キャストオフ！　八咫鏡！」

　瞬間、分身シヤドウ『黒魔導師ウオーロツク』の体が、雷光の直ちよく撃げきを受ける寸前に四散し、黒ずくめの姿が雲うん散さん霧む消しようした。

　代わりにその場に残されたのは、円形の神鏡。ウィッチは銀色のキツネ耳と尻尾しつぽを展開して魔力をブーストさせると、目の前の神鏡を摑つかみ、迫せまる雷撃へとかざす。

「なに……ッ！」

　八咫鏡の鏡面が雷を反射し、あろうことか撥はね返された死の呪文は術者本人であるアンジェを襲った。

「人の姿が、聖遺物に……？」

　全身に通電する呪いの雷撃。普ふ通つうの人間ならＡ＋の痛みとともに即そく死しするところだが、アンジェの不死身の肉体に致ち命めい的てき要素はひとつも与あたえられなかった。

　彼女は死の痛みさえ無視し、前方の敵を訝いぶかしげに睨にらみつける。

「しかもあれは、三種の神器のひとつ、神剣たる草薙剣と対ついを成すという神鏡──」

　玉璽レガリア級聖遺物『八咫鏡』。

　アンジェが奪った草薙剣ともども、いにしえのくに時代の『三種の神器』と呼ばれていた高位聖遺物のひとつだ。

　大魔術師の魔力が凝ぎよう縮しゆくされた禁呪さえ撥ね返す神鏡。『黒魔導師ウオーロツク』はこの鏡を核かくとして鋳ちゆう造ぞうされた分身シヤドウである。だからこそ搭とう載さいされた禁呪の呪いもブラン本人に届くことなく、本体や他ほかの分身シヤドウも青い瞳を保っていられる。

　──キャストオフ。

　聖遺物を鋳い型がたに造られた分身シヤドウの魔術的肉体を一時的に解除し、核となった聖遺物を本来の用よう途とで用いる、ブランの奥の手。

　手て駒ごまである分身シヤドウの数を減らす代わりに、残った分身シヤドウの魔力を強化できる。今まさに『八咫鏡』で武装したウィッチのように。

「……千年生きてきたこの私に、理解の及およばない魔術があるとはね。これだから我流術式の類たぐいは厄やつ介かいなんだ……」

　そうしたからくりを知る由よしもないアンジェは、訝しげに警けい戒かいを強めていた。

　が、抑おさえきれない愉ゆ悦えつと期待に、つい笑みを浮かべる。

「──だけど、これで三種の神器のうち、ふたつまで手に入れられる算段がついたよ……。どう転んでも、ブランドン・ブラックバーンの犠ぎ牲せいは無む駄だにならなそうだ……」

　しかし次の瞬間、ピョコンと得意げにキツネ耳を立てたウィッチの傍かたわらに、新たな人ひと影かげが転移魔術でもって現れた。

　口くち髭ひげと顎あご鬚ひげをたくわえた、白はく髪はつのロマンスグレー。その人物は教授用のローブの裾を翻し、今まさにトレードマークのサングラスを外す。

「ワイリー・ワイズマン教授……やはりキミも七詠唱セブンキヤストだったか……」

　晒さらされたワイズマンの『青生生魂ブルーオリハルコン』の瞳を目にし、アンジェが切れ長の瞳を細める。

　だが次の瞬間、さらなる予想外の光景が彼女の眼前で展開された。

「キャストオフ！　殺セツ生シヨウ石セキ！」

　今度はワイズマンが叫ぶ。するとキツネ耳のウィッチの体もまた、ウォーロック同様に霧む散さんし聖遺物へと還かん元げんされていく。

　そうして現れたのは、魔ま性しようの輝かがやきを放つ銀色の石だ。

　聖遺物『殺生石』。

　傾けい国こくの美び貌ぼうを持つ九きゆう尾び狐ぎつねのあやかしの力を宿すという魔石。魅み了りようや幻げん惑わくに長たけた九尾の魔力を有しており、これこそが『魔女ウイツチ』の幻術の源だった。

「……まさか彼らは、いにしえのくにの魔術で言う式神のようなものか？」

　ウォーロックにウィッチと、立て続けにふたりの姿が聖遺物へと変身を遂げたことで、アンジェは小さく首を傾かしげていた。

　そんな彼女の逡しゆん巡じゆんにつけ込むように、ワイズマンは一歩を踏ふみ出す。

　片手に『八咫鏡』、もう片手に『殺生石』。

　ワイズマンは莫ばく大だいな魔力を蓄たくわえた神鏡と魔石をそれぞれの手に構え、三つの『ファベルジェの卵』を操るアンジェと対たい峙じする。

「街中で派手な呪文を使いやがって、この若作りババアが！　年寄りの冷や水って言葉を教えてやるぜ！」

　ブランの言葉でワイズマンは啖たん呵かを切る。

「……私にとってはキミも充じゆう分ぶん若造だが、それでも、見た目ジジイの男に言われて黙だまっていられるほど私のプライドは枯かれてはいない！」

　その挑ちよう発はつに、アンジェは攻撃的な笑えみを浮かべたのだった。







　デュセルに先さき駆がけてステラが到とう着ちやくしたころには、ワイズマンとアンジェの戦せん闘とうは激化の一いつ途とをたどっていた。

　即死級の禁呪を連発するアンジェと、それを『八咫鏡』で撥ね返し『殺生石』で幻惑し、見事にさばいていくワイズマン。

「……これほどの魔術戦闘、わたくしも生半可な気持ちでは介かい入にゆうできません」

　両者の戦いの壮そう絶ぜつさに、ステラも手出しを控えて静観を決め込まざるを得なかった。

　紺こん碧ぺきのローブを纏まとい、胸の谷間から水晶板タブレツトを取り出してはいるが、勝算のないまま死闘に参加する気にはなれない。

「あら？」

　と、青ブルーと紅ルージユの魔力光の激げき突とつを遠巻きに眺ながめ続けるステラは、視界の端はしにルーヴルのリムジン車の接近を確認した。

　車内から確認されるのは、ダイヤモンド位階の高魔力反応。

　だが、それだけではない。

「デュセルさんやカリナンの王おう笏しやくの他にも、なにか強い魔力の反応が……？」

　臨戦態勢であることも忘れ、ステラは不思議そうにおっとりと小首を傾げた。

　一方。

　ステラの視線が向けられた先、リムジン車内の後部座席。

「どういう風の吹ふき回しなのよ。父上やあの意地悪なお姉さまたちが……母さまの遺品をあたしに返してくれるなんて……」

　そこには、純白の魔術ローブを纏ったデュセルの姿があった。彼女は今、声を震ふるわせながら手元の聖遺物を見下ろしている。

　それは、カリナンの王笏にあしらわれた大ダイヤと原石を同じくする、ダイヤの王おう冠かん。

　玉璽レガリア級聖遺物『カリナンの王冠』。

　旧きゆう暦れき時代より、アルビオンの王権象しよう徴ちようは杖つえや冠かんむりといった戴たい冠かん宝器であるとされてきた。カリナンの王笏と王冠は、本来ペアとなるはずの聖遺物であった。

　十字紋もん章しようとアイリスフルール花の意匠・ド・リスがあしらわれた、数千もの宝石を飾かざる荘そう厳ごんな王冠──その正面サークレット部にはめ込まれた大ダイヤと、デュセルの持つ黄金の王笏の大ダイヤが、共鳴し合うように輝き合う。

　いにしえのくにの三種の神器が三つ揃そろって本来の力を発揮するように、王笏と王冠が揃った以上、これでデュセルの魔力は段だん違ちがいに跳ね上がるだろう。

「でも、これだけの力をあたしに与えて、もしもあたしが今まで虐しいたげられてきた仕返しに反旗を翻ひるがえしでもしたら……どうするつもりなのよ」

　復ふく讐しゆう。その仄ほの暗ぐらくも甘美な誘ゆう惑わくが、デュセルの心にじわりと広がる。

「でも──」

　しかし彼女は誘惑を振ふり払はらって、意志の強い眼まな差ざしを王笏と王冠に注いだ。

「でも、これさえあれば、あたしの力でも七詠唱セブンキヤストと対等に戦えるかもしれない。そう、そうよ……あたし独りの力でも──」

　車窓の外へと視線を巡めぐらせてみれば、未いまだ青ブルーと紅ルージユの光の激突は続いていた。どちらもデュセルにとっては格上の魔力量を誇ほこるオリハルコン位階。

「あたし独りの力でも、全すべてを成し遂とげられるわ」

　だが、今のデュセルの魔力の高まりは、『青生生魂ブルーオリハルコン』と『緋緋色金レツドオリハルコン』の位階に匹ひつ敵てきするほどでさえあった。

　停車と同時に、デュセルはカリナンの王笏と王冠を手に車を降りる。そして、視線の先で繰くり広げられている、ワイズマンとアンジェの激げき闘とうが続く場所へと歩き出す。

「我が手に光あれ」

　右手に王笏を掲かかげ、左手に王冠を抱かかえ、デュセルは詠えい唱しようを紡つむぎ始めた。

　口にした詠唱は、単に魔力を集めるだけの呪じゆ文もん。

　にもかかわらず、魔術ローブの魔力光が極限まで輝いていく。

　その色はデュセル本来の青ブルーを超ちよう越えつし、まるで恒こう星せいのように青白く輝いていた。

「我が指先に光あれ」

　王笏を握にぎる右手から人差し指へと、さらに魔力を凝縮させる。

　デュセルの指の爪つめの先に、見る見るうちに光が集束していく。

「我が聖句よホーカス──」

　そうして彼女が攻こう撃げき呪文の詠唱を終えようとした、その寸前。

　魔力が爆はぜ、巨きよ大だいな爆ばく音おんが響ひびき、次いで空気が焼きつく。

　膨ふくれ上がった魔力が、とうとう術者の呪文詠唱を待つことなく、制せい御ぎよの手を離はなれて暴発したのだ。魔力暴走の爆発は、魔都の全景を真っ白に塗ぬり替かえるかのような圧あつ倒とう的てきな光量とともに、ワイズマンやアンジェを巻き込む。

　ほんの一いつ瞬しゆん、その場に居合わせた誰だれもが目を覆おおった。デュセル自身はもちろん、ワイズマンの視界越ごしにその場の景色を目にしていた、ブランやモリガンさえも。

「今の魔力……あたしのなの？」

　目を開け、そして己おのれの目を疑うデュセル。瞬間的な爆発が収まったそのあとには、まるでクレーターのように抉えぐれた無残な景色が残るのみ。

　ワイズマンは、得意とする転移呪文で直撃の寸前に姿をくらませていた。

　アンジェは、爆発の余波を受けて大きく吹き飛ばされていたが、しかし不死身の彼女がその程度で死ぬわけもない。

　そして彼らを除く周囲の住人は、七詠唱セブンキヤストとアンジェの激突が始まった時点で、すでに退たい避ひを終えていた。それゆえに、デュセルが暴走させた魔力爆発に巻き込まれ命を落とした者など、誰もいない。

　しかしそれらの事実は、デュセルにとっては知りようもないことだ。

　圧倒的な破は壊かい力にさらされ、跡あと形かたもなく消え去った周囲一帯。デュセルは呆ぼう然ぜんとした面おも持もちであたりを見回した。そして見つけてしまった。

　ウィッチが転移魔術でアンジェの前から避難させておいた、スケアクロウの残ざん骸がいを。

　不運な分身シヤドウは魔力暴走に運悪く巻き込まれ、心臓部以外にも重大な欠損を負い、砕くだけたメガネとともにまるで粗そ大だいゴミのようにその場に転がっている。

　力なく見開かれたデュセルの瞳ひとみが、その無残な姿を映す。

　隠いん蔽ぺい魔術の効果など、先ほどの魔力光の前に、完全に搔かき消されている。

　唯ゆい一いつの僥ぎよう倖こうは、顔を正しく判別できないほどの損そん壊かいを受けていたこと。

　スケアクロウの顔の右半分は、体の右半身ごと根こそぎ消えていたのだ。

「これも……あたしのせいなの？」

　どこかブランの顔を連想させる、極めて良く似た面おも影かげの持ち主──その遺骸。

　ブラン本人が遠く離れた安全な場所にいることは、デュセルも充分理解している。

　しかしこの場において、そんな事実は彼女にとってなんの救いにもならない。

　無論、魔力暴走に巻き込まれずとも、スケアクロウはアンジェによって心臓を潰つぶされ、すでに機能を止めていたことに変わりはない。

　だがデュセルにとってみれば、この状じよう況きようでどのように考えを取り繕つくろおうとしてみても、得られる結論はひとつのみ。

　ブランによく似た少年を、この手にかけた。

　魔力暴走などという『青金剛石ブルーダイヤモンド』の魔術師にあるまじきお粗そ末まつさで。

　──いや。

　持ち主に災さい厄やくをもたらすという、呪のろわれたブルーダイヤの伝説が真実であるならば。この光景こそまさしく、滅ほろびたアルビオンの落ちぶれた王女の所業と呼ぶに相応ふさわしい。

「あたしが……あたしのせいで……」

　美しく気高い青い瞳が、今は恐きよう怖ふと後こう悔かいに凍こおりついている。

　そうしてデュセルの意識は、深い闇やみに落ちていく。

　激しい魔力消費により肉体と精神の両方に負荷がかかり、彼女はその場に立ち尽つくすこともままならず崩くずれ落ちた。

　街中のいたるところから聞こえる人々の悲鳴の数々が、まるでシンバルの残ざん響きようのように、気を失ったはずのデュセルの耳に届いていた。








第四章　ウィズドローアル・ウィザードロード









　デュセル・デュランダル、七歳。

「あなたはもうすぐお姉ちゃんになるのよ」

　そのバースデイプレゼントとして、椅い子すに腰こしかけたアルビオン女王は静かにほほえんで、最近ふくらみ始めてきた大きなお腹なかをデュセルにさすらせてくれた。

「……ふーん。おねえちゃんになっちゃうんだ。ふーんだ」

「あれ？　全然嬉うれしそうにないわね、デュセル」

「……だって、かあさまがこの子にとられちゃう」

　母の前で幼いデュセルはふくれっ面つらを見せる。ルーヴルとアルビオン両王家の血を引く唯一の王女の態度とはとても思えない。が、デュセルが自分の感情にすこぶる素す直なおであることは、女王にとってはこの上ない喜びだった。

　カリナンの王おう笏しやくと王おう冠かんを身につけた女王は、立場に似合わぬ気さくな仕草で、イタズラめいたほほえみを浮うかべる。

「ふーん。だから拗すねちゃってるんだ？」

「すねてないもん！　かあさまのいじわる！」

「そんなことじゃ、弟に笑われちゃうぞ」

「いーもん！　べつに笑われたって──え？　弟？」

　そこでデュセルは無む邪じや気きに目をぱちくりとさせた。

「あたしに弟ができるの？　やった！　わーいわーい！」

　もろ手を上げて喜ぶデュセルに、女王の目元が綻ほころぶ。と、大はしゃぎしている自分の姿をまじまじと見られていることに気づき、デュセルは途と端たんにおすましした。

「わーいわー……って、べつにそんなよろこんでないもん！　ふんだ！」

「はいはい。母様が怒おこらせちゃったわね、ごめんごめん」

　そっぽを向いた娘むすめの態度に、女王は苦く笑しようしながら椅子から立ち上がる。

　が、お腹が大きくなってきたせいでバランスを崩し、女王はドレスのスカートを蹴け飛とばす勢いで、すてーん！　と転んだ。

「……かあさまって、ほんとドジだね」

「……みんなからもよく言われるわ。妊にん娠しんしたのにこれはまずいわね……」

「かあさまったら、マホウでおなかの重さを消しちゃえばいいのに」

「魔ま法ほうじゃなくて魔術でしょ、デュセル」

　女王は王笏を杖つえ代わりに立ち上がりながらも、腹部を愛いとおしげに撫なでた。

「それにね、母様はこの子の重みをちゃんと感じてあげたいの。デュセルがお腹にいたときだって、一度として魔術に頼たよらなかったわ」

「よくわかんない」

「ふっふっふ。小娘に分かってたまるもんですか。七歳児に理解できたら母様は女王の座をきょうにでもスパーンと潔いさぎよく退いてあげるわ」

「なにそれー！　ばかにしてるー！　ふーんだ！」

　そうして母娘おやこは、楽しげに語りあう。

「ねえ。弟のお名前、あたしが決めていい？」

　しばらくして自然と漏もれた、そんなデュセルの問いかけに、母は笑って「今度お父様に頼たのんでみるわね」と言ってくれた。

　──しかし。

　デュセルの弟がこの世に生まれてくることはなかった。

　両王家の血を引く第二子が男児であると──つまり両国の王位をともに引き継つぐ嫡ちやく男なんが現れることを、何者かが危き惧ぐしたのだろうか。

　アルビオン女王は、弟が産うぶ声ごえを上げる前に暗殺された。無論、妊娠中の胎たい児じもまた母体と運命をともにした。

　デュセルだけが残された。そして、この子はルーヴル王室に馴な染じめないと、父やふたりの姉から一日で判断されて彼女はアルビオンのロンドン塔とうへと帰された。

　彼女が籠かごの鳥のように閉じ込められた十年の間に、祖国アルビオンは対等な同盟国から属国へと降格され、さらには解体の憂うき目にあい、最後にはルーヴルを本国とする一自治区にまで追い落とされてしまう。

　母の生まれ故郷が無残に壊こわされていくのを、彼女は鉄てつ格ごう子しの窓からただ見つめることしか出来なかった。

「あたしに力があったら、こんなことにはならなかったのに。あたしに力があったら、独りでなんでもできるのに」

　輝かがやきを失いかけた『青金剛石ブルーダイヤモンド』の瞳を曇くもらせて、何百回と唱えてきた言葉。

　呪じゆ詛そめいたデュセルの言葉を聞きに来るのは、不ふ吉きつの象しよう徴ちようと蔑さげすまれる、ぎゃあぎゃあとうるさいロンドン塔の無数のワタリガラスのみ。

　まだ母が生きていたころ──

　よくデュセルは大おお鴉がらすの群れを怖こわがり、その姿に怯おびえていた。

　そんなとき、母は決まってこう口にしていた。

『──デュセル。彼らのことを怖がらないであげて。この塔には昔から言い伝えがあるの。大鴉がこの国のみんなを守ってくれている、ってね』

　十年もの幽ゆう閉へい期間で、伝承の由ゆ縁えんを調べる暇ひまはいくらでもあった。アルビオンがまだウェールズという名で呼ばれていたころの、古いおとぎ話。ウェールズのアーサー王が魔術で大鴉に変身して大空へと飛び立った──その逸いつ話わがいつしか、言い伝えへと姿を変えたのだ。

　しかし、アルビオンはすでに滅び、あの黒く禍まが々まがしい鳥が自分や故国に救いの手を差し伸のべてくれることは、決してなかった。

「誰だれも助けてなんてくれない。だったら、誰かの助けなんかいらない。友だちなんていらない。だからあたしは、ずっと、独りで──」

　夢の中の呟つぶやきと、現実の呟きが重なる。

　──デュセルが悪夢から目覚めたのは、ルーヴル大使館の自室のベッドだった。傍かたわらには、母の形見であるカリナンの王笏と王冠が置かれている。

「お姫ひめ様、随ずい分ぶんとうなされていましたよ？」

　と、いつの間に佇たたずんでいたのか、扉とびらの隣となりにはメイドのウィッチの姿があった。

「──ねえ！　あれから、あれからどうなったの！」

　己おのれの聖遺物を目にしたことで、デュセルはすぐに記き憶おくを取り戻もどしていた。

　膨ぼう大だいな魔力の制せい御ぎよに失敗し、暴発させてしまった。そしてあの、ブランによく似た面影の少年の、無残な遺い骸がい──

「ご安心ください、お姫様。あのあとルーヴルもメトロポリタンも撤てつ退たいしたとのことですが、ワイズマン教授とかいう渋しぶいオジサマ率いる学園の事故調査班が、すぐに現場を確かく認にん。死傷者は奇き跡せき的にゼロという結果だったそうですから」

「ゼロ……それはなにかの間ま違ちがいよ！　だってあたしはこの目で、この手で──」

「お姫様、それが間違いなんですってば。お姫様が見てしまったのはただのマネキンだったそうです。爆ばく発はつに巻き込まれてボロボロになっていたらしいですが、いやはや、なんとも紛まぎらわしい話ですよねぇ」

　ウィッチの言葉に、今にも摑つかみかからん雰ふん囲い気きだったデュセルは、へなへなとその場に崩れ落ちた。

「……ふーん。そうだったんだ」

　デュセルはウィッチの言葉を頭から信じ、安あん堵どのため息をこぼした。わざわざ信しん憑ぴよう性せいを確かめようなどとは思わない。彼女自身、信じたがっているのだろう。

　半ば放心していたデュセルは力なく立ち上がり、窓のそばへと歩み寄った。

　半日以上寝ねていたのか、外は明るく学園の登校時間も近い。だというのに、大使館から見える街の風景に朝特有の慌あわただしさはない。人ひと影かげがまったくないのだ。

「どうして誰もいないの？」

「きのうの魔力暴走のせいでしょうね。みんな警けい戒かいしているんでしょう。魔都に住む魔術師たちが最も恐おそれているのは、実は三大国の小こ競ぜり合いでもなければ、魔ま獣じゆうの襲しゆう来らいでもありません」

「……つまり、聖遺物の魔力暴走ってこと？」

「さすがお姫様、聡そう明めいで助かります。全すべては、十年前に起こりました」

　十年前。

　隣に並んだウィッチの言葉に、そのころの夢を見たばかりのデュセルは、ビクッと身をすくめた。が、ウィッチ自身はそれに気づかなかった。

　ウィッチ──否いな、その体に憑ひよう依いしたブランは、どこか遠い目で、十年前の惨さん劇げきから復興した魔都の街並みを見つめている。

「引き金となったのは、『三種の神器』に位置づけられた『八尺瓊勾玉ヤサカニノマガタマ』です」

　その口から出てきた思わぬ単語に、デュセルは息を吞のむ。

「この勾玉は十年前、ウエノ学園の前身となった魔術機関による実験中、とてつもない規模の魔力暴走を起こす──」

　ウィッチの瞳ひとみを通じて、ブランはなにを思うのか。

　その意識を宿した銀ぎん髪ぱつの分身シヤドウはいつの間にか、まるで後こう悔かいでもしているかのように、唇くちびるを強く嚙かみしめていた。

「──結果、魔都を未み曽ぞ有うの大惨事が襲おそい、多くの人々の命が失われました」

　淡たん々たんと告げるウィッチ。だが、その手は握にぎり拳こぶしを作っていた。

「それでこの街の人たちは魔力暴走を恐れているのね……」

「はい。……そうそう、お姫様の頭を悩なやませている七詠唱セブンキヤストなる魔術結社が姿を現し始めたのは、その少しあと。復興もままならないころのことでした。彼らが回収した最初の高位聖遺物こそ『八尺瓊勾玉』であったとも言われています」

　そうウィッチは締しめくくった。

　と、不意にふたりは、窓から見える木の枝に黒い鳥の姿を目にする。

「カラス？　朝から縁えん起ぎが悪いわね……」

「そんなこと言ったらほんとに縁起が悪くなりますよ。バチです。バチが当たります」

「え？」

「アルテナに来て日の浅いお姫様は知らないでしょうが、旧きゆう暦れき時代からカラスはいにしえのくにの守り神だそうですから。神の御み使つかいって設定です」

「守り神──」

　その言葉に、デュセルはなぜか呆ぼう然ぜんとした面おも持もちで、窓の外のカラスを眺ながめ続けた。







　同じころ、眠ねむりから目を覚ました少女がもうひとりいた。

　彼女にとっては現実こそが終わらない悪夢で、夢の中だけが懐なつかしい思い出の記憶に浸ひたれる逃とう避ひ先──外見上は少女と呼ぶべきなのだろう。しかしその魂たましいは、千年もの歳月を孤こ独どくに過ごしてきた大魔術師のものだ。

　アンジェラ・アンブロシアの体が横たえられていたのは、メトロポリタンのエージェントの本ほん拠きよ地ちである『セレブリティ・スターサファイア号』の船室のひとつだった。

　そして傍らに立つのは、この豪ごう華か客船の主ステラ・スティングレイ。紺こん碧ぺきの魔術ローブを纏まとったまま、警戒の面持ちを崩くずそうとしない。

　おそらくアンジェが眠っている間中、ずっとこうして見張っていたのだろう。

「どうやら、また死に損なったようだ……」

　アンジェはおぼろげながらも、気を失う前の記憶を手た繰ぐり寄せた。

　七詠唱セブンキヤストとの戦せん闘とうと、その直後に起きたデュセルの魔力暴走。思い出せた記憶が確かなら、彼女は呪じゆ文もんの爆発に巻き込まれて吹ふき飛ばされたはず。

　もちろんそれでも死ねない不死身の体だが、強きよう烈れつなダメージを受けた際には意識を失うことくらい、今までも何度かあった。

「……どうにも分からないね……なぜ私を助けてくれたんだい？」

　それがこんな場所にいるとなれば、考えられる結論はひとつ。ステラが助けてくれたからに他ほかならないはず。

「べ、別に理由はありません。ただ、どうにも放っておけなかっただけです。普ふ通つうに考えれば、命を落とすようなケガをしていてもおかしくありませんでしたし、もしそんなことになったらデュセルさんもきっと傷つくのではないかしらと──」

　ステラは、緊きん張ちようと恐きよう怖ふからか、僅わずかに体を震ふるわせている。

　アンジェはそんな傍らの金髪の少女へと、ゆっくりと視線を巡めぐらせた。

「……そこまで怯えるくらいなら、捨て置いてくれていてもよかったのだけれど」

「なにせあなたは緋眼堕ちレツドですものね」

「うん。キミのような子は、魔術犯罪者とは関かかわるべきじゃない……」

「自分でも分かっているつもりですが、つい、どうしましょうと自問自答を……」

「第一印象では、キミはもう少し計算高いタイプの女の子かと想像していたのだけれど、ひとは見かけによらないものだね……生きつ粋すいのお人ひと好よしのようだ……フフッ」

　お人好しと指し摘てきされ、頰ほおを赤らめるステラ。その仕草が齢よわい千歳の大魔術師の目には随分と可愛かわいらしく映ったのだろう、アンジェは口元に手を当てて小さくほほえんだ。

「わたくしだって、なにもお人好しというだけであなたを助けたわけではありません。あなたが『草クサ薙ナギノ剣ツルギ』を所有していることは知っていますから」

　ステラは頰に手を添そえて照れていたが、すぐにエージェントに相応ふさわしい面持ちでアンジェに向き直る。

「ＣＩＡを率いるだけあって情報通だね。でも、実はもうひとつ手に入れたんだよ？」

　そう言って、アンジェは珍めずらしく茶ちや目めっ気を出しながら、なにもない空間から手品のように一枚の鏡を取り出してみせた。

「ふたつ目の三種の神器、『八ヤ咫タノ鏡カガミ』さ……。きのうの七詠唱セブンキヤストとの戦闘中、魔力暴走が起きる寸前でこっそり盗ぬすみ取っておいたものだよ……」

　アンジェは今まで魔術で隠かくしていた古びた神鏡を手に、ステラの顔を映す。気絶していた相手に出し抜ぬかれていたと悟さとったせいか、普段の微び笑しようも僅かに苦々しげだった。

「──こうしてわたくしに所在を明らかにしたということは、この船のＣＩＡ全員を相手にしようと勝てる自信があるということですか」

「フフッ。お人好しでも頭は回るようだね……さすがは、あのメトロポリタン大統領の御ご息そく女じよだけのことはある……」

　何気なく漏もらしたアンジェの呟きに、ステラは小首を傾かしげた。

　今のアンジェの口調はまるで、面識のある人物を思い出したときのそれだ。

　しかし帝国エルミタージユの一いつ介かいのエージェントに過ぎない少女が、まさか合衆国メトロポリタンのトップと顔を合わせたことがあるというのだろうか。

「わたくしのパパのこと、ご存じなのかしら？」

「……まあね。現大統領閣下スティーブン・スティングレイ。『黒青玉ブラツクサフアイア』の魔術師にして、今まで戦った相手の中でも五指に入る厄やつ介かいな相手だったよ」

　古い記憶を手操っているかのように、艶えん然ぜんとほほえみを深めるアンジェ。

　そこでステラは、奇き妙みような感覚を抱いた。

　魔都で起こった、一昨日おとといのドラゴンタイプの魔ま獣じゆう騒さわぎ。地下迷宮で緋ひ眼がんの魔獣の尾おを踏ふんでしまったときの感覚と、とてつもなく似ていた。

「あなたは、いったい……」

「──頭の回転が良すぎるのも問題だね」

　アンジェはベッドから立ち上がり、その切れ長の『緋緋色金レツドオリハルコン』の瞳を妖あやしく輝かがやかせて、ステラの『星条青玉スターサフアイア』の瞳を覗のぞき込んだ。

　途と端たん、まるで蛇へびに射すくめられたかのように、ステラの体が金かな縛しばりにあう。

「それに、私は確かに忠告したはずだよ……」

　部下に助けも呼べぬまま、身動きも敵かなわず硬こう直ちよくするステラ。

　アンジェはステラのてのひらに、懐ふところから取り出した『ファベルジェの卵』をひとつ握らせた。禁呪を操る大魔術師の魔力に汚お染せんされた、呪のろわれた聖遺物を。

「……キミのような子は、緋眼堕ちレツドとは関わるべきじゃない、とね」

　インペリアル・イースター・エッグが魔ま性しようの輝きを煌きらめかせる。

　同時に、ステラの星の光を宿した瞳が、真しん紅くに染まっていった。
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　ウィッチへの憑依を終えたブランは、自室のベッドの上であぐらをかいたまま、大きくため息をこぼしていた。

　背後に鎮ちん座ざしている魔力補ほ充じゆう用ようのカプセルには、『大賢者ワイズマン』と『錬金術師アルケミスト』の姿がある。カプセルは全部で五台あり、ルーヴル大使館に潜せん入にゆうさせている『魔女ウイツチ』の分を除いても、数が合わない。

　まず足りないのは『黒魔導師ウオーロツク』だ。鋳い型がたである八咫鏡をどさくさのうちにアンジェに奪うばわれてしまったのは、ブランにとっても痛つう恨こんの極みだった。

　そしてもう一体は『案山子スケアクロウ』。アンジェによって心臓を、デュセルによって半身を破は壊かいされたその残ざん骸がいは今、ブランの足元に転がっていた。

「キャストオフ」

　呪文を唱え、スケアクロウの核かくたる聖遺物を取り出すブラン。しかし、鋳型に使用した樫かしの木の杖つえは損傷激しく、すでに原形を留とどめていない。

　通学用に鋳ちゆう造ぞうした数合わせ同然の分身シヤドウとはいえ、長く使った分、それなりに愛着もあった。それに自分と瓜うり二ふたつのスケアクロウの無残な姿は、ブラン当人にとっても決して見ていて楽しいものではない。

「ねえ。ブランくん」

　憑ひよう依いを終えたことに気づいたのだろう、モリガンが部屋に顔を見せた。

「学園、行かなくていいの？」

「そりゃ、おれはひきこもりだし。スケアクロウはこの有様だし」

「でも、デュセルちゃんが心配してるんじゃないかな」

　姉の言葉に、ブランは不思議そうに目を丸くした。

「お姫ひめ様は別におれの心配なんかしてないって。おれがあそこにいなかったことは重々承知しているだろうし、スケアクロウのことも、ウィッチの口からマネキンだったって伝えておいたしな」

　ブランはそう笑い飛ばしながら、砕くだけた樫の杖をベッドの上に放り捨てる。

「それに、スケアクロウが無事だったとしても今は学園に行かせるわけにはいかない。なにせアンブロシアは、おれの始末をつけたと勘かん違ちがいしたままだ。ヤツには草薙剣どころか八咫鏡まで奪われた。そこへわざわざ元気な姿を見せに行けるわけがないだろ」

「うん……。それは確かにそうなんだけど……」

　弟に言い聞かされ、モリガンはしぶしぶ頷うなずく。しかし、その唇は尖とがったままだ。

「でも、おねえちゃんはやっぱりデュセルちゃんが心配なの」

「大だい丈じよう夫ぶだって。ほら、お姫様の口くち癖ぐせにもあるだろ、独りでなんでもこなせる、ってさ」

　何気なく呟つぶやいたブラン。

「──ブランくん。女の子はね、外側と内側はたいてい反対なんだよ」

　しかしモリガンは静かに頭かぶりを振ふった。

「誰だれも寄せつけないくせに寂さびしくて。気が強いくせに心細くて。男の子に興味がないくせに、白馬の王子さまを信じてるの」

　姉の思わぬ言葉に、ブランは目を白黒させる。

「だからね。独りでなんでもこなせる──なんて口にしている女の子は、心の奥底で誰かの助けをずっと待ってるんだよ」

　それだけ言い残して、モリガンは部屋から出て行った。

「……ねえちゃん、オトナの女じゃん」

　残されたブランは、思わぬ姉の言葉に、完全に面めん食くらっていた。

　独りでなんでもこなせる──それは、かつてのブランが抱いだいていた思いと同じだ。なまじオリハルコン位階の魔術師として生を受けたがゆえに抱いた、ひどい思い違い。

「悪い、ねえちゃん」

　しかし今、最大限に警けい戒かいしなければならないアンジェのことを考えるならば、やはりどんな理由があろうともブランは身を潜ひそめていなければならない。

　もしもあのとき、デートの待ち合わせ場所に赴おもむいたのがスケアクロウではなくブラン本人であったなら、間違いなく命を落としていたのだから。

　だからこそ、優先順位を違たがえることは出来ない。

　なのに──デュセルの顔が脳のう裏りをよぎる。

「悪い、お姫様」

　こういうとき、友人の側そばで元気な姿を見せなければならないのではないか。

　そんな疑問がブランの胸中に湧わいたが、今までひとりとして友人を作ってこなかった少年には、どうしていいか分からなかった。

「やっぱり今は、行けないんだ」

　だから感情ではなく理り屈くつを優先し、自分の部屋にひきこもる。

　不老不死の大魔術師と戦うにはやはり七詠唱セブンキヤストを揃そろえなければならない。二体も欠けたままでは、あの『緋緋色金レツドオリハルコン』の怪かい物ぶつと対等に渡わたり合うことなど不可能だ。

　なぜならば、ブランのオリハルコン位階はアンジェと違ちがい、不完全なのだから。

　ブランは自室の鏡へと視線を巡らせると、黒くろ髪かみ黒目の自分の顔を覗き込みながら、全身に魔力を巡めぐらせる。すると『青生生魂ブルーオリハルコン』の瞳ひとみが魔力に反応し、強く輝き始めた。

　──しかし、それは右目だけ。

「おれのオリハルコン位階は片目のみ。だがアンブロシアは両目ともオリハルコン位階だ。おまけに向こうは大魔術師とくれば、正せい攻こう法ほうでおれに勝ち目はない」

　ブランが常に自分の城にひきこもって分身シヤドウを手て駒ごまに魔都で暗あん躍やくしてきたのは、隻せき眼がんの不利を承知の上で培つちかった、慎しん重ちようさゆえだ。

「ともかく、『案山子スケアクロウ』の修理を済ませておかないと」

　ブランは予備の樫の杖を取り出し、新たな鋳型とすべく『分身鋳造シヤドウキヤスト』の魔術工程に移る。

　最中、思い出した。

　自分が初めて分身シヤドウを造りだした日のことを。

　きのうデュセルが引き起こした魔力暴走。あの凄せい惨さんな光景は、ブランにとって決して他ひ人と事ごとではない。十年前の事件──ウィッチの口を通してデュセルに語った『八尺瓊勾玉』にまつわる魔力暴走──その真相。

　当時ブランは七歳、モリガンは九歳。ふたりは、ウエノの地で行われた勾まが玉たまの実験の当事者だった。

　アルテナで唯ゆい一いつのオリハルコン位階の持ち主であるブラン──幼かったとはいえその手に三種の神器のひとつが託たくされたのは、なんら不思議なことではない。

　しかし、結果は失敗。勾玉の魔力は人々に牙きばを剝むき、全すべてを吞のみ込んだ。

　幼いブランは、暴走に巻き込まれた姉の肉体が魔力の渦うずへと消えていく寸前、消しよう滅めつの淵ふちに追いやられたモリガンの魂を『八尺瓊勾玉』を核とした自らの分身シヤドウに封ふうじた。

　全知全能型分身シヤドウ『女王クイーン』──

　それがモリガンの正体であり、三種の神器のひとつを鋳型として姉の魂と自らのオリハルコン位階の片方をその身に定着させた、ブランの処女作にして最高傑けつ作さく。

　ゆえにモリガンはブランが失った『青生生魂ブルーオリハルコン』の左目を有し、九歳児当時の魂と姿のまま、今も弟の魔力で生かされているのだ。

　その代だい償しように、以来ブランは隻眼の魔術師となった。

「だからおれは二度とあんな悲劇が起きないよう、危険な聖遺物や禁きん呪じゆを封ふう印いんするため、三大国の介かい入にゆうからアルテナを守るため……そしていつか、ねえちゃんの本当の体を取り戻もどすため……七詠唱セブンキヤストを造ったんだ」







　そのころ。ウエノ学園では、ワイズマン教授の不在によりデュセルの出席している講義は自習となっていた。

　普ふ段だんならブランが占せん有ゆうしているはずの席も、今は空席。

　欠席の理由までは、空席を見つめているデュセルが知るはずもない。その傍かたわらにはカリナンの王おう笏しやくと王おう冠かんが置かれている。

　なぜ魔力暴走を引き起こしたのか。その原因はデュセルにも分からないままだ。しかし、父王から命じられたアルテナでのエージェント活動を遂すい行こうするには、今度こそこれらふたつの母の形見を万全に使いこなさなければならない──

　物思いに耽ふけるデュセルのいる教室は、先ほどからきのうの魔力暴走騒さわぎの話題で持ちきりだ。当事者である彼女にとっては居い心地ごこちがたまらなく悪い。

　教室中から耳に入ってくる、あらぬ噂うわさ話ばなしの数々。気にも留める価値のない、信しん憑ぴよう性せいの欠片かけらもない呟きばかり──そう理解していながらもデュセルは耳を覆おおった。

　どうしようもなくなって、彼女は王笏と王冠を手に教室を後にする。

　しかし行く当てもなく、ただただ逃のがれるように歩を進める。

　学館のどこをどう歩いて彷徨さまよっただろうか。

　不意に顔を上げれば、そこには巨きよ大だいな門が立ちはだかっていた。彼女はまるで何者かに導かれるように、学館外のその場所に──『門』の前にたどり着いていた。

「この門、なに……？」

　その『門』を目にしたのは初めてだったのか、デュセルが呆ぼう然ぜんと呟きを漏もらす。

　正しく言えばそれは門ではない。巨大な門のかたちをした青銅製のモニュメントであり、閉じられたその扉とびらが開くことは決してないし、もちろん通り抜ぬけることも出来ない。

「魔ま力りよくを宿している……聖遺物なの……？」

　無論、持ち運べるような類たぐいの代しろ物ものではないため、魔術師が携けい帯たいすることは不可能だ。しかし確かに、高位聖遺物級の強い魔力の流れがデュセルには視みえた。

　その名は『地じ獄ごくの門』。旧きゆう暦れき時代、世界に七カ所だけ設置された、奈な落らくへと続くとされる扉のモニュメント。そのうちのひとつが古くよりこのウエノの地に存在している。

　七十年前いにしえのくにを中心に起こった大異変現象が、魔都と呼ばれるこのウエノの地で始まったことはデュセルも知っている。

　しかし、本当の意味での爆ばく心しん地ち──この広い魔都において、どこを中心に世界の変革が始まったのか。そして十年前の惨さん劇げきを引き起こした『八尺瓊勾玉』の実験がどこで行われたか。そこまでは彼女も知らない。だが、答えは目の前にあった。

「扉が、開く……？」

　目を見張るデュセルの前で、本来開くはずのないモニュメントの扉が、重厚な音とともにゆっくりと開き始めた。

　もはや物理法則の上書きなどという生易しい現象ではない。

　言うなれば、それは物理崩ほう壊かい。半開きとなった扉の周囲の土や草や木や花が、細やかな粒りゆう子しに分解されていくように、その輪りん郭かくをほつれさせていく。

「憂うれいの国に向かわんとする者はこの門をくぐれ」

　──どこかから、誰かが呪文を詠唱する声が聞こえてきた。

「永えい劫ごうの呵か責しやくにあわんとする者はこの門をくぐれ」

　朗々と続く、ミステリアスな歌声。

　何者かが地獄の門に刻まれた銘めい文ぶんを読み上げていた。紡つむがれた言葉は連続する呪文詠えい唱しようとなり、ありもしないはずの扉の先の世界を開いていく。

　不気味な魔力が充じゆう満まんしていく中、デュセルは背後を振り返った。

「一文詠唱の魔術じゃない……？　物理崩壊を引き起こすほどの連文詠唱の『大魔術』なんて、複数の術者を集めなければ完成しないはず……」

　戦せん慄りつするデュセルの視線のその先。

「汝なんじ、この門をくぐる者は一いつ切さいの希望を捨てよ」

　今まさに単身で大魔術詠唱を終えた声の主──アンジェラ・アンブロシアは、三つ編みを弄いじり、メガネの奥の切れ長の瞳を細め、艶えん然ぜんとほほえんだ。

「やあ、お姫ひめ様」

　アンジェは眼前のデュセルと、そして開き始めた地獄の釜かまを見て、満足げに口を開く。

「私の導きどおりにキミがこの場に現れてくれたこと、感謝しているよ……」

「いきなり、なにを言って──」

「もともと私がアルテナの地にやって来たのは、十年前にこの地で行われた実験の核かくたる三種の神器を捜さがし求めてのことだったからね……。今はこうして年とし甲が斐いもなく女学生に扮ふんして学園に通っているけれど、その甲斐はあったよ」

　アンジェは淡たん々たんと言葉を続ける。

「そう……古い魔術師は、供く物もつと生いけ贄にえと儀ぎ式しきによって魔術を成功させてきた」

　そして懐ふところから、古びた神しん剣けんと神鏡を取り出した。

「それは草薙剣と八咫鏡……どうしてあなたが神器をふたつも持ってるの？」

　驚おどろきに目を見張るデュセルに対し、アンジェは自ら手にしたふたつの神器をかざす。

「これらが、供物。──そしてキミが、生贄だ」

　神剣と神鏡が、不気味な魔力の輝かがやきを宿す。

「なにが狙ねらいか知らないけど、させないわ！」

　デュセルは呪文詠唱を用いて学生服から純白の魔術ローブ姿へ。そして右手に王笏を、左手に王冠を持ち、アンジェへと向き直る。

　臨戦態勢を取るデュセルを見つめながら、アンジェは押し黙だまり、指でなく魔力を用いてゆっくりと髪を解ほどいてメガネを砕くだく。

「七詠唱セブンキヤスト以外のオリハルコン位階!?」

　晒さらされた『緋緋色金レツドオリハルコン』の瞳に、デュセルが驚きよう愕がくの声を上げる。

「……まあ、そうなるね」

　その叫さけびに軽く頷うなずきながら、アンジェも真しん紅くの魔術ローブを身に纏まとう。

「だけど今のあたしには、母さまの力があるの！」

　格上の相手に対しデュセルは一歩も退ひかない。

　一いつ瞬しゆん、きのうの惨劇が脳裏にフラッシュバックした。

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫よ……あたしは独りでだいじょうぶ……！」

　その記き憶おくを振ふり払はらい、デュセルはアンジェを倒たおすべく呪文の詠唱に移る。

　──だが。青白く輝き始めたカリナンの王笏と王冠の大ダイヤが、なぜか急激にどす黒く染まっていく。

「なによこれ!?」

　自分の体に流れ込んでくる異質な魔力にデュセルは取り乱す。

　そのさまをアンジェは冷静な目で見つめていた。彼女の視線の先にあるのは、デュセルの背後、今も少しずつ開き続けている地獄の門だった。そこから溢あふれ出す魔力がカリナンの戴たい冠かん宝器と結びつき、まるで瘴しよう気きのようにデュセルの魔力を侵しん食しよくする。

「私の狙いが分からないと言ったね？　答えてあげるとも……私が求めていたのは七十年前の大異変の再現さ。三種の神器はその触しよく媒ばいとして集めていただけ。そして、キミが運悪く生贄に選ばれてしまったわけさ……」

　今、大魔術師たるアンジェが儀式の供物として用意したのは、三種の神器のふたつ。そして生贄として用意したのは、高い魔力を有しながら感情が未成熟で不安定な、呪のろわれた『青金剛石ブルーダイヤモンド』の少女。

「大異変の再現なんて『魔法』の域よ！　たとえ大魔術師であっても制せい御ぎよできるわけないじゃない！　三種の神器だってまだ全部揃そろってない！　失敗するに決まってるわ！」

　デュセルの叫びに、しかしアンジェはさも当たり前のように鷹おう揚ように頷く。

「そうだよ？　私には三種の神器は三つもいらなかったのさ。だって、キミに失敗してもらうのが私の狙いだからね……」

「──え？」

「そうなれば、行き場をなくした魔力は自じ滅めつしてしまうだろうね……。今、私たちがいるこの場所を爆心地にして……」

　明らかに狂きよう気きに歪ゆがんだ笑え顔がおで、アンジェはデュセルへとほほえみかける。

「少なくともアルテナは今度こそ完全消滅する。私たちを巻き込んで」

　不老不死の奇き跡せきは『魔法』。新世界の創造も『魔法』。魔術でも大魔術でも不死身の呪いを否定することは敵かなわなかった。

　しかし、魔法で魔法を搔かき消すことは可能のはず。

　なればこそ──大異変を再現し、失敗させ、奇跡で奇跡を殺すのだ。

「あなた……狂くるってるわ」

「千年ほど前からね」

　慄りつ然ぜんとするデュセルの前で、アンジェはことさらに目を細めた。

「いいじゃないか。キミにとってもつらい世界なんだろう？　そんな、呪われた聖遺物を使っているくらいだからね……デュセル・デュランダル」

「なにを言って──」

「キミが後生大事に抱かかえている、そのカリナンの王冠だよ。オリハルコン位階の私には一いち目もく瞭りよう然ぜんさ……。魔力暴走を引き起こすよう、わざと呪いの附与魔術エンチヤントが施ほどこされているね」

　アンジェは無む慈じ悲ひに言葉を続ける。

「女王亡なき今、ルーヴル国王にとってもアルビオンは悩なやみの種だ。両王家の血を引く唯ゆい一いつの後こう継けい者しやであるキミを次期国王におしあげて、故国を復興させようとする独立派も多い。だからこそ……キミに消えてもらったほうが都合はいいわけだ」

「父上が、そんなこと……」

　デュセルには、アンジェの言葉を否定することは出来なかった。

　十年にもわたる長き幽ゆう閉へいの身だったのだ、父や姉にとって自分が腫はれ物であることくらい重々承知している。

「王冠に呪いを込め、王笏と共鳴させることによって増大させる。それで新天地アルテナと第三王女の問題が一度に解決できるなら、ルーヴル王家にしてみれば一石二鳥で厄やつ介かい事の処理が済む。呪いの効果から言って、術者三名による大魔術かな……私にとってはこのうえなく好都合な呪いだよ」

「ふ、ふふ……たしかに、あの父上やお姉さまたちの考えそーなことだわ……母さまの形見を穢けがすなんて……最低……」

　デュセルは強がろうとしながらも、残ざん酷こくな確信に押し潰つぶされ、打ちひしがれる。

「さて。アルテナの危機を前に、七詠唱セブンキヤストはどうするのかな？　彼らが私を殺して世界を救うもよし。彼らに私が殺せずとも、世界の崩壊に巻き込まれて私は死ねる」

　簡単な二択たく問題だ。

　もちろんアンジェには、魔力暴走を防ぎに来るであろう七詠唱セブンキヤストを放置するつもりなどなかった。彼らが邪じや魔まをするのであれば、全力をもってこれを排はいする。

　そのために、万全を期してわざわざ手て駒ごままで用意しておいたのだから。

「フフッ……」

　不老不死の大魔術師の、長い長い黄金の日々の締しめくくりなのだ。

　決して手は抜くまい。

「どちらにせよ、私はこれで終われる。やっと終われるんだ……」

　地獄の門は今まさに完全開放されようとしていた。

　扉が完全に開き切った瞬間、門の周囲で起こっている物理崩壊はウエノ学園を吞のみ込み、魔都全域、そしてアルテナ全土を吞み込むだろう。

「さあ、ともに惨さん劇げきの扉とびらを開けよう──ひらけ、ゴマオープン・セサミ」

「やめてえええええええ!!」

　──かつて少年が少女の心を救おうとした祈いのりのまじないを、呪いに変えて。

　アンジェが大きく手を広げると同時に、扉の開く速度が増した。全身全ぜん霊れいをかけて暴走する魔力を制御しようとするデュセルの、死にもの狂いの叫びが響ひびく。

　その悲痛な悲鳴をＢＧＭに、アンジェは目を閉じて今までの長い人生を振り返る。

「……願わくは、きょうこそが私の命日とならんことを」

　千年もの黄金の日々の追つい憶おくは、あまりに長すぎた。
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　異常な魔ま力りよく反応は、ブランのもとにもすぐに届いた。

　ちょうど『案山子スケアクロウ』の修理を終えたばかりだったが、不気味な魔力の高まりに、ひと息つく暇ひまさえなかった。

　場所がウエノ学園であることは『大賢者ワイズマン』を使わなくても簡単に察知できた。その事実が、ブランに十年前の魔力暴走を思い出させる。

「ねえちゃん！　悪い、ちょっと出かける！」

　瞬間転移の魔術を用いようとしても、濃のう密みつな魔力の渦うずの影えい響きようで座標特定が邪魔され、まったく跳ちよう躍やくできない状じよう況きようだった。

「ブランくん？　え、どうするつもりなの？」

「生身で行く！　魔力源は学園だ！」

「生身でって……まずは分身シヤドウを偵てい察さつに向かわせるのが、ブランくんの流りゆう儀ぎでしょ？」

「嫌いやな予感がする！　かといって昼間から全員連れて歩くわけにもいかないだろ！　おれ独りが直接行ったほうが、もしものときに対応できる！」

　言うなりブランは漆しつ黒こくの魔術ローブと七シチ支シ刀トウを手にし、自宅を飛び出そうとする。

「なにが起きた！　アンブロシアの狙いは七詠唱セブンキヤストのはずだろ！　だったら、おれがひきこもっていれば問題ないはずじゃねえのか！」

　これだけの高魔力反応となれば、候補はふたつしかない。

　あの不老不死の大魔術師か、あるいは奪うばわれた三種の神器──そう考えたブランの脳のう裏りを、学園にいるであろうデュセルの顔がよぎる。

「くそっ、『魔女ウイツチ』をお姫様の側そばから動かすんじゃなかった！」

「ブランくん、待って！」

　弟を呼び止め、モリガンが追いすがる。

「ひとりじゃ危ないから……」

「そんなことは分かってる！」

「だから──持っていって」

　昂たかぶっていたブランの感情が、姉のその一言で瞬またたく間に冷静さを取り戻もどす。

「おれは……ねえちゃんを物みたく扱あつかうのは嫌だ」

「でも、今はデュセルちゃんや学園のみんなのピンチなんだよね？　だったらやっぱり、おねえちゃんの力が必要じゃないかな」

「……ああ」

「独りぼっちでなんでも出来はしないの。なら、どうすべきか分かるよね？」

　モリガンの説得に頷いたブランは、姉や、そして待機させていた分身シヤドウたちへと、その手をかざす。

「──キャストオフ」

　呪じゆ文もんを唱えた瞬間、モリガンを含ふくめた全すべての分身シヤドウたちが、本来あるべき聖遺物としての姿に還かん元げんされる。

　ブランはモリガンの鋳い型がたである赤あか瑪め瑙のうの勾まが玉たまを、震ふるえる手で摑つかんだ。そして、残る他ほかの分身シヤドウたちの聖遺物も回収し、ひとり駆かけ出した。

　速度強化魔術を併へい用ようして、全速力でウエノ学園を目指す。

　走っているうちに、すぐに息が切れ始める。日ひ頃ごろのひきこもり生活による悪影響で、運動不足がたたったのだ。

「わ、我われなが、ら……ぜー、ぜー……な、情けねえ！」

　このときばかりはブランも自らの怠たい惰だな生活を呪った。

　しかし懸けん命めいに足あ搔がいて走り続けた甲か斐いあって、ようやく視線の先にウエノ学園の学館が見えてきた。

　たどり着いた正門の方角からは、魔力の渦の轟ごう音おんに紛まぎれて悲鳴や怒ど号ごうや喚わめき声さえ聞こえている。物理崩ほう壊かいに巻き込まれまいと、誰だれもが必死なのだろう。

　敢あえて混乱の中に飛び込み正門をくぐるブラン。これが初めての生身での通学になることに彼自身まるで気づいていない。が、敷しき地ち内は地じ獄ごくの門を中心とした魔力暴走のせいで阿あ鼻び叫きよう喚かんが続いており、そんな余よ裕ゆうもなかった。

「ブランドン！　こんなところでなにをしている！」

　混乱する生徒たちの中には、黒くろ髪かみを振ふり乱した副会長の姿もあった。

　扇おうぎを開く余裕もない様子で、平静を失い、ひとの波になぜか逆らっている。

「そう言うお前こそさっさと避ひ難なんしろ！」

「し、しかし、会長のお姿がどこにも見当たらないのだ……」

　ブランに怒ど鳴なられた途と端たん、副会長は涙なみだぐんで幼おさな馴な染じみの腕うでにしがみつく。

「ステラ先せん輩ぱいはおれが捜さがしておく！　お前はここの全員の避難誘ゆう導どうをやってみせろ！」

「ふええ……わたしにできるだろうか……最近ちゃんとごはん食べてないし……もうダメだよぉ……」

「しっかりしろポンコツ！　それでもエリートか！」

　へろへろだった副会長の背中を叩たたいて発破をかけるブラン。

　そうして幼馴染がなんとか周囲に対して張り上げ始めた大声を背に、避難する学生たちとは逆方向、魔力暴走の発生源へと進む。

　目指す先に鎮ちん座ざする、地獄の門。

　そこではデュセルが今も独り、門の周囲を水すい晶しよう檻おりの結界で取り囲み、魔力暴走を抑おさえ込もうと足搔き続けていた。

　物理崩壊はいとも容易たやすく水晶檻を原子分解してしまうが、そのたびにデュセルは魔術を行使し続けている──が、このままでは魔力が枯こ渇かつし、破は滅めつも時間の問題だ。

　傍かたわらでは、その奮ふん闘とうの様子をアンジェが余よ韻いんに浸ひたりながら眺ながめていた。

「アンブロシア！　お姫ひめ様になにをした！」

「ブランドン？　ふうん、生きていたのか……。しかしそれにしても、この非常時にキミひとりなのかい……他の面子めんつは？」

　漆黒のローブを纏まとったブランの無事な姿に、アンジェは訝いぶかしげに首を傾かしげた。

「答えろ！」

「フフッ……私はただ、ここで彼女の頑がん張ばりを眺めているだけだよ。この新天地アルテナが滅ほろびるかどうかの瀬せ戸と際ぎわさ……」

　自じ滅めつ願望に彩いろどられたアンジェの顔を見、ブランはおぼろげながらに現状を理解した。

　地獄の門の周囲には、不気味な魔力を宿す草薙剣と八咫鏡が。そしてデュセルの手元には、共鳴して呪のろいを吐はき出すカリナンの王おう笏しやくと王おう冠かんが。

　高い魔力を誇ほこる玉璽レガリア級が四つ分──しかし三種の神器が揃そろっていないせいで安定感を欠き、戴たい冠かん宝器の呪いにより今にも暴走が起きようとしている。

　慌あわててデュセルのもとへと駆け寄ろうとするブラン。

「だいじょうぶだから！」

　しかし、制止の声を発したのはあろうことかデュセル本人だった。

「あたしは、独りでだいじょうぶだから。この魔力暴走も、ちゃんと抑え込んでみせるから。だから、ブランは早く逃にげて！」

「こんな状況でおれの心配かよ！」

　思わぬ言葉にブランはキレかけた。腹の底に渦巻いていたアンジェに対する憤いきどおりの言葉さえ忘れ、怒いかりながらデュセルへと近寄ろうとする。

「……させない。キミの出番だよ」

　だが、アンジェに命じられるまま、ブランの歩みを妨さまたげる人ひと影かげがあった。

　立ちはだかったのはステラだった。紺こんのローブ姿で、焦しよう点てんの合わない瞳ひとみだけが禍まが々まがしい紅色に染まっている。

「てめえ、ステラ先輩にまでなにかしやがったのか！」

　虚うつろな目つきで佇たたずむステラの『星条紅玉スタールビー』と化した緋ひ眼がんを前に、アンジェに対するブランの怒りが再び噴ふき上がる。

「……私としても甚はなはだ不本意だったけれど、彼女には手駒になってもらった」

　おそらく他者の心を操る類たぐいの禁呪──それも、高い魔力抵てい抗こうを誇るはずのコランダム位階の魔術師さえをも洗脳する呪文だ。

「待ってろお姫様、どうにかすぐに行く！」

「必要ない！　来ないで！　いいから逃げて！」

　焦しよう燥そう感かんに駆られたブランだったが、デュセルの返答は相変わらずだった。

「ったく！　この期ごに及およんでまだそんなことを！」

「だって、ブランはクズ石じゃない！　手伝ってもらったって、なんの魔力の足しにもならないのよ！　だったら、あたしが耐たえていられるうちに早く逃げてよ！　できればそう、魔都の、ううん、アルテナの外へ──」

　強がりを叫さけびながら、それでもデュセルはブランに対し、気き丈じようにほほえみかける。

「初めての友だちには、死んでほしくない……！」

　額に汗あせを浮うかべ、歯を食いしばり、涙を堪こらえて、デュセルが見せた歪いびつな微び笑しよう。

　それを目にしたブランの顔から、怒りや憤りが消えていく。十年前に姉を失いかけたあの日の自分と、今の彼女の姿とを重ね合わせたのだろうか。

　ブランは口を閉ざしてデュセルに向き直り、ただ立ち尽つくす。

「……おや？　諦あきらめてくれたのかい？」

　アンジェは不思議そうにふたりを見やった。けしかけようとしていたステラを待機させたまま、動向を見守ろうとしている。

「どうして！　なんで逃げてくれないのよ！」

　棒立ちするブランに対して、デュセルが一層険しい叫び声を上げた。

「早く逃げてって言ってるでしょ！　すぐにここから出てってよ！」

　デュセルの訴うつたえを、ブランは黙だまって聞き続ける。

「あたしはだいじょうぶだから……母さまがいなくたって……弟がいなくたって……友だちがいなくたって……あたしは独りで、だいじょうぶだから……」

　力なく俯うつむき、デュセルの言葉が途と切ぎれ途切れになる。もう、これ以上は制せい御ぎよしきれないところにまで来ていた。独りで大だい丈じよう夫ぶなどと強がりを口にしながら、あまりにあっけない限界。それでもアンジェの見立てでは随ずい分ぶんと粘ねばったほうだ。

　膨ふくれ上がった魔力を抑え続けていたデュセルの膝ひざから力が抜ぬけ、その場に跪ひざまずく。

「だから……お願い……」

　デュセルは、ゆっくりと顔を上げた。「逃げてよ」と口にする前に、どうしても最後にたったひとりの友人の顔を見ておきたくて。

　そうして見上げた、押し黙ったままの黒髪黒目の少年の顔。

　その顔を目にした途端──

「お願い…………助けてよ…………」

　デュセルの青い瞳から、涙が堪えきれずに零こぼれ落ちた。




「あいよ」




　瞬しゆん間かん。

「キャストオン、七詠唱セブンキヤスト!!」

　七支刀を掲かかげたブランのもとに六つの影かげが集結する。

　主あるじの声に呼応した六つの聖遺物が──奪うばわれていた八咫鏡もが、瞬時に人型の分身シヤドウとなって、黒い翼つばさの如ごときローブを身に纏まとい、オリハルコン位階の瞳にブランと同じ意志の輝かがやきを漲みなぎらせる。
















　一人七役にして七体一役の魔術秘密結社。

　順に『案山子スケアクロウ』『魔女ウイツチ』『大賢者ワイズマン』『黒魔導師ウオーロツク』『錬金術師アルケミスト』そして『女王クイーン』モリガン。最後に、六体の分身シヤドウを中央で率いる『魔術王ウイザードロード』たるブランの姿。

　その七つの黒い影を前に──

　デュセルは不意に、亡なき母の言葉を思い出した。

『──デュセル。彼らのことを怖こわがらないであげて。この塔とうには昔から言い伝えがあるの。大おお鴉がらすがこの国のみんなを守ってくれている、ってね』

　彼女は再び、目の前に立つ大鴉ブランの姿を見やる。

「見捨てねえよ」

　彼は七支刀を肩かたに担ぎ、ひとの悪い笑えみとともに口を開いた。

「助けが欲しけりゃ最初から素す直なおになれよ、いじっぱりのお姫様。七詠唱おれがお前を救ってみせる。ついでに世界も救ってやるさ」

　ブランの『青生生魂ブルーオリハルコン』の隻せき眼がんが不敵に輝く。

「……うそ、なんで、ブランが？」

　デュセルは驚おどろきのあまり、涙を拭ぬぐうことすら忘れてブランたちの姿に見入っていた。

「どうして？　位階はクズ石のはずじゃ……？」

　突とつ然ぜんのことに彼女の理解は及ばないが──しかし、魔術王にはダイヤモンド位階が最強だという自信を木こつ端ぱ微み塵じんに砕くだかれ、煮にえ湯を飲まされた。

　その正体が、ブランなのだとしたら。

「……でも、だったらこんな無様は見せられない。見せてやるもんですか！」

　デュセルは地獄の門に向き直り、底力を振り絞しぼる。その表情は先ほどまでの、全すべてを諦めた弱々しい少女のそれではない。強く、気高く、プライドを秘めて。

「だって、友だちとは、対等でいたいじゃない──!!」

　デュセルの『青金剛石ブルーダイヤモンド』の瞳が、本来の輝きを取り戻もどす。そして三種の神器のひとつである八咫鏡が魔力暴走の渦うずから欠けたことで、彼女の決死の制御が僅わずかにアルテナの延命に繫つながった。

　その光景に、アンジェは対たい峙じするブランたちを憎にく々にくしげに睨にらみつける。

「これではっきりしたよ……私以外のオリハルコン位階がこの十年で突然七人も増えるなんて、あまりにおかしいと思っていたからね……」

　アンジェの『緋緋色金レツドオリハルコン』の瞳が、ブランの隻眼へと向けられた。

「ひとりで七つの役を使い分ける、七体でひとりの魔術師──というわけだ……。きのうのアレも、最弱の駒こまを身代わりにしていたわけだね……」

　ブランの傍らに立つスケアクロウを見、アンジェは自じ嘲ちよう気味に笑った。

　そして七詠唱セブンキヤストとアンジェの戦いの火ぶたが切って落とされる──

「我が雷のままアブラハに消え去れダブラ！」

　アンジェの持つふたつの『ファベルジェの卵』から雷らい光こうがはしる。

　すぐさま散開する七詠唱セブンキヤストだが、雷らい撃げきはブランを執しつ拗ように狙ねらう。

「我が太た刀ちは百兵の害を退ける！」

　しかしブランは動じない。七支刀の異形の刀身がアンジェの雷を打ち払はらった。

　その攻こう防ぼうを皮切りに、無数の黒い巨きよ軀くがブランたちに襲おそい掛かる。

　アンジェの手て駒ごまとして分身シヤドウたちに牙きばを剝むくのは、禁きん呪じゆにより『星条紅玉スタールビー』に堕おちたステラの水晶板タブレツトから召しよう喚かんされた大量の『虚構悪魔デジタルデヴイル』の群れだ。

　二丁魔ま銃じゆうを構えた『黒魔導師ウオーロツク』が、先せん陣じん切って悪魔デヴイルたちを屠ほふっていく。

「デュセルちゃんのことはおねえちゃんにおまかせ！」

　ウォーロックが切り開いた道を抜け、今も魔力暴走を必死で抑おさえ込もうとしているデュセルのもとへ駆かけつけたのは、『女王クイーン』のモリガンだった。

「おねーちゃんさん？　で、でも……」

「いいからいいから」

　モリガンはデュセルに寄り添そうと、魔力が枯こ渇かつしかけていたデュセルに自らの莫ばく大だいな魔力を分け与あたえ始めた。

　ふたりのもとにも悪魔デヴイルが殺さつ到とうするが、体術特化の『案山子スケアクロウ』がこれを食い止める。

「ねえちゃんのサポートがあれば、もうしばらくはもつはずだ」

　その様子を横目に安あん堵どするも、油断なく七支刀を構えるブラン。

　対照的に、向かい合うアンジェの顔からは余よ裕ゆうが翳かげり始めていた。

「影法師ごときが……どれだけ束になろうともッ！」

　アンジェの魔力が、周囲の悪魔デヴイルを緋眼堕ちレツドへと変へん貌ぼうさせていく。

　凶きよう暴ぼう化した数十体の悪魔デヴイルがさらなる攻こう勢せいをかける。七詠唱セブンキヤストは散り散りに逃げざるを得なくなり、分身シヤドウたちはブランから遠ざけられ、分断させられてしまった。

「数が多すぎる──」

　ウォーロックは悪魔デヴイルたちの召喚主であるステラへの接近を試みるが、行く手を阻はばむ障害は無む尽じん蔵ぞうに増えていく。魔銃の弾だん丸がん補ほ充じゆうには『錬金術師アルケミスト』の錬れん金きん術じゆつ支し援えんが不可欠だったが、七歳児の分身シヤドウは単体では非力なため、分断された時点で一目散に逃げるしかなかった。

　すたこらさっさと逃げ去るアルケミストの姿に、『魔女ウイツチ』は銀ぎん髪ぱつのツインテールを振ふり乱して頭を抱かかえる。

「ああもう！　まずはステラ先せん輩ぱいの洗脳を解かないと！」

　女悪魔レデイデヴイルたちの追つい撃げきを回かい避ひしつつ、ウィッチは苛いら立だたしげに叫んだ。比ひ較かく的てきウィッチの近くにいた『大賢者ワイズマン』がその言葉を耳にし、肩をすくめる。

「それにはまず、若作りババアの魔力をステラ君に経由している原因を叩たたかんとな」

「やいこらワイズマン！　魔力探知はそっちの仕事でしょうが！」

「この戦せん況きようだ、回避に専念せざるを得ん。まったく、老骨にはこたえる」

「こんなときだけジジイぶりやがって！」

　わざとらしく腰こしを叩いてみせるワイズマンに対し、ウィッチが牙を剝きかねない勢いで吠ほえた。

「キャストオフ！　篆テン隷レイ万バン象シヨウ名メイ義ギ！」

　瞬間。サングラス越ごしに鋭するどい眼光を垣かい間ま見みせたワイズマンの姿が、核かくとなっていた書物へと還かん元げんされてウィッチの手の中へと収まる。

　聖遺物『篆隷万象名義』──いにしえのくに現存最古の字書。キツネ耳と尻尾しつぽをピョコンと立てたウィッチはこれを手に、全方位に対して魔力探知を開始する。

　無論、これでワイズマンが引きつけていた他ほかの悪魔デヴイルまでもが殺到した。しかしウィッチは幻げん術じゆつと持ち前の身軽さで逃にげ回り、書物の紙片を手た繰ぐって魔力探知に専念する。

「やったぁ！　めっけ！」

　と、字書に記された「乳」の文字が大きく輝いた。

「先輩の胸の谷間に、魔力源の反応が！」

　ウィッチが遠く離はなれたステラの弾はずむ爆ばく乳にゆうを指差す。

　ウォーロックの緋ひ眼がんがその胸元へと注がれる。

「アンブロシアは『ファベルジェの卵』を三つ持っていたはず。となれば、残る最後のひとつはあの中か」

　静かに銃を構えるウォーロックだが、聖遺物だけを正確に撃うち抜ける距きよ離りではない。

　ステラの気を逸そらして動きを止めないことには、彼女が抵てい抗こうして凶きよう弾だんをその身に受けかねない。

「それに、弾丸は残り一発──」

　ウォーロックは歯ぎしりをこぼし、悪魔デヴイルの攻こう撃げきに対し回避専念する。

　ウィッチも洗脳の魔力源を発見したものの、それ以上はなにも手を打てず、ワイズマンの篆隷万象名義を抱えたまま逃げの一手だ。

　アルケミストは身を潜ひそめたままで、モリガンはデュセルとともに魔力暴走を阻そ止しするだけで手て一いつ杯ぱい。

　そしてスケアクロウは──やはり樫かしの木が鋳い型がたの最弱の駒では苦戦は必至だった。モリガンとデュセルを守るために徒と手しゆ空くう拳けんで悪魔デヴイルたちと戦いながらも、敵に決定打を与えることも出来ず破損箇か所しよばかりが増えていく。

　分身シヤドウたちの状じよう況きようを確認しながらアンジェと戦い続けているブランは、もどかしげに口を開いた。

「ステラ先輩の気を引くにしても、あの様子じゃ、ちょっとやそっとのことでは効果がなさそうだな……ってことは、無む茶ちやだがアレしかないか」

「なにをごちゃごちゃと！」

　アンジェの詠唱とともに、なおも降り注ぐ雷いかずちの禁呪。

「──アルケミスト、準備はいいか！」

　ブランは七支刀で雷撃を切り払いながら、突然、あさっての方向へ向けて大声で叫さけんだ。その先、戦せん闘とう区域から大きく離れた場所に、アルケミストの姿が。

「超ちようオッケー！」

　アルケミストが得意げにサムズアップしてみせる。その足元には、学園グラウンドのライン引きで描えがかれた、巨きよ大だいな錬れん成せい陣じんがすでに用意されている。戦線離り脱だつしたと見せかけ、錬成陣の準備に移っていたのだ。

　アルケミストが指を鳴らした途と端たん、錬成陣の上にそれは出現した。

　物理崩ほう壊かいに晒さらされていたウエノ学園の全ての学館──その材木や設備の全てを分解し、天を衝つくほどに巨大なハリボテを錬成してゆく。

「──っ」

　常に無表情だったステラの顔が、僅かに強こわ張ばった。

　彼女の瞳ひとみに映るハリボテ──それは、あろうことか豪ごう華か客船『セレブリティ・スターサファイア号』の外観をそっくりそのまま忠実に再現していたのだ。意識を封ふうじられた今のステラに、持ち前の頭の回転の良さはない。そのため彼女は、空を覆おおわんばかりの頭上のハリボテと本物の船とを、完全に見み間ま違ちがえた。

　──その船は、誕生日に父から贈おくられ、彼女が家族として扱あつかう故郷のペットたちも住む、ステラにとっての一番大切な宝物だ。洗脳されていようと、咄とつ嗟さに攻撃できるはずがなかった。

　また、ステラの肉体を操っているアンジェも、突然現れた豪華客船のハリボテを見上げ、盤ばん上じように示された奇き想そう天てん外がいな一手を前に呆あつ気けにとられてしまっていた。

　ゆえに生まれた、一いつ瞬しゆんの隙すき。

「今です！」

　そこにつけ込んだのは、殺セツ生シヨウ石セキの魔力で姿を透とう明めい化させていたウィッチ。

　ステラがハリボテに気を取られた隙に背後を取り、正体を現すと同時になんの脈みやく絡らくもなく彼女の爆乳を鷲わし摑づかみにし、揉もみほぐす。

　瞬間、胸の谷間に埋うもれていた三つ目のイースター・エッグが弾はじき出された。

「我が弾丸は楔くさびとなりて、悪あしき呪のろいに終しゆう止し符ふを穿うがつ！」

　その一瞬を見み逃のがさず、ウォーロックが最後の魔弾を撃つ──

　呪術消去の魔術射撃は聖遺物のど真ん中に見事命中した。

　呪いが解けてステラの瞳は『星条青玉スターサフアイア』へと戻り、操り糸の切れた肉体は意識を失ったままウィッチの腕うでの中に倒たおれ込む。同時に、全ての悪魔デヴイルの姿が一いつ斉せいに搔かき消えた。

「無む駄だなあがきを！」

　数の差が覆くつがえされたことで、アンジェはなりふり構わず牙を剝く。

「我が雷のままにアブラハ生は消え去り、ダブラ・我が雷のままアブラに死は訪れるクサス！」

　禁呪の二重起動デユアル・トリガー──その圧あつ倒とう的てきな破は壊かい力が、避さけようもないタイミングでウォーロックを襲った。

　これには頑がん丈じような分身シヤドウといえども一瞬で粉ふん砕さいされ、もとの八咫鏡の状態へ。

　敵の数を大おお幅はばに減らしステラを救出した代だい償しように、七詠唱セブンキヤスト側は最大火力を失う。

　が、ブランは怯ひるまず呪文を唱える。

「我が虚こ空くうの腕かいなは舟ふねを摑つかむ！」

　今まさに落下を始めていた上空の巨大なハリボテ。

　その船体が、周囲の大気と魔力を圧縮して生み出された力場によって摑まれる。

　──ハリボテ客船の錬成は、ステラの気を逸らすためだけのものではない。ウエノ学園の敷しき地ちを更さら地ちに変えてまでブランが盤上に放ったのは、詰みチエツクメイトを目指す一手だ。

「うおりゃあああああああッ!!」

　ブランはあろうことか、己おのれの魔力で制せい御ぎよしたハリボテの舳へ先さきをアンジェへと向けて全力で投げつけた。

「なっ……」

　絶句するアンジェの頭上に高速で迫せまる、あまりに巨大すぎる質量。

　咄嗟のことで彼女は防ぼう御ぎよの魔術を唱えられなかった。

　──そもそも。

　死にたがりの大魔術師は、防御に関しては完全に素人しろうとだった。

　彼女の目的は、あくまで自らの不老不死の人生を終わらせること。ゆえに、自らの身を守る術すべなどこの千年で忘ぼう却きやくしてしまっていた。

　己が纏まとう魔ま術じゆつローブに『完全物理耐たい性せい』を附ふ与よしなかったのがその証しよう拠こ。

　不死身の肉体に対するある種の自負と過信。千年にわたる黄金の日々が自じ滅めつ願望を培つちかい、それが彼女にとっての最大の弱点となり、そしてこの局面で足を引っ張った。

　対処に迷ったアンジェはハリボテの直撃を受け、瓦が礫れきの下した敷じきとなる。その怒いかりと屈くつ辱じよくの絶ぜつ叫きようが、崩くずれ落ちる大量の瓦礫に埋もれ、轟ごう音おんとともに搔き消されていく。

「これで当分は出て来られねえだろう！」

　瓦礫と土つち埃ぼこりが舞まう中、ブランが喝かつ采さいを上げた。

　今のうちにデュセルとモリガンに手を貸し、三人がかりで魔力暴走を抑おさえて地じ獄ごくの門そのものを封ふう印いんしてしまえば──新天地アルテナごと自らを滅ほろぼそうとするアンジェの野望は食い止められる。

「させるかああぁぁぁぁぁッ!!」

　が、しかし。壮そう絶ぜつな激痛に耐たえ、真しん紅くのローブを自らの血で赤く染めたアンジェが、瓦礫の底から這はい上がってきた。

　デュセルのもとへと駆かけ寄ろうとしていたブランの背中はまったくの無防備。その背を目め掛がけ、激げき昂こうするアンジェが二重起動デユアル・トリガーの狙ねらいを定さだめる。気づいたブランが振ふり返ったころには、すでに遅おそかった。

　浴びれば即そく死し必至の雷らい撃げきがブランへと迫る。主あるじであるブランが対応できなかった時点で、分身シヤドウたちに対応できるはずもない──否いな。

「我が身は加速する！」

　加速魔術を用いた満まん身しん創そう痍いのスケアクロウが雷撃の前に飛び込み、ブランの盾たてとなった。

　しかし、脆ぜい弱じやくな分身シヤドウの犠ぎ牲せいでは雷撃を全すべて受け止めるには至らず──

　スケアクロウの体を貫かん通つうし、今度こそ禁きん呪じゆがブランを襲おそう。

「ブラン！」

　が、この場にただひとりだけ、ブランの危機を、間に合うギリギリのタイミングで察していた少女がいた。

「あたしだって……あたしだって、守られてばっかじゃ、ないんだからっ……！」

　暴走する草薙剣を素す手でで摑み、デュセルが叫ぶ。

　決して手た綱づなを明け渡わたそうとしない膨ぼう大だいな魔力を無我夢中で抑え込み、全魔力量の数パーセントだけを切り離して制御する。

「これを使って！」

　そうして魔力暴走の渦うずから取り出した草薙剣を、デュセルはブランへと放り投げた。

　彼女が託たくした、これが千せん載ざい一いち遇ぐうの最後のチャンス。

　ブランは草薙剣を受け取り、七支刀と合わせて二刀流に構えた。

「我が剣つるぎは天あまの叢むら雲くもを断つ！」

　オリハルコンの輝かがやきを帯びた神剣の刀身が、迫る雷撃を切り裂さく。

　さらにブランは禁呪破壊に続けて、今しがた雷撃が貫通したスケアクロウの残ざん骸がいを己の魔力へと還かん元げんし、その全てを草薙剣へと宿す。

　それはブランが最も得意とする我流の魔術──『分身鋳造シヤドウキヤスト』。

「キャストオン!!　スケアクロウ!!」

　吠ほえた。

　草薙剣をアンジェへと放り投げ、即そく座ざに呪文詠えい唱しよう。

　刹せつ那な、神剣は眩まばゆい魔力光を放ち、ブランと瓜うり二ふたつの姿を持つ人型へ。

　近接格かく闘とう型分身シヤドウ『案山子スケアクロウ』──学生服の上から漆しつ黒こくのローブを纏まとった分身シヤドウが、アンジェの迎げい撃げきに向かう。

「数合わせの歩兵ポーンの分際がああぁぁぁぁぁッ!!」

　アンジェは照準を新造されたスケアクロウへと移し、再びその体ごとブラン本人を貫通すべく禁呪を発動させる。

「我が身は加速する──誰だれよりも速く、光さえ超こえて!!」

　しかしスケアクロウは、クズ石ではなく玉璽レガリア級の魔力でもって、自らに襲い掛かかる雷撃を凌りよう駕がする超ちよう高速で駆ける。

　──アンジェには、自分の選せん択たくを省かえりみる僅わずかな時間さえなかったことだろう。

　彼女はこの局面で見誤ってしまった。

　眼前に迫るブランの分身シヤドウを、心臓を握にぎり潰つぶしたときと同じ、みすぼらしいクズ石の身代わりと同じだと思い込んでいたのだ。

　それこそが最大の誤算。

　神剣の化け身しんとなったスケアクロウは雷撃の間かん隙げきを疾しつ駆くし、アンジェへと肉にく薄はくする。

　その案カ山カ子シの姿はまさに──

　最終局面でのみ最弱の駒こまが進化プロモーシヨンを遂とげる、最強最速の駒。




「最弱と、くくったタカが、敗因だ!!」




　叫さけんだスケアクロウの光速の拳こぶしがアンジェの心臓に突つき刺ささる。その一撃は大魔術師といえども避けようはなかった。

　単なる物理攻こう撃げきゆえに、彼女の不老不死の『魔法』を破壊することなく。

　そして物理攻撃ゆえに、彼女はまたしても防ぐ術を持たなかった。

　拳の直撃を受け、今度こそ再起不能の状態で吹ふき飛ばされるアンジェ。

　普ふ通つうなら即死するだろうが、不老不死である彼女にとっては「痛い」で済むはずだ。

「やられたらやりかえすのが、おれの主義だ」

　ブランとスケアクロウが、揃そろって同じ台詞せりふを口にする。

「とはいえ、おれは誰かの命を左右するのが嫌きらいなんだよ。アンジェラ・アンブロシア、お前がいくら自分の死を望んでいようとな」

　そう言い残し、アンジェの「無事」を見届けたブランは、急いでデュセルのもとへと駆け寄った。

「……こっちも、手伝ってくれるのよね？」

　デュセルは僅かにブランへと振り返り、今も頰ほおを涙なみだで湿しめらせたまま、静かなほほえみを浮うかべた。地獄の門を前に、魔力暴走の渦を抑え続けていたデュセルの横顔は、すっかり憔しよう悴すいしてしまっている。

「待たせたな、お姫ひめ様」

「ねえ、あのときの約束を憶おぼえてる？」

　それでもデュセルは健けな気げにも、迎むかえに来た大切な友人に出来る限りの笑え顔がおを向けた。

「名前で呼んで欲しいの」

「あいよ、デュセル」

「うん！」

　ブランとデュセルはほほえみあうと、どちらからともなく手を軽く広げ、互たがいに抱だき合い、左右の頰を押し付け合った。

「おれとデュセル、ふたりの大魔術で世界を救う。いいな？」

「もちろんよ！」

　ブランはデュセルに寄り添そい、そのてのひらに自らの手を重ね合わせた。

　そしてふたりは地獄の門を封印すべく、物理崩ほう壊かいをなおも引き起こし続けている門の扉とびらを閉じて魔力の遮しや断だんを試みる。

　しかしその前に、呪のろわれたカリナンの戴たい冠かん宝器の代わりに、デュセルのための聖遺物が必要だった。

「始める前に、御お守まもり代わりだ」

　そう口にしたブランは、どこか照れくさそうに、その場にアルケミストを呼び寄せる。

「キャストオフ、辰シン砂シヤ石セキ」

　詠唱を合図に、七歳児の分身シヤドウが聖遺物へと変身する。

　次いでブランは鋳い型がたである魔石をデュセルのてのひらに握らせた。分身シヤドウが聖遺物へと姿を変える瞬しゆん間かんを何度も目にしたのだ、彼女ももう驚おどろかない。

「今はカリナンの王おう笏しやくも王おう冠かんも使えない。代わりに使ってくれるか？　ほら、デュセルはアルケミストのことを気に入っていたみたいだし……」

　きのうデュセルがアルケミストを放っておけなかったのは、おそらく亡なき弟の姿を重ねていたためだ。しかし弟扱あつかいしていた相手が、まさかブランの七歳のころの姿だったとは、さすがに彼女も予想だにしなかっただろう。

「だからまあ、気休めになればと思ってだな……」

　デュセルは受け取った魔石を愛いとしげに握り締しめる。

「ふーん、ありがと。大事にするね」

「いや貸しただけだからな!?」

　慌あわてふためくブランを尻しり目めに、デュセルは片手をブランと繫つないだまま、もう片方の手で魔石を門へとかざした。未いまだに大量の魔力を内包し続けている地獄の門に対し、ブランも七支刀を掲かかげる。

　そうして──

『我らが聖句よホーカス・、ともに響けポーカス』

　ふたりは『青生生魂ブルーオリハルコン』と『青金剛石ブルーダイヤモンド』の魔力を共鳴させて呪文詠唱を重ね合わせ、物理崩壊の魔力を相そう殺さいしていく。どす黒く染まっていた魔力の渦は、少しずつ光の粒りゆう子しと化し、暗雲が晴れて澄すみ渡った青空へと消えていった。

　ブランとデュセルによる大魔術ユニゾン。

　その光景を、モリガンはふたりの傍かたわらで、ステラはウィッチの腕うでの中でまどろむように青い瞳ひとみをまばたきさせながら、そしてアンジェは瓦礫の上で気け怠だるそうに四し肢しを投げ出したまま、三者三様の面おも持もちで見上げている。

「憎にくたらしい青空だよ、まったく……」

　スケアクロウの一撃を受けて気絶している間に計画が失敗に終わったことを悟さとり、アンジェは悔くやしげにゆっくりと上体を起こした。

　今まで経験した死に方の中では「Ａ」を超えて「Ｓ」ランクにしたくなるくらいの胸の痛みを感じながら、彼女は寄り添いあったブランとデュセルを睨にらみつける。

　ふたりの大魔術ユニゾンは今も続いている。

　が、不思議と邪じや魔まをする気は起きなかった。

「まさか、私の計画が完かん膚ぷなきまでに破は壊かいされるなんて──」

　そこでようやく、アンジェは思い出した。

　自らの胸を苦しめるこの脈動が痛みによるものではなく、高鳴りであると──もう長い間、ずっと忘れてしまっていた感覚だ。

　彼女は傍らに佇たたずむスケアクロウを見上げ、その『青生生魂ブルーオリハルコン』の瞳ひとみ越ごしに、ブランへとほほえみかける。

「──半世紀ぶりに、ドキドキした」

　常にミステリアスだったアンジェの面持ちからは想像もできない、年とし頃ごろの少女の花を咲さかせたような、可か憐れんなほほえみ。

　しかし、彼女が千年に一度の微び笑しようを見せたのは、僅かに一瞬。

　口元の笑みはすぐさま悪女のそれへと変わる。

「だから……七詠唱セブンキヤストがこの世界にいる間は、あともうしばらくは生きていてもいいかなと思うことにするよ……。なにせ千年かけてようやく出で逢あえた、同じオリハルコン位階の対等な遊び相手だからね……」

　そう言い残し、『緋緋色金レツドオリハルコン』の瞳を次なる機会への期待に輝かせ──

　不老不死の大だい魔ま術じゆつ師しは、これ以上この場所に悪役が留とどまるのは無ぶ粋すいだと言わんばかりに、ＡＢＲＡアブラＣＡＤＡＢＲＡカダブラと唱えて姿を消したのだった。
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　物理崩壊騒そう動どうから一夜明け、ウエノ学園は何事もなかったかのように平常授業を始めた。

　しかし、そんなことが可能だろうか。

　原因不明の怪かい異い現象に対し、全校生徒や教職員の避ひ難なんが間に合ったのはいいが、その直後になぜか全すべての学館が消しよう滅めつし、あっという間に瓦が礫れきの山と化したはず。

　事故調査委員会の報告によると、現場を目撃した生徒会副会長より「学館がいきなり光ったと思ったら、なぜか船になって、地上に激げき突とつして木こつ端ぱ微み塵じんだ！」との証言があったそうだが、信しん憑ぴよう性せいに欠けるポンコツな内容だったとして受理されなかった。

　だが、同委員会が学園の敷しき地ちを封ふう印いんすべきかどうか迷っていた一晩のうちに、撤てつ去きよ予定だった瓦礫の山が瞬時に消えて、代わりに全ての学館が復元されたのだ。これまた金欠で野宿中だった同女学生から「中庭に巨きよ大だいな錬れん成せい陣じんが──」などという証言があったのだが、やはり却きやつ下かされた。

　ともかく学館が元通りになったので、ウエノ学園はすぐにも再開と相成った。地じ獄ごくの門だけは、人知れず委員会の手により厳重に空間隔かく離り封ふう印いんされはしたが。

　魔法世界の中心たる新天地アルテナでは、凶きよう悪あくな魔術犯罪、魔ま獣じゆうの跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こ、神秘の超ちよう常じよう現象と、魔術にまつわる不思議な事こと柄がらは毎日のように起きている。不可解だからといって足あし踏ぶみをしているようでは、魔術の探究など進むはずがない。

「──そんなわけで、学園はすでに元通りだ。デュセルが気に病やむ必要はない」

　もちろん、たった一晩で完全復帰とはいかなかった者もいる。

　魔力が枯こ渇かつする寸前まで追いつめられたデュセルや、禁きん呪じゆの影えい響きようにより意識を失ってしまったステラは、学園近くの病院に入院する羽目になっていた。

　ブランは見み舞まいがてら学館の現状を報告し、今はデュセルのベッドの横に椅い子すを引っ張り出して腰こし掛かけている。

「ふーん。良かった。ＭＩ７のみんなは？」

「病室の外で、先せん輩ぱいのところのＣＩＡと睨み合ってる」

　隣となりベッドのステラも昨夜に一度意識を取り戻もどしており、今は眠ねむっているだけに過ぎない。彼女の寝ね顔がおを見つめ、ブランはやれやれとばかりに肩かたをすくめた。

「……よくそんな状じよう況きようで病室に入って来られたわね」

「そりゃあ、おれを誰だれだと思ってる？」

「そうだったわね。アルテナが誇ほこる魔術秘密結社の、魔術王さまだったわ」

　デュセルは、今まで正体を秘していたブランの顔を少し憎にく々にくしげに眺ながめた。

「ねえ、良かったら詳くわしく聞かせてくれない？　どうせもう全部バレちゃったようなものでしょ。七詠唱セブンキヤストの秘密、知っておきたいの、友だちだから」

「あいよ。ただしおれも、友だちの事情について本人の口から聞いておきたい」

「それは──」

「頼たのむ」

　そう頼み込んだブランは、デュセルの傍らのカリナンの王笏と王冠へと視線を注ぐ。どうして呪われた聖遺物が彼女のもとに届けられたのか。

　スケアクロウやウィッチ、ワイズマンを始めとした分身シヤドウについての秘密を明かした後、ブランはデュセルの口から真相を聞き出した。

　父のこと。ふたりの姉のこと。ルーヴルのこと。アルビオンのこと。

　そして、今は亡き母と、生まれてくるはずだった弟のこと。

　最後に、十年間幽ゆう閉へいされてきた、デュセル自身の全て。

「だからたぶん、父上の目的は、ルーヴルの最大の懸け念ねんを取り除くこと、なんだと思う。つまり、新天地アルテナと、そして第三王女のあたしを──」

　不老不死の大魔術師が手を引いたところで、彼女の問題はなにも解決していない。

　ブランは無言で、語り終えたデュセルの手を優しく握にぎる。

「ごめんね。あたしみたいな疫やく病びよう神がみが来たせいで、ブランやアルテナに迷めい惑わくかけちゃって。あはは……自分でもほんと、呪われてるなって思っちゃいそう」

　得意の強がりを口にしようとして、しかしその言葉は強がりにさえなっていなかった。デュセルが僅わずかに唇くちびるを嚙かんだ瞬間を、ブランは決して見み逃のがさなかった。

「──さて。魔術で外の連中を騙だましておくのにも限度があるからな」

　何気なく呟つぶやいて、ブランはデュセルから手を離はなす。

　デュセルは一瞬寂さびしげに俯うつむいたが、やがて小さく頷うなずいた。

「そ……そーね。うん、長く引き留めておくのも悪いし……」

「ああ。ステラ先輩が目覚めたら、よろしく言っておいてくれ」

　すやすやと眠るステラを一いち瞥べつし、ブランは背中を向けた。

　なんとなく気がかりになって、デュセルはその背に声をかける。

「ブラン？　どこか行くつもりなの？」

「ちょっとそこまで」

　と、ブランはいつもの軽い調子で呟いた。
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　新天地アルテナを取り巻く三大国のひとつ、ルーヴル王国。

　王都パリに存在するルーヴル宮きゆう殿でんの玉座の間に、国王と、その娘むすめの第一王女エトワールと第二王女エスポワールが揃そろっている。

　密命を受けて新天地アルテナへと向かったデュセルの姿だけが、欠けたままだった。

「──で、結末はどうなった？」

　ルーヴル王が開口一番、厳おごそかに語りかけた。

　アルテナで起こった物理崩壊騒動が終わり、二日が過ぎている。呪のろわれた王おう冠かんをデュセルへ送り届けさせたルーヴル王は、その結果に気をはやらせているようだった。

　対して王女姉妹は、高貴な顔立ちに似合わぬ底意地の悪い笑えみを浮うかべる。

「デュセルはしくじりましたわ、お父様」

「──しくじったということは、消えたのか？　アルテナや、それに……」

「確かにデュセルは失敗いたしましたが、残念ながらそういう意味ではありませんの。しくじったというのはつまり、全て消えなかった、ということですわ」

「ＭＩ７からの報告では、二日前に起きた魔力暴走はアルテナの秘密結社らしき第三者の介かい入にゆうによって阻そ止しされ、デュセルもアルテナも健在。愚ぐ妹まいは魔力の一時的な欠けつ乏ぼうで病院に運ばれ、今は療りよう養よう中だとか」

　エトワールとエスポワールが、交こう互ごに言葉を紡つむぐ。

「つまり、アルビオン女王の形見を手放しながら、余の頭を悩なやませているアルテナの問題もデュセルのことも、なにも解決できなかったということか」

　ルーヴル王は王冠の下の苦く悩のうの顔を一層歪ゆがめ、深々とため息を吐はき出した。

「もうよいわ。お前たちも下がれ」

　玉座に座ったまま、ルーヴル王は煩わずらわしげに頭上を仰あおぐ。

　父とはいえ国王にそう言われては、王女の身では退席するしかない。エトワールとエスポワールは優ゆう雅がに一礼すると、揃って玉座の間を後にする。

「……お父様、不ふ機き嫌げんでしたわね」

「そうですわね、そのとおりですわね、お姉様」

「もう、なんのためにカリナンの王冠を返してやったのだか」

「あの忌いま々いましい呪われたブルーダイヤを葬ほうむる最大の好機でしたのに」

　父王の前を離れた途と端たん、王女姉妹はあからさまに悪態をついていた。

　きらびやかに着き飾かざったドレスの裾すそを蹴け飛とばす勢いで、姉妹はぶつくさと文句を言いながら廊ろう下かを進む。廊下から覗のぞく宮殿の外は、煌こう々こうとした月夜だ。

　エッフェル塔とうが指す先に輝かがやく満月が、静けさに包まれた王都を照らしている。

　──と。

　道すがら夜空を見上げていたエトワールとエスポワールは、月明かりの中に、無粋な航空機の姿を目にした。

　魔力を帯びた瞳ひとみで遠視したところ、ＭＩ７の輸送ヘリだと見て取れた。

「あれはデュセルの部下ですわね。まったく、躾しつけがなっていない──」

　エトワールが苛いら立だたしげに文句を口にした、その瞬しゆん間かん。

　突とつ如じよとしてルーヴル宮殿全域に、魔術通信による緊きん急きゆう警報が鳴り響ひびき始めた。

「なにごとですの！」

　慌あわてふためくエスポワールは、すぐさま手近な兵士を呼びつける。

「第二王女殿でん下か。上空のＭＩ７機が通信に応じないため、警報を鳴らしたようです」

「そんな無礼者、さっさと撃げき墜ついしてしまいなさいな！」

「お待ちなさい。ということは、ＭＩ７ではなく敵国の魔術師かもしれませんわ」

　騒さわぐ妹を尻しり目めに、エトワールの遠視眼がヘリの異常を捉とらえる。

「今、なにかが青く光った……？」

　夜空を睨にらみ、エトワールが唸うなる。決して星の光の類たぐいではなかった。

　視みえたのは上空のヘリから飛び立った黒い影かげ。翼つばさを広げるように魔術ローブで風を切り、パラシュートもなしに真っ逆さまにルーヴル宮殿めがけて落下を始めた。

　闇やみ夜よの空に舞まうその姿は、まるで凶きよう兆ちようを告げるワタリガラスのよう──

「監かん視し班より通信！　敵てき影えい、七！」

　直後、新たな兵士の声が廊下に響いた。

　宮殿中が騒そう然ぜんとなる中、エスポワールがせせら笑いを浮かべる。

「たった七人ですの？　メトロポリタン？　それともエルミタージュ？　どちらにせよ、その程度の人数でルーヴル王国の中ちゆう枢すうに攻せめ入ろうだなんて、とんだ愚おろか者ですわ」

　しかし、エトワールは笑い飛ばせなかった。

　デュセルほどではないが、エトワールもまた高い魔力を有していた。幼いころから末の妹の『青金剛石ブルーダイヤモンド』と絶えず比べられてきたからこそ、彼女は醜みにくい嫉しつ妬との魔物に育ってしまったのだから。

　それゆえに視えてしまった。

　七つの敵影──その全てが、妹をも凌りよう駕がするオリハルコン位階の魔術師であると。




　黒き七つの影は、轟ごう音おんとともにルーヴル宮殿の中央庭園に降り立った。

　減速なしの急速落下および激げき突とつ同然の着地。にもかかわらず『完全物理耐たい性せい』附ふ与よの魔術ローブを纏まとった彼らの肉体は、衝しよう撃げきのダメージを一いつ切さい受けていない。

　しかし足場のほうはそうはいかなかった。大量の土ど砂しややアスファルト片が空に舞い上がり、土つち埃ぼこりとなって正体不明の七人の強きよう襲しゆう者たちの姿を隠かくす。

　着地と同時に包囲しようと目もく論ろんでいたルーヴルの国家魔術師たちは、そのせいで敵影を見失う──と、その瞬間。

　もうもうと立ち込める土埃を高速で突き抜ぬけて現れる、ひとつの影。

「我が身は加速する！」

　漆しつ黒こくのローブを翻ひるがえし、短い呪じゆ文もん詠えい唱しようとともに疾しつ駆くする。

　次の瞬間には、庭園に配備されていた全すべての国家魔術師が、腹部に高速の拳こぶしを受けてほぼ同時に昏こん倒とうした。

　時間差はどれも全てコンマ数秒以内。一いち撃げきで戦せん闘とう不能に陥おちいった兵士の数は、十数人。

　地に倒たおれ伏ふした兵士たちの中央で、彼らを瞬しゆん殺さつした黒くろ髪かみ黒目の少年が、軽い調子で指を鳴らしていた。

　ローブの下は、あろうことか学生服姿。ただの学生が、格かく闘とう術と加速魔術のみで、戦闘訓練を積んだルーヴル生はえ抜きの国家魔術師部隊を一いつ蹴しゆうしたのだ。

　少年は、宮殿内から続々と現れる増ぞう援えんを横目に、ズレたメガネをかけ直す。

「近接格闘型分身シヤドウ、草薙剣の『案山子スケアクロウ』」




　一方、同じく中央庭園にそびえ立つ、ガラスのピラミッド。

　ルーヴル宮殿各所の重要施し設せつを保護する魔術結界は、この透とう明めいな四し角かく錐すいを発動体として起動されていた。結界の仕組みを見み抜ぬいたのは、黒衣を纏った七人の侵しん入にゆう者のひとり、魔ま力りよく探知と索さく敵てきの魔術を駆く使しするサングラスのロマンスグレーだ。

　その姿を前に、ひとりの老人が息を吞のむ。

　老人は結界を守護するルーヴルの国家魔術師で、三大国の共同魔術学会でも高い地位を占しめる賢けん者じやであった。

　彼は、目の前に現れた白はく髪はつのロマンスグレーへと猛もう然ぜんと食って掛かかる。

「そのサングラスには見覚えがあるぞ！　一昨年おととしの学会で、このわしがしたためた論文を論破し、あろうことか学説を覆くつがえしおった、にっくきアルテナの老教授──」

「は？　お前のことなんぞ憶おぼえてねえよ」

　老教授と呼ばれた男は持ち前の剛ごう腕わんでルーヴルの賢者を殴なぐり飛ばし、そのままガラスのピラミッドを粉ふん砕さいした。

「では諸君、講義を始めよう」

　どこか得意げにサングラスを外し、口くち髭ひげと顎あご鬚ひげをさすりながら、老教授は消えゆく結界をその鋭するどい眼光で飄ひよう々ひようと眺ながめる。

「広域探索型分身シヤドウ、篆隷万象名義の『大賢者ワイズマン』」




　魔術結界が破は壊かいされたことで、侵入者たちは宮殿内に足を踏ふみ入れた。

　中央入り口から歩を進めているのは、黒衣を纏った七名の中でもひときわ黒い、黒ずくめの青年だ。見かけは二十代前半、恐おそるべき『緋緋色金レツドオリハルコン』の瞳の持ち主で、その両りよう腕うでに二丁のプラチナミスリル製の魔ま銃じゆうを携たずさえている。

　彼の行く手を遮さえぎるのは、船の台座の上で天使の翼を広げた、首と両腕を失った女神像。高位聖遺物『サモトラケのニケ』だ。

　勝利の女神たるニケ像は、中央階段の広大な踊おどり場に設置され、高い天窓からスポットライトのように降り注ぐ荘そう厳ごんな月明かりを一身に浴び、附与魔術エンチヤントされた自動迎げい撃げき魔術を解き放つ瞬間を待ち侘わびていた。

　しかし青年は二丁魔銃を手に、迎撃の範はん囲い外がいから女神像を狙ねらう。

「我が雷のままアブラハに消え去れダブラ」

　大魔術師からラーニングされた禁きん呪じゆがニケ像を襲おそい、蹂じゆう躙りんした。耳をつんざく雷らい鳴めいに似た銃じゆう声せい音から一転、中央階段を静せい寂じやくが包み込む。

　その中を、青年は悠ゆう然ぜんと一段ずつ上がっていく。途と中ちゆう、役目を終えた魔ま弾だんの薬やつ莢きようが段差をからんからんと転げ落ちる。かくして女神像の必勝の祝福は地に堕おち、月明かりの下で漆黒の勝利者が女神の失われた首元に静かな呟つぶやきを残す。

「禁呪搭載型分身シヤドウ、八咫鏡の『黒魔導師ウオーロツク』」




　ルーヴル宮きゆう殿でんに存在する、ニケ像と並ぶもうひとつの女神像。

　高位聖遺物『ミロのヴィーナス』。しかし、美の女神が鎮ちん座ざする宮殿のシュリー区画の一角で、今、その美しさに見み惚とれる者は誰だれひとりとしていなかった。

　宮殿襲しゆう撃げきに際し女神像の魔力を頼たよってこの場に集まった有力貴族たち──彼らの熱い視線を集めているのは、まるで不思議の国のチェシャ猫ねこのように誰にも悟さとられることなく突とつ然ぜんこの場に現れた、銀髪ツインテールの黒服メイド少女。

　貴族たちの青い瞳は、熱を帯びて一心不乱にそのメイドへと向けられていた。

「超ちよう絶ぜつかわいいよー！」

「世界一かわいいよー！」

　腑ふ抜ぬけにされた貴族たちは、焦しよう点てんの合わぬ魅み了りようされた目つきのまま、口々に少女をほめたたえる。まさに、傾けい国こくの美女に誑たぶらかされた旧きゆう暦れきの権力者たちの再現図だ。

　銀髪メイドはスカートの端はしを摘つまんで可愛らしくお辞じ儀ぎをするとともに、魔ま性しようの笑えみを浮かべた。

「魔術に長たけたルーヴル名門貴族のみなさまといえども、九きゆう尾び狐ぎつねの妖力と魅み力りよくと、そしてこの美び貌ぼうの前には、やっぱり勝てなかったみたいですねぇ」

　同時にメイドの頭にキツネの耳が、スカートの中からキツネの尻尾しつぽが、揃そろってピョコンと姿を現す。そうして彼女は、誰の注目も集められない哀あわれなヴィーナス像へと目を向け、勝ち誇ほこるようにほくそ笑む。

「隠密潜入型分身シヤドウ、殺生石の『魔女ウイツチ』」




　宮殿のドゥノン区画。

　第二王女エスポワールは状じよう況きようが不利と悟るや否いなや、普ふ段だんは腰こし巾ぎん着ちやくのように引っ付いている姉のもとから逃にげ出し、自分の身は自分で守ろうと考えた。

　彼女が白羽の矢を立てたのは、高位聖遺物『ダ・ヴィンチのモナ・リザ』だ。

　目当ての肖しよう像ぞう画がが存在するドゥノン区画の一室へと、転がり込むように飛び込むエスポワール。しかし彼女より早く、絵画の傍かたわらに佇たたずむ先客の姿があった。

「ど、どちら様ですの？」

　それは、場ば違ちがいなほどに小さな男の子だった。

　警けい戒かい心の薄うすれたエスポワールは目を丸くする。彼女はまず、少年が手にしたチョークに眉まゆをひそめ、次いで、モナ・リザの画に大きく上書きされたラクガキにようやく気づく。

「いやあああああ!?　ルーヴルの至宝になんてことをおおおおおおお!?」

「だってこの絵、なんか学校の怪かい談だんみたいで不気味じゃん」

　絶ぜつ叫きようするエスポワールに対し、少年は悪童じみた笑みを浮うかべる。

　途と端たん、モナ・リザの上に描えがかれた錬れん成せい陣じんが発動する。絵画を中心に周囲の壁かべや床ゆかを分解し再構成して現れたのは、まさしく怪談じみた巨きよ大だいなモナ・リザの怪物だ。

　大口を開けて迫せまるモナ・リザを前に、エスポワールは悲鳴を上げて腰こしを抜かし、無様な四つん這ばいで逃げ出す。

　少年はその有様を見物しながら、得意げにチョークを軽く放り投げた。

「万能支援型分身シヤドウ、辰砂石の『錬金術師アルケミスト』」




　モナ・リザの怪物に追われた第二王女は、玉座の間の門前へと逃げ込んだ。

　泣きべそをかきながらも彼女は門前に佇む姉の姿を見つけ、助けを求めて飛び付いた。

「お姉様！　お助けになってくださいまし！」

　姉の腰にしがみつき、妹は大きな瞳ひとみを潤うるませて媚こびた声を出す。

　が、姉からの反応はない。エスポワールは不思議そうに姉の顔を覗のぞき込む。

　そこに浮かんでいたのは、敗北者の表情だ。第一王女エトワールは冷や汗あせを滲にじませ、恐きよう怖ふと畏い怖ふに彩いろどられた眼まな差ざしをある一点に向けている。

　しかし、その先にいるのは、たったひとりの幼女でしかない。

　モリガン・ブラックバーン。

　見た目は小こ柄がらな九歳児。彼女は黒髪を夜風になびかせ、ゴシックロリータ調の黒い魔術ローブを身に纏まとい、『青生生魂ブルーオリハルコン』の左目を不気味に輝かがやかせていた。

「ひっ……」

　その瞳に気づき、エトワールの腰にしがみついたエスポワールも悲鳴をこぼした。

「──おねえちゃんね、あなたたちに聞きたいことがあるんだ」

　あどけない声とともに、モリガンは小首を傾かしげる。

「デュセルちゃんのことは、ブランくんから色々と聞かせてもらったよ？　弟が生まれる前に死んじゃうなんて──おねえちゃんになれないなんて、女の子にとって世界で一番つらい苦しみだよね。おねえちゃんがデュセルちゃんと同じ立場で、ブランくんに会えなかったら……なんて、考えただけで死んじゃいそう」

　うるうると涙なみだぐむモリガン。だが次の瞬しゆん間かん、第一王女と第二王女に向けられたその瞳が、身み震ぶるいするほどに冷え切った。

「ねえ。デュセルちゃんをそんな目にあわせたのは、あなたたち？　あなたたちが、デュセルちゃんのおかあさんと弟くんを殺したのかな？」

　モリガンが見せた、明らかな殺意。もとより腰を抜かしていたエスポワールはもちろん、なんとか毅き然ぜんと立ち向かおうとしていたエトワールさえ、恐怖にあてられて崩くずれ落ちる。

　だが、尻しりもちをついて後ずさる王女姉妹を追いつめるように、モリガンは小さな歩ほ幅はばで一歩ずつ近づいていく。

「ち、違いますわ！」

　緊きん張ちように耐たえ切れず先に声を上げたのは、第二王女のエスポワール。

「アルビオン女王陛下を亡なき者にしたのは、我われ々われ姉妹でもお父様でもありません！　諜ちよう報ほう機関を総動員しておりますが、今もまだ暗殺者の正体は分からずじまいで──ふう」

　死への恐怖からだろう。饒じよう舌ぜつになったエスポワールは、歯の根があわない様子で弁明をまくし立て、最後には気絶してしまった。

「……この子の言うとおりですわ。女王陛下の身に起こったことは、我々にとっても他ひ人と事ごとではありません。次は我が身かもしれませんもの」

　無様な妹の言葉を引き継つぐように、第一王女エトワールは今まで固くつぐんでいた口を開けた。唇くちびるを開いた瞬間、恐怖のタガが外れた気がしたが、もう遅おそい。

「そうなんだ。だったら、おねえちゃんの早とちりだったね」

　姉妹の言葉が噓うそではないと容易たやすく見抜いたのか、途端にモリガンは殺意を搔かき消した。周囲の空気が弛し緩かんし、威い圧あつ感かんも消え去る。

　エトワールは屈くつ辱じよくに身を捩よじらせたが、この場は命拾いしたという安あん堵ど感かんが勝った。

　──だが。

「だけど、あなたたちがデュセルちゃんをひどい目にあわせてきたのは事実だよね？」

　再び向けられる、あまりにも巨大な魔力の重圧。

　安心してしまっていた第一王女はもちろん、気を失っていた第二王女さえ目を覚まし、再び恐怖に震ふるえあがる。

「姉たる者、弟や妹には無む償しようの愛を惜おしみなく捧ささげないといけないんだよ？」

　モリガンの呟きは、無む邪じや気きでいて、しかしそれでいて有う無むを言わせない。

　最も早はや、王女姉妹は悲鳴さえ上げられなかった。

「あなたたちが仲良くしてあげてれば、デュセルちゃんが弟くんに会えなかった寂さびしさを三人で分かち合えていたんじゃないかな？　だよね？　そんなことも分からないだなんて──良き姉とはどうあるべきか、おねえちゃんが躾しつけてあげないと」

　ふたりに出来たことといえば、鴉モのリ女ガ王ンを前にただひれ伏ふすのみ。

「あ、貴女あなた様のお名前は……？」

　首輪で繫つながれたように従順になった王女姉妹に対し、震えあがる彼女らの目の前に屈かがみこんで、モリガンはにっこりとほほえんだ。

「全知全能型分身シヤドウ、八尺瓊勾玉の『女王クイーン』」




　そして最後に、七人目の黒衣の魔術師。その姿は玉座の間にあった。

　ルーヴル王を守る護衛の国家魔術師は誰ひとりとして残っていない。その全すべてが、六体の分身シヤドウたちによってことごとく撃げき破はされてしまっていた。

　ゆえに、玉座に座るルーヴル王は、独りきりで侵しん入にゆう者たちのリーダーに立ち向かわなければならなかった。

「──あってはならぬ。たった七人の魔術師に、このルーヴル宮殿が制圧されるなど、そんな不始末はあってはならぬのだ！」

　ルーヴル王は、幅はば広びろの刀身を持つ剣けんを手に、威い厳げんある口調で叫さけぶ。

「余が携えしこの剣は、ルーヴルの王権象しよう徴ちようたる玉璽レガリア級聖遺物『ジュワユーズ』、伝説の聖剣なのだ！　どこの馬の骨とも知れぬ魔術師風ふ情ぜいが──」

　重々しい口上を垂れていたが、彼は己おのれの台詞せりふを最後まで言い終えることは出来なかった。台詞の途中で、彼の言う馬の骨の魔力によって吹ふき飛ばされたのだ。

　玉座から転げ落ち、ご大層な聖剣さえ手放して、ルーヴル王は無様に倒たおれ込む。屈辱に歯ぎしりをこぼしながら、彼は自分を見下ろす少年の顔を見上げた。

　ひとの悪い笑みを浮かべた、なんの威厳もない若き魔術師。

　だが、その右目は確かに『青生生魂ブルーオリハルコン』の輝きを秘めていた。

　ブランドン・ブラックバーン──七詠唱セブンキヤストを率い、たったの七人でルーヴル王国の中ちゆう枢すうを強きよう襲しゆう、そして今こうして国王を跪ひざまずかせている男の名前だ。

「余にこんなことをしでかして、ただで済むと──」

「めっちゃ思ってるけど、それがどうかしたか？」

　憤ふん慨がいするルーヴル王の不健康な顔を眺ながめながら、軽けい薄はくに即そく答とうするブラン。

「おれは別にな、お前ら三大国のトップが世界の覇は権けんをめぐって争おうが、どうでもいいんだよ。なにせひきこもりだからな。お外の政治なんかに興味はねえし」

　そうしてブランは、気安くルーヴル王の肩かたをぽんぽんと叩たたく。

「だけど、おれの庭でまで戦争したいって言うんなら話は別だ」

　だがその直後、問答無用で王の襟えり首くびを摑つかんだ。

「貴様、いったいなにを言って……」

「お偉えらい王様には勿もつ体たいつけた言い方じゃないと分からなかったか？　三大国で二等賞を競いたいのなら、おれの目の届かないところでやれって言ったんだよ」

　──二等賞。

　その言葉にルーヴル王は絶句する。不ふ遜そんな少年の言わんとしている意味を理解して。

　一等賞は、魔法世界に君臨する最も偉い大だいな王の座は、すでに自分のものなのだと。そうこの男は言っているのだ。

「今度またアルテナにちょっかいをかけたら、そのときは本当にルーヴルを滅ほろぼす。忘れるなよ。身の程を弁わきまえるなら、おれもアルテナにひきこもったままでいられる」

　そう言って、ブランは手を離はなした。

　どさりと落ちて、無様に地べたに這はいつくばるルーヴル王。

「ふ、ふざけるな……女王に先立たれて以降、揺ゆれるこの国を盤ばん石じやくにするため余は心を鬼おににしてきたのだ。それを貴様のような若造相手に屈くつしろと？　余がどれほどの想おもいでルーヴルを強国たらしめんとしてきたか、分かってたまるものか！」

「てめえみたいなオッサンの気持ちなんか分かりたくもねえよ。だけどな──てめえの娘むすめの気持ちなら、クソ親父おやじなんかよりよっぽど分かっているつもりだ」

　そこで一いつ旦たん言葉を切って、ブランはデュセルの顔を思い浮かべる。父や姉の策さく謀ぼうにより命を落としかけ、今も病室で眠ねむっている少女。生まれて初めての、大切な友人──

　途端、怒いかりが爆ばく発はつした。

「まず、これはデュセルの分!!」

　渾こん身しんの右ストレートを、ブランは眼前の男の顔面に叩きこむ。

　まともに直ちよく撃げきを喰くらい、吹っ飛ぶルーヴル王。

「そしてこれもデュセルの分!!」

　ブランの背後から超ちよう高速で駆かけ抜ぬけてきた『案山子スケアクロウ』が吹き飛んだルーヴル王に軽々と追いつき、その顔面にさらなる追撃の拳こぶしを叩きこむ。

「これも、これもデュセルの!!」

　次いで、左右の壁を突つき破やぶって現れた『大賢者ワイズマン』と『黒魔導師ウオーロツク』の拳が炸さく裂れつ。

「これも、これも、これも!!」

　とどめのダメ押しとばかりに天てん井じようを蹴けり破って登場した『魔女ウイツチ』や『錬金術師アルケミスト』そして『女王クイーン』のモリガンの拳までもが突き刺ささる。

「──全部まとめて、デュセルの気持ちの代弁だ」

　黒衣を翻ひるがえし、ブランは最後にそう呟つぶやいた。

　七詠唱セブンキヤスト全員の鉄てつ拳けん制裁をまともに喰らったルーヴル王は、ズタボロになった雑ぞう巾きんのような有様で床に打ち捨てられる。

　気絶し再起不能となったルーヴル王に一いち瞥べつすらくれず、ブランは分身シヤドウたちを率いて玉座の間を後にする。門前には、いかなる調教を施ほどこされたのか、すっかりモリガンに隷れい属ぞくしてしまった第一王女エトワールと第二王女エスポワールの姿があった。

　王女姉妹は床にへたり込んだまま、すがりつくようにブランへと問いかける。

「あの……貴方あなた様はいったい……？」

「おれか？　おれはセブンキャストの──」

　ブランはその場で軽く首を捻ひねり、そして、不敵な面おも持もちで口を開いた。

「ひきこもウイズドローアル・り魔術王ウイザードロードだ」








終章　脱だつひきこもり魔ま術じゆつ王おう









　暗がりに包まれた大広間で、不老不死の大魔術師はひとりでチェスに興じていた。

　自じ陣じんの駒こまはクラシックなデザインのチェス駒だが、しかし色は全て紅ルージユ。

　一方、盤ばんを挟はさんで無人の対陣には、青ブルーの駒が並べられている。

　それら群ぐん青じよう色の駒は、キングとクイーンを除き、本来のチェス駒とは違う奇き妙みようなデザインで造られていた。

「やっぱり……ブラン君と対等な遊ゆう戯ぎを始めようと思ったら、私もそれなりの手駒を揃そろえないといけないようだね……」

　自陣の真しん紅くの駒を指で、七詠唱セブンキヤストを象かたどった対陣の青駒を魔力で動かしながら、アンジェはミステリアスな目つきで盤上の行方ゆくえを眺めている。

　敗北を喫きつし、本ほん拠きよ地ちである帝国エルミタージユへと帰き還かんしたアンジェ。

　彼女が住まう帝てい都とサンクトペテルブルグの宮きゆう殿でん群にも、数日前に起きたルーヴル宮殿での騒さわぎの知らせは届いていた。

　アルテナの王を名乗る男とその配下たる魔術秘密結社が、たった七人、たった一夜で、三大国の一角を落とし、ルーヴルの国王を再起不能にした──と。

「フフッ……どうやら彼は、また私をドキドキさせるようなことを仕出かしてくれそうだ……だってブラン君は私と同じ、『魔法』の詠唱資格者なのだからね……」

　不意にアンジェはほほえみ、傍かたわらに置かれた資料に目を通し直した。

　エルミタージュの初代皇こう帝ていによりＫＧＢと名づけられた帝国の諜ちよう報ほう機関。

　アンジェの手にした資料は、彼女の命令でアルテナに潜せん伏ぷく中のＫＧＢ諜報員たちが調べ上げた、ブランの過去にまつわる報告書だ。

「ひとの手では再現不可能とされている奇き跡せき。私の『不老不死』を始め、『新世界創造』『異世界転生』『死者の復元』『時間の逆行』『神の召しよう喚かん』──そしてブラン君が十年前にお姉さんを救ったという『魂たましいの定着』……合わせて七つ」

　幼いブランが姉の魂と神器を用い、オリハルコン位階の片目を放ほう棄きして成し遂とげた奇跡。それもまた、魔術師たちが目指す七つの最終到とう達たつ領域のひとつだった。

「かつて私のような古い魔術師たちはね……これら、不可能の可能を目指した七しち芒ぼう星せいを象徴する七つの魔法を総じて──『セブンキャスト』と呼んでいたんだよ……」

　アンジェは対陣に位置する青ブルーのキングを指で摘つまんで持ち上げ、席を立つ。

　彼女が腰こしを落ち着けていたのは、玉座だ。

　城外から聞こえる喧けん騒そうを耳に、アンジェは艶えん然ぜんとほほえむ。

　今、サンクトペテルブルグでは大々的な祝祭が催もよおされていた。十年間も玉座や政治から離れて行方をくらませていた女帝が、久しぶりにその姿を帝民の前に見せたからだ。

　七十年前の大異変で混迷を極めたエルミタージュの地を、遊び半分に平定して帝政を敷しいた初代皇帝。

　帝民たちは、初代皇帝が七十年もの間、帝位を退くことなく君臨し続けていると信じている。そして、彼女の肉体は不老不死で、その見かけは七十年前からまったく変わらず、十代の美少女のままなのだとも。

　噂うわさは紛まぎれもない事実だ。かの初代皇帝──今なお玉座に君臨する女帝の名は、大魔術師アンジェラ・アンブロシアというのだから。







　昼休みのウエノ学園にて。

「ど、どうしましょう～～～～～」

　生徒会長でありメトロポリタンの大統領令れい嬢じようでもあるステラ・スティングレイ。

　彼女は父から届いた手紙を手に、思わずそう叫さけんでいた。

「どうしたのですか会長。やはり退院したばかりで、お体に不調が？」

　その隣となりに付き添そい身を案じる、昼食用の大量のトウモロコシを抱かかえた副会長。

「そ、そういうわけではないんです。もうすっかり健康です」

　つい最近まで入院していたステラだが、自分が洗脳されていた間の記き憶おくは残っていなかったようだ。表向きは、学園で気絶しているところをブランに発見され、病院へと搬はん送そうされたことになっている。

「そうではなくてですね、どうしていいか分からないのは、この手紙の件なんです」

「申し訳ありません！　メトロポリタン語は読めませんゆえ！」

「こちらこそごめんあそばせ。口で説明したほうが早いですね、ほら、三者面談のお知らせについてなんですけれど……」

　そこまで口にして、再びステラは憂ゆう鬱うつそうにため息をこぼす。

「パパが、ぜひとも面談に出席すると。しかもですね……」

　そこから先は、さすがに部外者の副会長には聞かせられない。

　表向きは、ひとり娘の三者面談に出席するという父親としての名目だ。しかしその裏、ステラがエージェントとして大統領から命じられた任務とは──

（この機会にアルテナの魔術王との会見準備を済ませておけだなんて……）

　先日のルーヴル宮きゆう殿でん強きよう襲しゆうの一件が合衆国にも大きな影えい響きようを与あたえたのは間ま違ちがいない。だが、未いまだ謎なぞとされている人物にアポなど取れるわけがなかった。

「わたくし、どうしたらいいのかしら……」

　頰ほおに手を添え、ステラは困り顔で小さくため息をこぼす。

　と、そんな彼女の瞳ひとみに、談笑する一組の男女──ブランドン・ブラックバーンとデュセル・デュランダルの姿が映った。

　ステラが耳にした情報によれば、アルテナに介かい入にゆうしたルーヴルに対し七詠唱セブンキヤストの報復が行われた結果、国王は引退同然の体ていで心神喪そう失しつ状態にあるという。

　現在は第一王女エトワールが国王代行を務め、失った権けん威いを回復すべく、まずはアルビオンの自治独立を認めたらしい。再び十年前に立ち返り、ルーヴルとアルビオン両国の同盟による国力強化政策を打ち立てるつもりなのだ。

　数名の魔術師に一国が敗北した手前、この案に反対する者はいなかった。いずれエトワールがルーヴル女王に、デュセルがアルビオン女王に就任し、両国の宰さい相しようを第二王女エスポワールが兼けん任にんすることで、三姉妹と両国の結びつきを強める計画らしい。

「そういやデュセル、そっちのねえちゃんたちとはどうなったんだ？」

「それがねー、聞いてよブラン。もうね、毎日毎日手紙が来るのよ、それも日に何十通も。これまでの謝罪の言葉だけならともかく、心を入れ替かえて姉妹愛を育はぐくみましょうだなんて、今のお姉さまたち、正直言ってきもちわるい」

　台詞せりふの内容はやたらと辛しんらつだったが、デュセルの口調は随ずい分ぶんと柔やわらかくなっていた。やはり故国の復興が彼女に希望を与えているのだろう。

　とはいえルーヴル側の情勢が未だ不安定であることは疑う余地もない。他国にその隙すきをつかれないよう戦力を増強する必要もある。そのためデュセルは不ふ穏おんなルーヴルから遠ざけられ、聖遺物奪だつ取しゆ任務の続行という名目でアルテナに滞たい在ざいを続けている。

「うふふ。デュセルさんたら、少し雰ふん囲い気きが明るくなったかしら？」

　すっかり元気を取り戻もどしたデュセルの姿に、ステラも嬉うれしげに目を細めた。

「──クズ石とぼっち姫、仲のよろしいことで」

「──傷の舐なめあいがお似合いだよ」

　しかしそんな中、ステラの耳に心無い誹ひ謗ぼう中傷が聞こえてきた。

「か、会長！　誤解です、わたしではありません！　口には出しておりません！」

　背後で副会長が弁明していたが、そんなことは言われずともステラにも分かっていた。廊ろう下かを歩くブランたちに聞こえるよう、数人の学生がわざと声を大にしたのだ。

「なんだあいつら」

「感じ悪いわね。友だちいない僻ひがみじゃないかしら」

　言われ慣れているのか、ブランもデュセルもたいして気にした素そ振ぶりは見せない。

「だめでしょう、みなさん！」

　が、ステラは違った。

「同じ学び舎やに通う者同士、互たがいに敬意を心に秘めなければなりません。もし今後わたくしのお友達を侮ぶ辱じよくするようなことがあれば、𠮟しつ責せきの言葉だけでは済ませませんからね！　……でも。もちろん、あなたたちも同じお友達です。その名めい誉よを守るべきときが来れば、やはりわたくしはこうして声を荒あららげます」

　生徒たちに歩み寄って厳しく𠮟しかり、次いで心が温かくなるような金言を一言。

「聞いたかデュセル。あれが友だち百人作れるお方のお言葉だ」

「どーりでモテるわけね……別次元の生き物だわ……」

　戦せん慄りつするブランとデュセルのもとへ、ステラは優ゆう雅がに歩み寄る。

「ごきげんよう、ブランさんにデュセルさん。お元気そうでなによりです」

「ステラ先せん輩ぱいこそ、体はもういいのか？」

「ええ、おかげさまです」

「だったら、フィギュアのモデルはまた近いうちに頼たのみに行くわ」

「は、はい……心よりお待ちしております……」

　ブランの言葉に頰を赤らめるステラ。

「ちょっとステラ。あなたがあたしを友だち呼ばわりするのは勝手だし、ま、まあ、あたしとしても、ふたり目の友だちがあなたっていうのはやぶさかじゃないけれど……」

　デュセルはそんなふたりの間に割って入ると、露ろ骨こつに顔を真っ赤にして視線を泳がせながらも、きっぱりとステラの眼前にてのひらを突つきつける。

「でもね、あたしとブランはもう友だち以上の関係なの！」

「え……えええええええ!?」

　その発言に、初めてステラのにこやかなポーカーフェイスが大きく崩くずれた。

「あたし、ずっと悩なやんでたわ。友だちがスタート地点なら、じゃあゴール地点はどこなんだろう……って。そして、ようやくその答えにたどり着いたのよ！　あたしとブランは、もはや親友なの！」

「そうだな、友よ」

「……こほん。そうですか、親友ですか。そうですよね、納なつ得とくです」

　完全にパニック状態だったステラは、その言葉にすぐにも落ち着きを取り戻す。

「とゆーわけで悪いけどステラ、話はまた今度ね」

　デュセルは大だい胆たんにも、人前でブランの手を引き寄せ、得意げに腕うでを組む。

「──ふふーんだ」

　見せつけるような仕草とともに、ステラが目を丸くしている隙に、デュセルはブランの腕を引いて連れて行ってしまった。

「さ、急ぎましょ、魔ま術じゆつ王おうさま」

「シッ！　声がでかい！」

　慌あわてたブランは咄とつ嗟さにデュセルの口元を押さえたが、逆に彼女の唇くちびるの柔らかさを指先に感じ、顔を真っ赤にしてしまう。もちろんいつものブランならこの程度でドギマギはしない。本体は自室にひきこもりきりで、分身シヤドウを操作して学園生活を送っているのだから。

「なあ、やっぱり屋外で飯食うのやめないか？　おれ、陽ひ射ざしダメなんだよ……」

　しかし、ここにいる学生服姿のブランは本物だった。

　信じられないことだが、本日ブランは生身のまま通学し、昼休みまでの授業にもちゃんと出席していたのだ。

「やーだ。あたしはお日さまの出ているところで食べたいの。それとも、あたしの手作りのお弁当、食べたくないっていうの？」

「それはない。絶対ない。おれはきょうの日のために、わざわざ靴くつ下したまで新調して家の外に出たっていうのに」

　そう。デュセルの手料理を食べたいがためだけに、ブランは長く続いていたひきこもり記録に終しゆう止し符ふを打った。なにせ、せっかく可愛かわいい女の子が手料理を振る舞まってくれるのに、分身シヤドウに食わせるなんてありえない。

「ほーら、だったらさっさと中庭に行きましょ」

　そうほほえんで、デュセルはブランを明るい場所へと引っ張っていく。

　頭上一面に広がる雲ひとつない青空を見上げ、彼女は目を細めた。

（──母さま、言い伝えは本当だったよ。あたしのことも、あたしたちの故郷も、ぜんぶ大鴉ブランが救ってくれた──）

「ブラン！　はやくはやくー！」

　気をはやらせた群青色のポニーテールが、上じよう機き嫌げんに揺ゆれている。

「あいよ」

　黄金の陽射しの中、ブランは観念して返事を口にした。





了










あとがき









　初めまして。あるいはお久しぶりです。岬みさきかつみです。

　さて。今こうして皆みなさまが手に取ってくださっているこの本、新作です。新作を出すには企き画かくプロットを編集会議で通さなければなりません。出せば通るというものでもなく、企画案を十個作れば九個は会議にかけられるまでもなく即そくボツ、残る一個も検討ののちボツ、といったことがほとんどという世界です。

　これを書けばほぼ間ま違ちがいなくＯＫが出る……みたいなものはありませんが、これを書くとほぼ間違いなくＮＧが出る、という暗あん黙もくの了りよう解かいはやはり存在します。「女の子主人公は企画が通りにくい」なんてのも都市伝説ではありません。なにせライトノベルを適当に十冊摑つかめば、うち九冊は間違いなく十代の少年が主人公ですから。それでも女の子主人公はまだマシなほうで、ジジイやショタっ子が主人公の企画案なんて出そうものなら担当編集さんの飴あめと鞭むちの痛いほうが炸さく裂れつします。

　が、しかし！

　ライトノベル作家になったからには、色んなキャラクターを主人公にして色んな物語を創つくりたいんだよッ！　というのが本音です。読者もそういうの求めているはず！




「そーだ！　だったら、十代の男の子主人公が、女の子主人公にもジジイ主人公にもショタ主人公にもなれる話を書けばいいんじゃない？」




　今にして思うと我われながらオイオイオイなのですが、この思いつきが本作の出発点でした。高校時代ＴＲＰＧ部だった超ちよう絶ぜつインドア派の青春の記き憶おくが瞬またたく間に蘇よみがえり、「メインキャラである瓜うり二ふたつの分身を含ふくめた老ろう若にやく男なん女によ様々なサブキャラをロールプレイで使い分ける主人公」像が頭に浮うかび、「そんなパーマンのコピーロボットみたいな能力持った主人公なんて、俺だったら間違いなく家にひきこもるね！」と、ひきこもり属性を附ふ与よ。こうして、主人公ブランを中心とした新たなプロットが生まれました。

　そして本作『セブンキャストのひきこもり魔ま術じゆつ王おう』が皆さまのお手元にあるということは、つまり無事にＧＯサインを勝ち取ったということですね。担当編集さんは「本当に久しぶりに新作が会議ですんなり通りました」とおっしゃっていましたが、あれはきっと私に気分よく小説を書かせるための、飴と鞭の甘いほうに違いない。やりおる。




　そんなわけで謝辞です。いつもお世話になっております我が担当編集のＡさま、素す敵てきなイラストで物語を飾かざってくださるmmuさま、ファンタジア文庫編集部の皆さまや本書の出版に関かかわる全すべての方々、そしてなにより本書を手に取ってくださる読者の皆々さま。本当にありがとうございます！




　ちなみに余談ですが、本作に登場している『カリナンの王おう笏しやく』は実在する英国戴たい冠かん宝器のひとつです。人類史上最大のダイヤモンド原石『カリナン』からカットされたダイヤの数は百を超こえ、中でも大きい九つのダイヤがカリナンⅠ世～Ⅸ世と名付けられ戴冠宝器にあしらわれました。王笏と王冠の他にもペンダントやネックレスやブローチや指輪があり、全部装備するとフルアーマーデュセルになります。




　では今回はこのへんで。また近いうちにブランたちともどもお会いできれば幸いです。





二〇一六年閏うるう日び　岬かつみ










岬かつみ

●みさきかつみ



第26回夏期ファンタジア大賞で《金賞》を受賞。改題「オー・ドロボー！」にてデビュー。

新シリーズです。今回の主人公は老若男女の七人の魔術師──しかし群像劇ではありません、全員同一人物です。「どういうこっちゃ!?」とお思いの紳士淑女の皆さま、物語をお読みいただければ分かります。どうぞお楽しみに。


















カバー・口絵・本文イラスト／ｍｍｕ

カバーデザイン／百足屋ユウコ＋モンマ蚕（ムシカゴグラフィクス）










セブンキャストのひきこもり魔ま術じゆつ王おう
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